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ま が きえ

1988年、日米学生会議は40回目という節目を迎えました。私たちは会議の総合テーマを「築かれた

日々を見つめて－－新たなる相互理解への模索(HistoricalReflections---CreatingDirections

forMutualUnderstanding)」と設定し、現在までの日米両国および日米関係の足跡、さらには54年

前からの当会議の歩み自体にスポットを当てることによって、未来に向けての新たな一歩を踏み出す

ことを主眼としました。また、多岐にわたるトピックスを話し合う会議の様々な場面を通して、常に

‘‘歴史”の視点を保つことによって、今現在私たちの置かれている状況をよりよく把握しようという

試みも、この総合テーマの一貫として参加者のあいだに定着しました。

会議は成功裡に終わり、こうして報告書も完成しました。報告書の原稿に目を通し、今になってよ

うやくこの総合テーマの個人的な結論めいたものが私自身の中で形づくられつつあります。それは、

私たちは確かに時代の節目に立っているということです。当会議は、そもそも満州事変後の悪化しつ

つある日米関係を憂慮する学生によって始められ、戦争による中断などを通じて常に円満な日米関係

を築くことや、そのための学生の役割といった問題を会議の全般的な主題と捉えつづけてきました。

なぜ私たちが‘‘日米”学生会議をやるのかという答えも、常にここに存在していたわけです。

ところが昨今、特に今回の会議では、もはや「日本は…」「アメリカは…」というもの言いが会議

中あまり聞かれなくなりました。これは何といっても、近年日米関係が非常に安定していることが端

的な理由として挙げられます。日米が互いに西側諸国のリーダーたる行動をとるべきであること、ま

た経済のボーダレス化が進む中で互いの密接な依存関係は動かしようにないこと、の基本認識のもと

では、経済摩擦に代表される二国間のコンフリクトも非常にテクニカルな問題、あるいは高度に政治
も

的な問題として処理され、学生の立場で発言できることはかなり限られたものになってきています。

これを日米の会議参加者は半ば直感的に把握し、その結果、日本市場の開放性云々とか日米間のバー

デンシェアリングの問題など、日米間の当面の問題については話し合う糸口、あるいは必要性をあま

り見い出せなくなっているのが現状です。すなわち、半世紀以上の伝統をもつ会議の、ひとつの基本

的な枠組自体が改めて問い直されているのです。

といっても、決して会議の存在意義が薄れ始めているというわけではありません。制約のない立場

から自由に発言できる学生が集まり、世界的な展望をもって相互理解と信頼関係樹立を目的に会議を

開くという会議の継続的な根幹に変化はありません。日米学生会議は日米“学生”会議でもあり、日

米学生“会議’でもあるのです。そればかりか、会議は互いに理解する場としてだけでなく、共に何

かを創り出す場として動き始めつつあります。それは、個々の参加者が、文化の違いを踏まえながら

も、日本人、アメリカ人といった立場を超えて、いわば個人の内面から沸き上がってくる叫びを発し、

それを集めて形にすることで新たな一歩とするような、そんな場です。会議中人権や教育といったト

ピックに参加者の多くがひきつけられたことは、この端的な表れと捉えられるでしょう。この傾向が

今後続くかどうかはまだ未知数ですが、このような新しい方向性の萌芽をこの報告書から汲み取って

いただけたらと思います。

最後になりましたが､今回の会議も、実に多くの方々のこ理解とご協力を賜りました。この場で厚

くお礼申し上げますとともに、今後とも変わらぬと指導こ鞭燵を賜りますようお願い申し上げます。

第40回日米学生会議実行委員長 今田 克司
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第40回JASCの代表諸君へ

讃鍾蕊謡菫板橋並治

で，都内の大学ESSの有志が集まり，国際

問題について語り合ったのが発端である。

1931年の満州事変以来，米国の対日感

情が悪化しつつあったにも拘らず，政府は何

ら有効な緩和策を講じていないと考えた我々

は，学生として何をなすべきか，何が出来る

だろうかと話し合った。その結果，米国の学

生50名を招き，会議の場でお互いに卒直な

意見を交換して相互理解と信頼を促進し，そ

れによって両国の友好関係を確立すべきであ

るという結論に達した。これは「世界の平和

は太平洋の平和に，太平洋の平和は日米の友

好関係にかかっている」という考えに基づい

ていた。

米国南部のダラス市で開かれた第40回日

米学生会議(JASC)の開会式で，第1回

会議が学生によって実現されたいきさつと，

その後の経過について話す機会を与えられた

ことは，私にとり大きな喜びであった。

本当を言うと，私は毎年この会議を心待ち

にしている。なぜなら，新しい代表諸君に会

うことによって，私も会議の代表になった様

な気分になり，心の若返りの機会を得るから

である。これも第1回会議に参画して以来，

今日まで54年間，会議と深い係わりを持ち

続け得たからかも知れぬ。

会議実現への活動が始まったのは1933

年の春である。青山学院の中山公威君の提唱

(Ⅳ）



会議の実現に先ずなすべきことは，米国代

表の滞日費を確保することにあったので，募

金運動を始めたが，大企業の幹部の方々にお

願いすると，いずれも「それは素晴らしい計

画だが…」と「だが」で終ってしまった。

素晴らしいと考えるのに，なぜ援助してく

れぬのだろうと，色々模索した結果「学生の

分際で50名の学生を招くなんて到底不可能

だ」と考えたに違いないという結論を得た。

そこで，我々学生の力を証明するため，対米

学生親善使節を派遣し，50名の学生を連れ

て帰る以外に手はないという考えから，19

34年の春4名の学生が横浜を出港した。

全く初めての海外旅行であり，また米国の

大学についての情報も殆ど持っていなかった

我々4名は，この重要な使命を果たせるだろ

うかと一抹の不安をもっていた。「若し50

名の学生を連れ帰らなかったら，腹切りもの

だ」と話し合ったことは今でも忘れられない。

しかし，最初に訪れたシアトルのワシント

ン大学で我々の計画を発表したところ，全く

予想外の大きな反応に驚いた。この調子なら

目標の達成は確実であると考え，委員長の中

山君と早大の遠藤君が自信を持って募金運動

を再開するため帰国した。慶大の田端君と明

大の私が残り，彼は太平洋岸，私は中西部か

ら東部にかけて，それぞれ20余りの大学を

訪れた結果，二人で総計99名の参加者（内

22名は大学教授及び夫人で，オブザーバー

として）を伴って帰国した。

こうして第1回会議は，両国から約100

名ずつの参加者を得て青山学院で開かれ，大

成功を収めることができた。会議終了後，米

国の代表及びオブザーバーの為に，関西，朝

鮮を経て満州までの研修旅行を実施した。

その帰途，関釜連絡船上で米国の代表が集

まり，日本の学生の創意と不屈の努力に報い

るため，第2回会議を米国で開こうと決議し，

実行委員を選んで帰国した。これは日本側委

員が秘かに望んでいたことであるが。

こうして第2回会議はポートランドのリー

ド・カレッジで開かれ，以来両国で毎年交互

に開かれた。しかし1941年の夏米国で開

かれることになっていた第8回会議は，日本

側代表がヴィザを貰えなかったため，止むな

く中断されてしまった。

1947年に学生の努力によって会議は復

活されたが，当時日本は連合軍の占領下にあ

ったため，米国の学生団体と連絡することも

米国から学生を招くこともできなかったので，

米軍人または軍属の中から大学生の資格のあ

る者を代表に選んで，会議を開いた。

第8回，即ち偶数回の会議は米国で開かれ

ることになっていたが，占領下の状態ではそ

れが出来ず,1953年の第14回まですべ

て日本で開かれた。たまたま，その会議に戦

後初めて米国から参加したコーネル大学の学

生の提案で，第15回会議が戦後初めて米国

で開かれることになった。

当時は，太平洋横断の航空運賃を払えるよ

うな学生が少なく困っていたところ，米軍の

軍用機の15席が無料で提供されることにな

り，14名の学生代表と監督1名が参加する

ことになった。しかし会議には両国から50

名ずつ参加することになっていたので，参加

できなかった30余名の学生は,JASCを

諸らめ，国際学生会議(ISC)を開くこと

にした。こうしてJASCは第15回を最後

に再び中断されることになった。

1963年に至り，翌1964年は第1回

JASCの創立30周年に当るので，会議を

戦前の形で復活すべきであると考え，準備を

(V)



会議以来40年間も会っていない。その上，

日米が戦うという不幸な事があった。それに

も拘らず，このような心暖まる便りを貰った

ことは，私にとり全く「嬉しい驚き」であっ

た。その時初めて私は，相互理解と信頼によ

って結ばれた「友情の絆」が，如何に強いも

のであるかを，身にしみて感じた。

しかし，これは私たち日米の学生が会議で

論じ合ったすべての問題について合意に達し

たということではない。いくつか合意に達し

得なかった問題が残っていたことも事実であ

る。それにも拘らず，お互いの違う考えを理

解し認め合うことによって，信頼感が生れ，

強い友情の絆が結ばれたものと言えるだろう。

言うまでもなく，相互理解の究極の目的は

合意に達すること，換言すれば相互理解は合

意への前提条件であると考えられている。し

かし，相互理解が常に合意に達するとは限ら

ぬという事実があることを考えて見ると，相

互理解と合意とが同意語でないことが明白で

ある。

では，相互理解とは何だろう？ それは，

お互いに相手の考えをよく理解し合うこと，

つまり相手の考えが違うものであっても，そ

れなりに単に違う考えとして認め合うことで

ある。しかし、この様な態度をとることは頗

る難かしい。なぜなら，自分の考えと違うも

のは「誤った考えであり，到底受け入れられ

ぬ」と言うような態度になりがちだからであ

る。

従って，相互理解を得るには，常に相手の

云うことに本気で耳を傾けると共に，なぜ相

手がそんな考えを持つようになったかを理解

しなければならぬ。相手の考えの裏にある事

情が判れば，そう考えるのも無理はないとい

うことが理解でき，単に違う考えとして受け

始めた。幸い日米両国の戦前OBの協力，特

に「一週間の会議運営費を保証してくれた」

ポートランドのルーディ・ウイルヘルム君と

当時経済企画庁長官であった宮沢喜一君（前

蔵相）の援助で，第16回JASCとして復

活され，第2回会議が開かれた由緒あるリー

ド・カレッジで開かれた。

若しこの復活がなかったら，今日ここで代

表諸君と会うこともなかったであろうと考え

ると，会議の復活を可能にしてくれたこれら

戦前のOBの協力に心から感謝しなければな

らぬ。1964年は，正にJASC再生の最

も記念すべき年と言えるだろう。

今回，実行委員諸君が設定した「築かれた

日々を見つめて－新たなる相互理解への模

索」という総合テーマは，誠に我が意を得た

ものと言わねばならぬ。何故なら，彼らが第

40回を大きな節目と見なし,JASCの原

点に帰ってその後の経過を辿り，慎重に検討

することによって,JASCの将来を展望し，

その正しい在り方を的確に把握しようという

意欲が明らかであるからだ。

ここで，相互理解の真価，即ち如何に重要

な価値を持つものであるかを体験した，19

74年夏の出来事について触れて見ることに

する。

1974年は会議の創立40周年に当るの

で，米国のOBを招き東京で日米合同の祝賀

会を開くべく計画していた。その夏ミネソタ

大学で開かれることになっていた第26回会

議の開会式に出席する機会を利用し，できる

だけ多くの戦前のOBに会い祝賀会に参加す

るよう勧誘する積りで手紙を出しておいた。

東京をたつ前に受け取った返事の中に，4

名のOBから「ぜひうちに来て泊ってくれ」

という暖かい便りがあった。彼らとは第1回

(副）



入れられるようになる。

代表渚君は，今日から色々難かしい問題に

ついて論議を楽しむことができるが，諸君は

活発な論議を通じて相互理解と信頼をもたら

し，両国の友好関係を確立するという重要な

役目をもっている。今回特に，諸君に望むこ

とは「今や世界は太平洋時代に入った」と言

われている点に注目し，相互理解の輪を単に

日米間だけでなく，広く太平洋圏内の諸国に

まで広げるよう心がけてもらいたいと言うこ

とである。

21世紀の世界を担うべく運命づけられて

いる代表諸君は，更に視野を全世界に向け，

太平洋圏だけでなく，大西洋，インド洋など

にまでも相互理解の輪を広げ，あらゆる国と

の「友好のかけ橋」になるような努力を続け

るよう願っている。

JASCの伝統が「学生の，学生による，

学生のための会議」にあることを思うにつけ，

第40回会議が成功し，未来への展望を大き

く開けるか否かは，諸君の努力にかかってい

る。過去の経験から見て，諸君がこの重責を

果たせるにちがいないと確信している。

終りに，この会議の実現に協力して下さっ

たJASC,Inc.のインマン会長，創立

者のシュミット元会長，会議場を提供して下

さったサザン・メソヂスト大学，日本側で援

助して下さった国際教育振興会賛助会の方々，

特に会議のう°ログラムを作製し，今日からそ

の運営に当る両国の実行委員諸君に心から感

謝の意を表明する。

◇ ◇ ◇

以上で代表諸君への私の話は終るが，開会

式で全く予想もしなかった嬉しい事に出くわ

したので，この紙面を借りて会議に関係のあ

る方々に報告することにする。

第1は，「テキサス州名誉市民」の称号を

贈られたこと。これには全く驚いたが，これ

は今回初めて同州で開かれることになった会

議のお蔭であろう。第2は，会議の米側主催

者であるJASC,Inc,の創設者である

シュミット元会長から，永年会議に尽した私

の功績を認める印として素晴しい水晶の記念

品を贈られたことである。

第3は，と言うより，私にとって最も嬉し

かったことは，マンスフィールド駐日米国大

使から次のような手紙を頂いたことである。

「日米間の最も古い学生交換う。ログラムで

ある日米学生会議が，54年に亘り存続され

たのは，貴方の強い信念に基く指導によるも

のであります。私はかねてから，若し経済と

貿易が日米関係の原動力であるとするならば，

文化交流はその心であると，しばしば言って

参りましたが，学生会議はまさにその顕著な

例証であると言えるでしょう。」

「1988年は，貴方が80才の誕生日を

迎えられ，また半世紀余に亘る貴方の強力な

指導の下に学生会議が40回を迎えることに

なった，誠に意義深い年であります。ここで

貴方の誕生日をお祝い申し上げると共に，交

流プログラムの影響を最も強く且つ永続的に

受ける学生を主体として，日米間の緊密な関

係の強化に尽された貴方の献身的な努力に対

し，心から謝意を表明することは，私にとり

誠に大きな喜びであります｡」

米国政府の高官である大使から，このよう

な嬉しい手紙を頂いたのは，全く初めてのこ

とであり，深く感動した。しかし、第1回J

ASCに参加して以来50余年もの間，会議

と密接な関係を持ち続けた以外に，何ひとつ

世間をあっと言わせるような大きな事をして

いない私に，どうしてこの様な手紙を下さっ

(VII)



たのだろうかと考えさせられた。

自分の正しいと信ずることを飽くまでも追

求し続けて来た私の生き方を認めてくれたの

だろうとも言えるが，私がこの様な生き方を

続け得たのは「JASCがあったからである」

という事実を考えると，大使からの手紙は，

半世紀余も前に学生の力によって実現された

JASCの意義と使命の重大さを認めてくれ

たものと言うべきであろう。

(VIID
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第1部 総 括 報

日米学生会議の沿革

に派遣するに至りました。一行は各地の大学

を訪問して米国側の参加者を募り，その結果，

総勢99名の米国代表を伴って帰国，一方で日

本国内での受け入れ作業の奔走の成果もあり，

かくして第1回日米学生会議は青山学院大学

で開催され，会議終了後には国内の他満州へ

の研修視察旅行が実施されました。

会議の趣旨に賛同し，日本側の創意と努力

に啓発された米国側参加者の申し出により，

翌年第2回会議が米国オレゴン州ポートラン

ドのリードカレッジで日本人学生47名の参加

のもとに行われました。その後会議は1940

年（昭和15年)の第7回会議まで毎年日米交

互に続けられましたが，太平洋戦争の勃発に

より中断を余儀なくされました。

1947年（昭和22年），在日米人学生と日本

人学生の参加という形で会議は復活，同様の

日米学生会議は，今から54年前の1934年

（昭和9年）に，満州事変の勃発以後悪化し

つつある日米関係を憂慮した有志学生によっ

て初めて開催されました。太平洋地域の要石

ともなりうる日米両国間の戦争を回避し，相

互の信頼を醸成することが必要であるとの認

識と「世界の平和は太平洋の平和にあり，太

平洋の平和は日米両国の平和にある。その実

現のために学生も一翼を担うべきである」と

いう基本理念のもとに提唱され，実行に移さ

れたのがこの会議です。準備活動は日本全国

の大学の英語研究部，国際問題研究部から成

る日本英語学生協会（国際学生協会の前身）

の主催により進められ，資金調達，運営等の

面で多くの困難に直面しながらも，中山公威

（青山学院),田端利夫(慶応)，板橋並治（明

治),遠藤春生（早稲田）を使節団として米国
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形式で日本を舞台に1953年（昭和28年）まで

続けられましたが，翌1954年（昭和29年)に

戦後初めて米国において開催された第15回会

議で再び中断，国際学生会議へ一本化，発展

解消することとなりました。これに対し戦前

の参加者有志の間で会議復活を望む声が高ま

り，創設30周年の1964年（昭和39年）に再

び復活，第16回会議が米国で開催されまし

た。以後会議は時代の要請に呼応しながらも

同時に創設期の理念を着実に受け継ぎ,20数

年中断されることなく毎年日米交互に開かれ

て本年に至っています。特に1973年（昭和

48年)以降は，毎回独自の総合テーマを掲げ，

日米学生会議の今日的意義を常に問い質し続

ける姿勢を貫徹しています。

第40回会議の概略

ス・フォートワース国際空港へ到着した日本

側代表者と共にアメリカ人家庭に分宿し，3

日間に亘り家庭の方々と生活した。7月25日

朝，日米両国代表は，サザン・メソジスト大

学にて対面した。

第40回日米学生会議は，昭和63年7月23B,

日本側代表のダラス・フォートワース国際空

港到着に始まり，8月18日一行の帰国をもっ

て終わる。

この間，総合テーマ「築かれた日々をみつ

めて－新たなる相互理解への模索(Histori-

calReflections:CreatingDirectionsfor

MutualUnderstanding)」のもと,7月23B

から7月30日までダラス市（テキサス州）の

サザン・メソジスト大学にて，8月4日まで

は，アトランタ市（ジョージア州）ジョージ

アエ科大学にて，8月6日までは，ブローイ

ング・ロック（ノース・カロライナ州）にて，

8月11日までは，ワシントンDC,ジョージ

タウン大学にて，8月18日まではフィラデル

フィア市（ペンシルバニア州），プリン・マ

ー大学にて，各分科会こ､､との討論や研修視察，

全体研修，フォーラム，コロキアム等を行い，

会議のおわりに総括を行った。

以下，この期間の経過を要約してみる。

Ⅱ）ダラスでの会議（7月25日から7月30日

まで）

7月25日，会議の冒頭を飾る開会式がサザ

ン・メソジスト大学の講堂で催され，ジャス

ク・インク会長，ジェリー・インマンの挨拶

があり，続いて国際教育振興会理事長，板橋

並治，そして，両国実行委員長が挨拶をした。

直後にテーマについて考えるディスカッショ

ンが行われ，日米学生会議の意議役割，課

題について話し合った。

ダラスでのその後の活動は，以下のとおり

である。

まず，7月26日は，各分科会最初のミーテ

ィングが行われ，夜は，米国代表者によるア

メリカ・ナイトが催され，両国代表者の交流

を深めた。

7月27日は，平和と安全保障フォーラムが行わ

れ，原爆映画や，長崎国際文化会館から招か

れた被爆者の内田伯氏の体験談を通じ，原爆

I)会議開始までの期間（昭和63年7月21B

から25日まで）

米国側代表は，ノース･テキサス大学での

オリエンテーション後，アメリカ航空でダラ
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の恐ろしさについて学び，小グループに分か

れて討論を行った。内田氏ならびに通訳の御

厨氏は，前回39回会議が長崎で行われた際

被爆者の体験談に感銘を受けた日米の学生が，

40回会議に同様の講話の機会を設けてほしい

と署名により長崎側に申し入れ，これが実現

したものである。同日午後，米国海軍ホルコ

ム提督による講演及び質疑応答が行われた。

その夜，日本側代表者によるジャパン･ナイ

トが行われ，更に交流を深めていった。

7月28日は，分科会討論・野外研修ののち，

テキサス州農務省のルイス氏が農業と日米関

係についての講演を行った。その後，両国代

表者はバスでサークル・アール･ランチ（大

農場）を見学し，バーベキューパーティーを

楽しんだ。

イト・センター，ナショナル・サイエンス・

ファンデーション，スミスクライン・ベック

マン研究所

(2)教育(Education)

（参加人員：日本側4，米国側4）

討論議題：

I)多民族国家アメリカにおける英語教育

Ⅱ）オーフ°ン・スクールと創造性の教育

Ⅲ）学習塾とその功罪

Ⅳ）教育における体罰と賎

V)教育目標に関する日米間の相違

Ⅵ）校則に見る日本の管理主義教育

Ⅶ）日米の教育政策一国家の統制とその影

響

Ⅷ）日本の入試制度と教育改革

野外研修：

マグネット・スクール（ダラス），ハーパ

ー・パブリック・ハイスクール，日本大使館，

ギャラデット大学,WETA-TV,全国体

罰研究所（テンフ。ル大学内）

ここで，会議を通じての各々の分科会の活

動についてまとめてみる。

(1)科学と社会(Science,'1℃chnologyand

Society)

（参加人員：日本側4，米国側4）

討論議題：

I)ストレス

Ⅱ）原子力世代の問題点

Ⅲ）ガン告知問題

Ⅳ）煙草社会

V)研究に対する姿勢一日米比較

Ⅵ）コンピュータと芸術

W)DNA工学

Ⅷ）動物観再考

野外研修：

テキサス・インストゥルメンツ（半導体製

造施設），ベル・ヘリコプター／テクストロ

ン，センター・フォー・ディジース・コント

ロール,NASAゴダード・スペース・フラ

(3)言語とコミュニケーション(Language

andCommunication)

（参加人員：日本側4，米国側4）

討論議題：

I)エスペラント語一国際言語の役割

Ⅱ）女性語

Ⅲ）日本漫画における「甘え」の非言語コ

ミュニケーション

Ⅳ）日本語の暖昧さ

V)言語とジェンダー

Ⅵ）米国南部方言と日本語比較

Ⅶ）文法における日米異文化間ミスコミュ

ニケーション

Ⅷ）セミオティックスー態度とその意味
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Ⅵ）企業合併と買収

Ⅶ）国際通貨制度改革

Ⅷ）太平洋の世紀

野外研修：

カルテックス・ペトロリウム，日本長期信

用銀行，国際復興開発銀行，コカコーラ，ハ

ース。アンド・マクブライド・インターナシ

ョナル

野外研修：

国際文化博物館，国際言語学センター，カ

リア・コミュニケーション治療センター，キ

ャラデット大学，ソニア・サンチェズ（女流

詩人，テンフ°ル大学)，ユアキーズ研究所，

マリオン・ムア（霊媒コミュニケーション）

(4)国際関係(IntemationalRelations)

（参加人員：日本側4，米国側4）

討論議題：

I)パレスチナ問題の解決策を求めて

Ⅱ）第二次冷戦におけるアメリカの､衰退〃

の影響

Ⅲ）東西対立のはざまの東欧諸国

Ⅳ）北方領土問題

V)日米関係一相互理解へ向けての協力の

重要性

Ⅵ）宇宙空間における国際協力

Ⅶ）今後の日中米三カ国間関係

Ⅷ）日米貿易交渉における力の均衡問題

野外研修：

リチャード・ルポトム氏（前駐アルゼンチ

ン大使)，カーターセンター，ギリシャ領事館

及び台湾領事館，アメリカ平和協会，世界銀

行

(6)個人と社会(RolesandResponsibili-

tiesforSocietyandOurselves)

（参加人員：日本側4，米国側4）

討論議題：

I)日本の国際化論について

Ⅱ）日本人の裁判に対する意識

Ⅲ）社会，そして私達にとっての幸福とは

Ⅳ）日本社会でのサーヴィスについて

V)代理母問題とそれに対するアメリカ社

会の方策

Ⅵ）社会的偽善

Ⅶ）国家による自由の分配と個人の自由

Ⅷ）日本社会一アメリカが見習うべきもの

野外研修：

NECダラスエ場スミソニアン博物館，

死刑反対運動連盟，ハウス・オブ・ウモジャ，

クエーカーフレンドセンター

(5)国際ビジネスと経済(International

BusinessandGIobalEconomicDeve-

lopment)

（参加人員：日本側4，米国側4）

討論議題：

I)多国籍化への日本の経済努力

Ⅱ）日本の流通機構の変革

Ⅲ）第三世界の経済発展と米国の役割

Ⅳ）累積債務問題

V)貿易不均衡

(7)政治と社会(PoliticalSystemsand

PublicPolicy)

（参加人員：日本側4，米国側4）

討論議題：

I)日本は民主主義国家か

Ⅱ）現代日本の官僚制

Ⅲ）ボーダレス・エコノミーの時代

Ⅳ）日本の政治制度の機能不全と外圧

V)大統領を生み出すまで
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Ⅵ）エイズ患者への政策

Ⅶ）自民党内における政治の特徴

Ⅷ）日米両国の直面する経済問題

野外研修：

フォレスト・スミス氏（インターナショナ

ル・トレード・アソシエーション），メーブ

ル・トーマス氏（ジョージア州議会議員)，ト

マス・レオナード氏（センター・フォー・デ

ィジース・コントロール)， ジョセフ・マー

シー氏（米国通商代表部)，チャック・アレ

ン氏（ナショナル・リパブリカン・コングレ

ッショナル・コミティ）， バージェス氏(U

Sウエスト）

（参加人員：日本側4，米国側4）

討論議題：

I)ステレオタイプ

Ⅱ）日本人の自国イメージの変化

Ⅲ）日系アメリカ人のアメリカにおける差

別

Ⅳ）戦時下の日系アメリカ人の抑留

V)アメリカにおける禅

Ⅵ）「恥」の歴史と文化

Ⅶ）近代国家への移行一明治時代の習慣

Ⅷ）敬語についての考察

野外研修：

ダラス･オールド・ｼﾃｨｰ・パーク，ア

トランタ・ノ、イ・ミュージアム,CNNテレ

ビ局，フリーア・ギャラリー，アメリカ歴史

博物館，フィラデルフィア史跡ツアー

（8）哲学と芸術(PhilosophyandtheArts)

（参加人員：日本側4，米国側4）

討論議題：

I)宗教芸術における日本人の神観念

Ⅱ）庭園における自然観

Ⅲ）感情表現と洗練性一都市を通して

Ⅳ）近代の基本的な世界観の分析

V)ブロードウェイ・ミュージカル

Ⅵ）日本映画

Ⅶ）東西の絵画一その比較

Ⅷ）フランク・ロイド・ライトの有機建築

一東洋と西洋・統合の思想

野外研修：

アン・ウイリアム氏（ダラス黒人舞踊団デ

ィレクター),フォートワース日本庭園，「フ

ァウスト・フォア・う°レジデント」鑑賞，キ

ャランウオールド美術館，フリーア・ギャラ

リー，マリー・ホプキンス氏（「芸術と女性」

グループのリーダー），ペンシルバニア美術

アカデミー

00)若者と時代(YoungerGenerations:

Past,Present,andFuture)

（参加人員：日本側4，米国側4）

討論議題：

I)若者と日本の国際化

Ⅱ）現代日本の「いじめ」

Ⅲ）文学作品に見る青年像の変化と今日の

若者

Ⅳ）消費社会へ向けて－現代日本の若者分

析

V)「ライ麦畑でつかまえて」再考-5"

代アメリカと80年代日本の若者

Ⅵ）麻薬一日本とアメリカ

Ⅶ）教育の力

Ⅷ）パンクロック・サブカルチャー／対抗

文化創造の物語

野外研修：

ダラス少年感化院，十代妊娠相談所，アト

ランタ・サバイバル・ゲーム，ナショナル。(9)歴史と文化(HistoryandCulture)

－ ワ －
1



〃

日まで，両国代表者は，ノースカロライナ州

のブローイング・ロック・キャンプ場で過ご、

した。川下り，ハイキング，キャンプファイ

アなどのレクリエーションが行われ，会議前

半の肉体的疲労を癒すとともに，交流を更に

深めていった。

ｴﾝﾀｳﾒﾝﾄ･ﾌｫｰ･ﾋｭｰﾏﾆﾃｲｰ

ｽ，ジェイムス・ギルバート氏（メリーラン

ド大学教授）

Ⅲ）アトランタでの会議（7月30日より8月

4日まで）

アトランタでは，ジョージアエ科大学に滞

在しながら討論・野外研修を進めた。

7月30日は，お互いのふるさとについて語

り合う，ふるさとコロキアムが行われ，両国

代表によるスライド・う。レゼンテーションな

どがあった。

7月31日は，分科会討論・野外研修後，ア

トランタ市アミ（友達）団体のご好意により

両国代表者各1名ずつペアでアトランタ市住

民と食事を共にし交流が図られた。

8月1日は，人権フォーラムがマーチン・

ルーサー・キング・センターで行われ，日米

両国代表による発表が行われた。同日午後は

NAACPワシントン本部代表シンホースタ

ー氏による講演・質疑応答が行われ，両国代

表者は，マーチン・ルーサー・キング・セン

ターを見学した。夜は，日本及びアメリカ文

化サークルが催され，お互いの言葉や文化に

ついて学んだ。

8月3日は，ベル・サウス会社主催のレセ

プションが行われ，ヨークリー氏の歓迎挨拶

に続き，アトランタ市のマイケル・ローマッ

クス氏による人種差別についての講演が行わ

れた。同日午後は，会議の後半をより充実した

ものにするために，中間反省会を行った。

V)ワシントンでの会議(8月6日から8月

11日まで）

ワシントンではジョージタウン大学に滞在

しながら，討論・野外研修及び，全体研修を

進めた。

8月7日は，民主主義フォーラムが行われ，

政策研究学会のラスキン氏による講演・質疑

応答ののち，日本側代表による発表が行われ

た。午後は米国側代表による発表があり，そ

の後，小グループに分かれて討論した。夕方

は，クリプトン・ライオンズ・クラブのご好

意によりケン・ハリス氏の邸宅でバーベキュ

ーパーティーが催され，代表者達はくつろい

だ時を過ごした。

8月8日は，分科会討論・野外研修後，ス

ティーブン・サンダース。アンド・アソシエ

イッ主催のレセプションが行われた。

8月9日は，国務省を訪問し，日米貿易問

題について3人の講演者が発表した。米国通

商代表のグレン・フクシマ氏に続き，エヴァ

ンズ議員スタッフ，ジョーンズ氏，国務省ジ

ャパン・デスク担当，ドゥルハム氏が発表し，

質疑応答が行われた。そののち，国務省のベ

ンジャミン・フランクリン・ルームで日米学

生会議40回記念レセフ°ションが行われ，東洋

・太平洋側副国務省長官，シグール氏よりメ

ッセージを頂いた。同日午後，海外プレス・

センターを訪問し,｢新聞情報と日米関係」と

いうテーマのパネルディスカッションが行わ

Ⅳ）ブローイング・ロックでのキャンプ。（8

月4日から8月6日まで）

会議の折返し点である8月4日から8月6
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れた。スピーカーは，毎日新聞社特派員，小

西氏，ジャパン・タイムズ特派員，土井氏，

ワシントン・ポスト記者，フォーギー氏，外

国人ジャーナリストセンター，クリムスキー

氏の4名であった。夕方は，日本大使館を訪

問し，領事の西山氏の講演及び質疑応答のの

ちにディナー・レセフ・ションが続いた。

スクライン・ベックマン・コーポレーション

本社において8月17日に行われ，ジャスク・

インクのエリック・ヘインズ，国際教育振興

会文化事業部吉田典子，日米両国実行委員長

の挨拶をもって，1カ月に亘った会議は幕を

閉じた。

Ⅶ）成果

日米学生会議は，日米両国の学生相互の理

解・信頼・友情の促進を図ることにより，長

期的展望における両国の円満な関係維持に寄

与し，ひいては人類の平和的共存に貢献する

という目的の下，毎年開催され，本年で第40

回を迎えた。

第40回会議では，「築かれた日々をみつめ

て－新たなる相互理解への模索」という総合

テーマの下に，日米80名の学生が集まり，日，

米，日米関係及び当会議の現代史をいったん

振り返り，これから様々な教訂||を学びとるこ

とによって，これからの相互理解について臆

することなく模索していこうとする努力がな

された。二つの異なる文化の間では，相互理

解は容易になされるものではなかったが，相

互理解を常に個人のレベルで試みるためにど

のフォーラムにおいても小グループ°討論の機

会をもち，地に足のついた議論に努めた。

本会議の成果は，社会的な利害関係に直接

影響されない学生という立場で，両国の大学

生が1カ月近くの共同生活体験と現代が直面

する諸問題についての率直な意見交換を通し

て，相互理解を深めたことである。同時に，

文化・言語・習慣の違いを越えて，理解し合

うということの困難さと重要性を参加者ひと

りひとりが身をもって体験した。会議中は寝

食を共にする上ですら，あるいはそれである

からこそ．相互理解の困難さを全員が味わっ

Ⅵ）フィラデルフィアでの会議（8月11日か

ら8月18日まで）

会議の最終開催地となったフィラデルフィ

アではプリン・マー大学に滞在しながら討論

・野外研修のしめくくりを行った。

8月12日，分科会討論・野外研修後，フィ

ラデルフィア市内のベル・アトランティック

でレセプションが行われ，歓迎挨拶に続き，

プリンストン大学東洋学部歴史学科教授マリ

ウス・ジャンセン博士の講演があった。同日

夜はヒーローコロキアムが行われ，日米両国

のヒーロー像の発表があった。

8月13日は宗教フォーラムが行われた。前

僧侶のソーホー・マチダ氏の宗教原理主義に

ついての講演，質疑応答があり，つづいてア

メリカキリスト教会の多様性に関するビデオ

を観賞した。午後は両国代表者による発表，

小グループ討論を行った。

8月14日は最後の分科会ミーティングがあ

り，午後は男女コロキアムが行われ，両国代

表者発表ののち，小グループに分かれ討論し

た。同日夜，新実行委員の選挙が行われた。

8月15日は，新実行委員による次回会議に

ついての話し合いが行われ，同日夜は全体反

省会及び各分科会ごとの活動報告を行い，各

々の参加者が本会議で得た成果について語り

合った。

なお，第40回日米学生会議の閉会式はスミ
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晶なのである。

学生会議の究極の目標にはまだまだ遠いカミ

今後，各参加者が様々な分野で，社会の一員

として活躍するに際して，ひとりひとりの経

験として生かされるものであると信じる。そ

の意味においても，日米学生会議が継承され，

より多くの学生がこの会議を経験することは，

意義深いものであるに違いない。

た。しかし，相互理解を言葉だけに終わらせ

ず，問題に直面しながらも討論を深めること

によって，真の相互理解に向けて少しずつ歩

み寄れたことがなによりの成果であろう。ま

た，会議は日米の実行委員を中心に，企画運

営その他がすべて学生の手によるものである

ということも特筆すべき点である。約1カ月

間の本会議は1年に亘る学生の準備活動の結

2.ジョージア州アトランタ

4.ペンシルバニア州フィラデル

フィア

1.テキサス州ダラス

3.ワシントンD・C
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日 程

1988年 7月20日

21日

22日

23日

アメリカ側到着／オリエンテーション ダラス

アメリカ側オリエンテーション ｜|日本側直前合宿東京

アメリカ側オリエンテーション ｜|日本側直前合宿

アメリカ側オリエンテーション ｜|日本側離日

日本側到着／ホームステイ ダラス

ホームステイ

開会式／テーマディスカッション／レセプション

分科会討議及び野外研修／アメリカナイト

平和と安全保障フォーラム／ジャパンナイト

分科会討論及び野外研修／農場見学

自由行動日（ロデオ見学）

移動／ふるさとコロキアム アトランタ

分科会討論及び野外研修／ホスト･ファミリーとの夜

人権フォーラム/JLC(ジャパニーズ･ランゲージ･サークル）

自由行動日

分科会討論及び野外研修／ベルサウスの昼食会／

分科会討論及び野外研修／中間反省会

移動／キャンプ ブローイング・ロック

キャンプ011下り，ハイキング）／キャンプファイヤ

移動 ワシントンDC

民主主義フォーラム／クリプトン・バーベキューパーティー

分科会討論及び野外研修／アレキサンドリア・レセプション

国務省／40回記念レセフ｡ション／海外プレスセンター／日本大使館

自由行動日

分科会討論及び野外研修／移動 フィラデルフィア

分科会討論及び野外研修／ベルアトランティックの昼食会／

分科会討論及び野外研修／ヒーローコロキアム

宗教フォーラム／（チャイナタウンディナー）

分科会討論及び野外研修／男女コロキアム／新実行委員選挙

自由行動日I新実行委員ミーティング／総括会議

自由行動日（ニューヨークツアー）｜|新実行委員ミーティング

閉会式／レセプション／フェアウェルパーティー

アメリカ側帰宅||日本側離米

日本側帰国

24日

25日

26日

27日

28日

29日

30B

31日

8月1日

2日

3日

4日

5日

6日

7日

8日

9日

10B

11日

12日

13日

14日

15日

16日

17日

18日

19日
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第40回日米学生会議参加者(分科会別）

＜科学と計会＞

＊足立 望

斉藤 尚

鈴木 康弘

八木 樹

HillaryJ.Greene

PatrickB.McEuen

*AzumiAnnTak2t月

KenUchino

京都大学（心理学）

東京大学（応用生命工学）

長崎大学（医学）

津田塾大学（国際関係）

YaleUniversity(Economics/PditicalScience)

WabashCollege(English)

StanfbrdUniversity(Sociology/EastAsianStudies)

HarvardCollege(Biology)

＜教 育＞

木下 綾

窪田美穂子

＊豊川 輝

服部 崇

*CarolL.Lee

NatalieK.Mutz

JoyceG.Wegner

KevinC・Whelton

早稲田大学（社会科学）

津田塾大学（言語学）

早稲田大学（心理学）

東京大学（アメリカ研究）

UniversityofCaliforniaatBerkeley(PhysicalEducation)

UniversityofCalifbrniaatBerkeley(AsianStudies)

UniversityofMontanaatMissoula(AnthropoIoRy/Geography)

TexasA&MUniversity(Finance)

＜言語とコミュニケーション＞

＊出口真紀子 WellesleyCollege(Economics)

三岡朋子 同志社大学（英文学）

渡辺幸一郎 東京大学（金属工学）

渡辺祐貴 筑波大学（日本語・日本文化）

MadeleineJ.Adkins UniversityofCaliforniaatBerlfley(Linguistics)

SumieOkazaki UniversityofMichigan(Psychology)

*MiryamB.Silverman Harvard/RadcliffeColleRes(Literature)

W・BrittonWatkins UniversityofSouthCarolina(AsianStudies)

＜国際関係＞

市川ひろみ

奥村茂三郎

大阪大学（国際法）

東京大学（アメリカ研究）

－12－



＊長谷川智可

原 秀樹

WendyM・Johnson

LaraL・Manzione

*TroyD.Miller

JosephT､Willemssen

卜智大学（計今学）

大阪外国語大学（英語学）

PomonaCollege(InternationalRelations)

BrownUniversity(EastAsianStudies)

TbxasA&MUniversitv(Economics)

DukeUniversity(ComparativeAreaStudies)

＜国際ビジネスと経済＞

＊岡崎 淳

豊田 牧子

町田 光弘

吉田 篤史

VeromcaR・Brakus

S1]zanneM・Kounkel

*RobertM・Sigler

JamesK.Takami

大阪大学（経済学）

慶応義塾大学（経済学）

大阪大学（経済学）

早稲田大学（経済学）

UniversityofWashington(InternationalStudies)

UniversityofColoradoatBoulder(Business)

UniversityofAlabama(Economics/PoliticalScience)

CarnegieMellonUniversity(1ndlBtdalManagement)

＜個人と社会＞

＊岡田 治

島岡 良衣

北郷美由紀

毛利陽一郎

*JonathanMarkH・Hall

RebeccaE.Payne

DavidL.Thomas

KendraK・Yoshimoto

国際基督教大学（社会学）

中央大学（法学）

津田塾大学（国際関係）

早稲田大学（政治学）

Prin"tonUniversity(Undeclared)

BatesCollege(JapaneseStudies)

UniversityofTExasatAustin(AsianStudies)

UniversityofHaMaiiatManoa(Accounting)

＜政治と社会＞

宇野 重規

岸 道信

小堀 貴子

＊本田 雅俊

DeniseE.Banner

*AlisaB.Goldberg

TracvP･Lenard

MichaelF･Walsh

東京大学（法学政治学）

東京大学（法学）

慶応義塾大学（政治学）

慶応義塾大学（政治学）

GuilfordCollege(PoliticalScience)

CaseWesternReserveUniversity(Medical

UniversityofKansas(History/Economics)

YaleUniversity(History/PoliticalScieme)

Anthropology)
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＜哲学と芸術＞

児島 芳樹

＊新田 陽子

藤原 泰子

増田 行子

ConstanceM.Chen

*GregoryH・Kalfas

J.DavidMariscotti

KimL.Milone

東京大学（物理学）

早稲田大学（社会学）

同志社大学（英文学）

青山学院大学（英米文学）

Harvard/RadcliffeColleges(History)

UniversityofMichigan(JapaneseSmdies)

McGillUniversitv(EastAsianStudies)

LoyolaUniversity(History)

＜歴史と文化＞

＊近藤 夏

渋谷 恵

塚本亜希子

山本 晃一

*BrianL，Foote

ZacharyW.Raley

LisaM.Shaver

SusanC.Shin

東京大学（社会心理学）

筑波大学（日本研究）

東京外国語大学（フランス語学）

京都大学（法学）

UniversityofNevadaatReno(An/History)

WeslevanUniversitv(Undeclared)
苧

ColoradoCollege(History)

Harvard/RadcliffeColleges(EastAsianStudies)

＜若者と時代＞

青木麻喜子

＊今田 克司

鬼頭三樹恵

服部 直lh

*ElissaM.Leif

WillamarieMoore

MorleyE.Robertson

CraigD.Sherman

卜智大学（政治学）

東京大学（社会学）

国際基督教大学（コミュニケーション）

京都大学（医学）

YaleUniversity(History)

OberlinCollege(EastAsianStudies)

HarvardCollege(VisualandEnvironmental

PrincetonUmversity(EastAsianStudies)

Studies)

〔氏名のあとは大学名（専攻)，＊は分科会コーディネイタ－＝実行委員をあらわ-夷〕
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第2部

今云 生ロ

議 報

全体プログラム

ダラ ス（7月23日～30日）

宿泊地：サザンメソジスト大学

ホームステイ

7月22日，予定通りダラスに到着した。初

めてみるアメリカは，広い空港と広いホテル

に疎らなひとかげといった感じで，ほぼ予想

通りといったところだ。さっそくホームステ

イ先の家族との対面らしい。仲間の家族が次

々と到着している。アメリカ人と最初に接す

るのが同じ年頃の若者ではないということで

僕は必要以上に緊張していた。と，そうこう

しているうちにファミリーが到着，軽く挨拶

を交わす。マムの言っていることはわかるの

だが，ダツドの言っていることがわからない。

「やっぱり本場のアメリカ人はアナウンサー

のようには喋ってくれへんわな。こら早いと

こ慣れなしやあないわ。」と思いながら何と

か話をつないでいると，ホームスティペアー

のトレイシーがやってきた。ほっと一安心。

「オイ，英語が聞き取られへん時は助けて豆」

と耳打ちして車へ乗り込み家へ向かった。

家へ到着。ママがいうには家の中のものは

勝手につかっていいらしい。テニスもできる

とのこと。何となく居心地の悪かった僕はさ

っそくトレーシーと二人でテニスに出かけた。

テニスの腕前は全く互角。遊んでいるうちに

いっぺんに仲良くなった。「こいつと一緒や

ったらどないか成るやろ。当たって砕けいや

な。帰ったら思いつきりいちびってみたろ｡」

その日の晩はバーベキューで，それを食べな

がらいきなり日本企業の批判が始まった。何

もビビることはない。日本で喋り尽くしてき

た話題だ。最初のシリアスな話題が，比較的

俗っぽかったのでしゃべりやすかった。

2日目。ダラスの市街見学。ダウンタウン

をうろついているとあちこちでほかのメンバ

ー達とその家族に出会う。みんな少し緊張気

味だ。さっそく言葉が通じないとか，何やか

や文句を言っているやつもいた。即席の兄弟

と仲良くなっていた僕はやや優越感を感じな

がら余裕の1日だった。ただ困ったことには，
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ことはでけんかつたけど，「あんまり細かい

こと言うとったらこの国ではやっていけへん

な。」というその後の4週間の生活にすごく

役にたった教訓を実感して僕のホームステイ

は終わったのだった。

（服部直也）

ダラスの観光ポイントを勉強していなかった

ので「何でこれが観光ポイントやねん。」と

いったところが何カ所かあった。

そうこうしているうちに2日目も終わり，

3日目は朝からお別れだ。ダツドにSMU(サ

ザン・メソジスト大学）まで車で送っていっ

てもらった。いつもながら彼の英語には苦労

する。何を言っているのかわからない。あん

まり聞き返すのもしやくやったので適当に勘

で喋っていると時々トレーシーが割り込んで

喋ってくる。どうやらむちやくちや的外れな

ことを言ってしまったみたい。「ま，ええか。

細かいこと気にしとったら神経もてへんもん

な。」結局夕・ツドの英語には最後まで慣れる 蝿:辞::2:‘．

開 会 式

時は満ちた。

どこまで行っても平らな大地が広がり，膚

に痛い程焼けつくような日差しのダラス。こ

の地でホームステイを終えて興奮気味の7月

25日の昼，サザンメソジスト大学の講堂に日

米80人の学生が集まった。いつもジーンズー

辺倒の学生には正装は少し窮屈だ。しかし，

それがかえってこれからの会議への心地良い

緊張となる。皆すぐに座ろうとはせず，その

辺をうろうろしている。捕まえた獲物は離さ

ず自己紹介を始めるハンター組。華を求めて

飛びまわるミツバチ組。新しい出会いの芽を

かきわけるように探しまわる。

外の暑さなどまるで伝わってこない冷んや

りとした講堂。実行委員の一人が開会式の始

まりを告げる。ジェリー・インマン氏,JA

SC.Inc.の代表。「……事実，友情と

は発展するのです。苦しい討論や交渉の中で

発展し生き残るものなのです。」国際教育振

興会理事長，板橋並治氏。今年のテーマに沿

って，日米学生会議の歴史のお話。この日米

学生会議創始者の一人らしい存在感のある話

しぶり。そしてアメリカ側実行委員長，アン

・タカタ。「私が計画してきたこの会議を利

用して自分のものにするかどうかはあなた方

次第です。相互理解の新しい方向を創ってい

きましょう。」

落ちついてはいるが少し緊張した面持ちである。

日本側実行委員長，今田克司。英語の執I
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amproudofyou."(私はあなたを誇りに

思いますよ｡)という表現を使って，「ただ一

緒の時間を過ごすだけではない。困惑や衝突

をこの体験の過程で経験し，ある程度の拘わ

りを持てないと言えない言葉です。会議の終

わりには，皆が少なくとも誰か一人に対して

､Iamproudofyou."と言うことができ

れば，この会議は成功です｡」1年前から自

分のことも後まわしにしてこの会議の準備を

してきた人達の言葉は重い。だが，この言葉

の重みが本当にわかるのは，これから25日後

一会議の終わり－なのであろう。実行委員20

人，新参加者60人。4月の初めにメンバーに

決まってから，止まることなくあらゆる栄養

をとりつづけてきた。全てこの本会議のため

に。そして今，時は満ちたのである。

（藤原泰子）

テーマディスカッション

テーマディスカッションは今回初めての試

みであり，第40回日米学生会議を特色づけて

いるものの一つである。その設置の背景には，

総合テーマが飾り物としてではなく，本会議

中も各セクション・個人の認識において充分

に反映されるためには，総合テーマについて

話し合う機会が必要だとの，日米両国実行委

員会の意図があった。「HistoricalRenec-

tions-CreatingDirectionsforMutual

Understanding築かれた日々を見つめて－

新たなる相互理解への模索」このテーマを会

議及び個人の認識に生かすべく，あるアプロ

ーチが提案され実行された。実際の約1カ月

間にわたる会議に注目して，日米計別名の学

生が集う会議を振り返ることによって相互理

解について考えようといった，テーマの縮少

実践版である。そのために，会議の始めと終

わりに同じメンバーで，小グループ°ディスカ

ッションをもつという工夫がなされた。

7月25日，開会式に続いて，日米2名ずつ

のう。レゼンテーションからテーマディスカッ

ションが始まった。会議の歴史についての説

明の他，相互理解を妨げるステレオタイプ°や

イメージに注意が喚起され，会議での個人的

接触を通じて互いにそれらを打破していこう

という提案がなされた。続いて，8つのグル

ープに分かれて40分間のディスカッションが

行われた。そこでは主に，会議に参加した動

機・会議への期待・互いの国のイメージ・会

議での目標といったことが話された。その後

各グループで話された内容を代表が発表し，

会議は本格的に始動したのであるが，その会

議中興味深い現象がみられた。相互理解とい

う言葉を使う際に，指でクォーテーションを

作るのである。(以下、現象〃と略す）本会議

中相互理解という言葉が頻繁に用いられるた

め，皆が懐疑的になりカッコ付きで使用し始

めたのである。このことは今更でもないが，

相互理解がいかに重要なものであり，それ故
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回会議には，テーマを縮少実践したテーマデ

ィスカッションがあり，そうすることによっ

て我々は会議を終えた後においても，社会人

になっても，「築かれた日々を見つめて」と

いうテーマを実践し続けるわけである。そし

て、現象〃を思い出すと同時に，相互理解を

模索し続けている自分を再確認するのであろ

う。時を変えて，場を変えて，我々第40回参

加者は，今回の総合テーマと共にあるのであ

る。

会議体という形をとる日米学生会議は，今

後より有効に機能し，それらの成果を個人・

集団間にのみならず，社会的にも還元してい

かなければならない。節目である40回におい

て新しくもたれ，様々な意味で今後の会議の

方向性が問われるであろう41回でももたれる

ことになっているテーマディスカッションは，

日米学生会議が上記の意味合いを持ち続ける

ための，一つの確実な形を提示したといえよ

う。 （北郷美由紀）

にその実現が困難であるということを，一人

一人が改めて意識した結果にすぎない。口で

言うのはたやすいが，その実現は難しい。さ

れどその重要性を実感すればするほど，口に

せずにはいられない。、現象”は参加者のこ

のような心情を象徴していたように思われる。

8月15日，同じメンバーでディスカッショ

ンが再度もたれた。今回は会議を終えるにあ

たり，個人個人が会議で得た様々なものを持

ちよってのディスカッションである。相互理

解について，テーマと会議の関連及び会議の

意義について，意見が交換された。当初個人

レベルでとらえられていた相互理解は，会議

を終えるにあたりその努力の場が日米学生会

議であったことを意識することによって，相

互理解は日米間のそれにまで高められていっ

たように思われる6テーマはそれを縮少した

形で実践されたのである。

一夏の会議を終えた参加者は今後幾度も会

議を振り返るであろう。5年後,10年後,20

年後……。我々第40回参加者の振り返る第40

アメリカナイト

シードに蝶ネクタイの男役。これがまたビシ

ッと決まっていてかわいい。

最初はコメディで始まった。舞台は「テキ

サスの大学に入るための塾」という設定だっ

た。Denise先生の発音指導に沿って皆で一

斉に、Howdy,y'all"とやったり，会場は

もう笑いの渦。中でも日本の女子高生役の，

Sumiちゃんのセーラー服姿はとてもかわい

らしかった。Troy,Craig,Brian,Greg

のアカペラに聞きほれた後はJoeとWendy

がパントマイムを使って典型的アメリカ人の

デート風景を見せてくれた。さすがにカリフ

ダラスに到着後，各ホスト・ファミリーに

ひきとられていった日米双方の参加者達が，

ゴージャスなSMU(サザン・メソジスト大

学）に集結した翌日，会議直前に集まり，わず

か5回の練習しかしていないというアメリカ側

参加者達は,最後の追いこみのため早々と会場

へと向かって行った。

7時30分に始まる予定であったが,8時に

なっても始まらず，見物に来ておられたホス

トファミリーの方々も我々も，少しいらいら

しだしたころ，ようやく「アメリカナイト」

が始まった。司会のKimのいでたちはタキ
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えだったのだ。この話を後日ある参加者から

聞いた時，私はアメリカ側参加者達の問題意

識の高さに恐れ入ってしまった。

8時すぎに始まったアメリカナイトも今や

大詰めをむかえ，フィナーレを飾るのは、性

転換〃したシューフ°リームズとテンプテーシ

ョンズ。Modeleineの男役もさるものだった

が,Ken,DavidT.,DavidM.,Craig,

のドレス姿は，何か恐ろしささえも漂わせて

いた。

泣いて笑って大騒ぎした2時間も，最後は

出演者全員が舞台の上で一人ずつ自己紹介を

しながら，去年と同じように、……anIII'm

atypicalAmerican.〃と結んでその幕を閉

じた。プログラム終了後，会場ではCokeと

Pj"2がふるまわれたが，彼らの芸達者ぶり

にふるい起こされ，対抗意識にみなぎった日

本側参加者達がPizzaを食べるのもほどほど

に，翌日のジャパンナイトの練習のために次

々と会場を後にしたのは言うまでもなかった。

（原 秀樹）

オルニアガールのWemy,なかなかサーファ

ー姿が似合っている。その後もJuggling(い

わゆるお手玉）などの数々の芸が披露されて

いったが，我々見ている方はその達者ぶりに

ただただ感心するばかりで，なかでも今年も

出たTroyのドナルドダックには一同唖然・

一体あの声はどこから出しているのだろう。

次はMichael,Zak,Joyce,Davidらに

よるタイムリーな選挙戦のパロディーだ。

Michaelのブッシュ,Davidのカーターに一

同笑いころげていたが，実は後で聞いた話だ

が，このコメディーにもあるメッセージが隠

されていたのだった。というのもJoyce粉す

るフェラーロ女史が選挙戦脱落を涙ながらに

打ち明けるシーンで，その場に同席していた

他の立候補者達ももらい泣きしていたのは，

やはり女は弱すぎて，涙は禁物の政治の世界

では生きてゆけないという批判への、男でも

泣くときは泣くんだ。そして政治の世界もそ

ういう人間的なものであるべきだ〃という訴
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平和と安全保障フォーラム

平和と安全保障フォーラムは7月27日，一

行の滞在先であるサザン・メソジスト大学に

於て行なわれた。

午前中のセッションでは，純粋に平和の貴

さを考えようということで，戦争の恐ろしさ，

特に原子爆弾に焦点を当てた企画が中心とな

っていた。日本側のタスクフォースと呼ばれ

る準備担当者2人により平和運動の現状と，

原子爆弾が落とされるに至ったいきさつにつ

いてそれぞれ発表が行なわれ，それから原爆

のおそろしさを伝えるフィルムを皆で観た後，

午前中のセッションの目玉の企画がやってき

た。長崎からお招きした被爆者の方の講演で

ある。

この企画は，前39回会議の間から考えられ

ていたもので，日米のタスクフォースの尽力

の結果，長崎国際文化会館の次長でいらっし

ゃる内田伯氏を，ここダラスに招くことが実

現したのである。

…灘灘撫職:織

講演は長崎からお招きした通訳の御厨（み

くりや）氏を介して行われた。

内田氏は，被爆者として自分の体験を語る

ことはもちろん，原爆について知識があまり

ないと思われるアメリカ人学生にもわかるよ

うに，長崎に原爆が落とされるに至ったいき

さつまで含めた客観的なお話しをして下さっ

た。長崎が当初の攻撃目標でなかったことを

強調され，そこから,｢何故自分達が」という

無念さが強く感じられた。氏の話して下さっ

た原爆の人体に対する効果の描写は，アメリ

カ人学生のみならず，日本人学生にも大きな

驚きとなったようだった。

謀ぅ日､ｼｼ記シシEﾛｼﾛ錘…

猛
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「被爆者の使命は，原爆の恐ろしさを世界

に，後世に伝え，人間の愚かさを忘れさせな

いようにすること」という氏の最後の言葉に

は大きな重みと決意とが感じられた。

その後，質疑応答が行なわれた。

質疑は，特にアメリカ人学生から，核のな

い世界を実現するための方法について聞くも

のあり，原発問題を持ち出すものあり，と，

内田氏が被爆者としての立場以上のところで

答えなければならなくなるものが続出した鰄

氏はそれらにも懸命に答えておられた。だが，

被爆の事実そのものよりも，それ以外のより

テクニカルともいえる事柄に質問が集中した，

つまり内田氏でなければできないような分野

以外の話題への参加者の関心が大きかったの

はタスクフォースとしては残念だった。

しかし，それ以外で，被爆者の中に，遺伝

を心配するあまり，世を遁れるように結婚も

せず生活した人の多かった話など，私たち

にも初めて触れるような話もして下さった。

その後，参加者は小グループ°に分かれて討

論を行なった。そこでは，どのグループにお

いても，それぞれ意見，また互いに聞いてみ

たいことなど持っていたらしく，原爆の話か

ら軍縮の話まで，非常に活発に議論が行なわ

れていた。

タスクフォースとして準備した者としては

この午前中のセッションについては，見通し

が甘かった，と反省せざるを得なかつたもの

のように思う。「平和」と「安全保障」は時

間的に分けた方が参加者が自己の平和観を再

認識する機会が持てるし，また問題に取り組

みやすくなるだろう，と考えて2つに分けた

セッションだが，平和，そして安全保障の問

題はそのような安易な2分法を許さなかった，

というところか。

ただ，内田氏は私たちがお招きしたのがき

っかけで，しばらくアメリカに滞在し，講演

の機会が得られたこと，数人のアメリカ人参

加者が，「核兵器の効力について少し勉強し

てみたい」と話していたことなど考えると，

今回は核兵器の恐ろしさをより多くの人々に

知ってもらういい機会になったと思う。

（毛利陽一郎）

午前中のセッションが，どちらかというと

「平和」にウェイトを置き，平和について個

人レヴェルで考える，いわば，理念的なもの

であったのに対して，午後からは，世界の政

治・経済等の現実を踏まえて，日米の安全保

障のあるべき姿に焦点を当てるものであった。

まず，アメリカ側参加者から，「世論と政

治家の結びつきとは？」「理想を持つことな

しに一体何ができるのか？」などといった質

問を提示する形でのプレゼンテーションが行

なわれた。続いて元米海軍提督のホルコム氏

の講演があった。氏は，提督として戦略の立

案などに携ったキャリアをもとに，極東の軍

事情勢について講演をなさった。氏は，日本

は憲法上自衛力を持つことが許されている，

と述べた上で，ソビエトについて，その戦略

に於ける日本の位置，極東に基地を持つこと

の利点，あるいは，ソビエト軍の実際の配備

状況などを具体的数字をあげつつ説明された。

議驚
諺 韓一
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り専門的な問題を討論するのは非常に困難な

ことではあったが，未熟ながらも，私たちな

りに，建前でなく，本音を率直にかつ真剣に

交わす機会を持てたという点で，大変貴重な

経験だったと思う。

戦争をなくすことは，あるいは不可能なの

かも知れない。また，現在の世界の情勢から

すると，軍備は，積極的に肯定はされないに

しても，少なくとも必要悪であるという意見

も，十分説得力がある。

しかし，それでも私たちは，なお，平和，

軍縮の可能性に向けて努力しなければならな

い。なぜなら，いかなる状況にあっても，希

望を失わず，努力することこそ，最も崇高な

使命であると思われるからである。

最後に，この企画の担当者ロバート・シグ

ラーと岡崎淳，そして貴重な時間をさいて私

たちに講演をして下さった内田氏，ホルコム

氏に感謝の意を表して，筆を置くこととする。

（山本晃一）

また，在日米軍が果たしている役割や，日米

の協力関係，日本の防衛のあるべき姿などに

ついて話をなさった。講演後，質疑応答に

移り，学生からは，日本の防衛努力の評価に

ついて，ソ連の日本侵略の可能性について，

などの質問があった。キャリアに裏づけられ

た氏の分析には重みがあり，また，氏は私た

ちの質問に対して一つ一つ丁寧に答えて下さ

った。氏の意見は，アメリカ人学生といえど

も，ただちに賛同を得るものであったとは言

い難かったが，私たちに考えるべき多くの材

料を提供してくれた，大変有意義な講演であ

った。

続いて，小グループに分かれてのディスカ

ッションとなった。各グループでは様々な議

論が活発に交わされた。日本の，より一層の

防衛努力を求めるアメリカ人学生に対し，日

本人学生が，日本の防衛力増大がアジア諸国

に与える脅威や，非核三原則などを根拠に，

反論をする場面も見られた。

私たち学生が，国家の安全保障というかな

ジャパンナイト

まず初めは，日本古来の神楽の1つである

さんばそう（三番曹）を踊った。舞台に上っ

た20人は，大太鼓や笛や謡に合わせて，激し

みんなが集まって3日目の夜がジャパンナ

イトだった。日本側の学生からアメリカ側の

学生たちへの感謝と友好の意を示すイベント

である。ホールに集まったアメリカ側の学生

を前にして，舞台に上って様々なパフォーマ

ンスを繰り広げた。それはちょっぴり日本的

で，これらの出し物を通じて，僕らのことを

知ってもらおうというものであった。

タカコ（小堀）の司会で始まった。「は－

い，みなさん。ジャパンナイトへようこそ。

今晩はぞんぶんに私たちのショーを楽しんで

いってください。」
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くそして元気に踊り狂った（謡や太鼓の音と

かはテープに吹き込んだのを使ったんだけど)。

カッッン（今田）やヨウイチロウ（毛利）は，

羽織袴を着て，左手には扇を，右手には鈴木

を持って，その踊る姿は，あたかも幻想の世

界から抜け出た神々に付添う小僧のごとくで

あった。

次にコウイチロウ（渡辺）が空手の型を見

せてくれた。彼の繰り出す手や足の動きや大

きなかけ声（「えぃや，と↓､や」）は，みん

なを魅了した。その後で，ヨシエ（島岡）と

ナオヤ（服部）が少林寺拳法の実演をした。

「少林寺拳法は，単に肉体の修練ではなく，

精神の鍛練である」などと言わんばかりに，

緊張の液る姿であった。

日本の童謡の紹介もした。ふえで「荒城の

月」を吹いて，「夕焼け小焼け」や「しょう

じょ寺」をみんなで合唱した。何度も予行練

習をしたにもかかわらず，「夕焼け小焼け」

を「赤とんぼ」のメロディーで間違って歌い

始めてしまい，愛嬉を振りまいた。ヒサシ(斉

藤）が「そうらん節」を歌った。彼はみよう

に浴衣と手拭が似合う。

関西のみんなが中心となって，英語で「吉

本新喜劇」を演じた。関西のギャグがアメリ

カでどれほど通じるか不安ではあったが，実

際には，場内は割れんばかりの爆笑の渦に包

まれた。

今日の日本の状況をもっとも的確に表すも

のは「カラオケ」である。当然，僕らはカラ

オケをした。アツシ（吉田)，シゲ（奥村)，

ハッティ（服部）は少年隊の「バラードのよ

うに眠れ」に挑戦した。彼らの見せる本物の

少年隊に勝るとも劣らない歌と踊りは，会場

全体から大きな拍手喝釆を浴びせられた。女

性陣の自分たちで振付けした光GENJIの

「パラダイス銀河」も華やかであった。

それから，浴衣美人コンテストのことを書

かねばなるまい。選ばれた男性たちが浴衣を

着て化粧をして舞台に上った。男装したミユ

キ（北郷）がインタビューした。「好みの男

性のタイプ°は？」「美容のために何をしてま

すか？」はっきり言って異様な雰囲気であっ

た。アメリカ側の学生たちに投票してもらっ

た結果，カッッン（今田）が圧倒的な強さを

見せて優勝した。

そして，いよいよ最後が近づいてきた。そ

こで僕らは盆踊りを踊った。初めは席に座っ

ていたアメリカ側の学生たちも，東京音頭の

音楽に合わせて，一人また一人と立ち上がり

日本側の踊りの輪の中へ加わり，最後には，

日米一体となって全員で踊った。

こうして，僕たちみんなはお互いの友好を

深めることとなったのである。ジャパンナイ

トは楽しく幕を閉じた。

（服部 崇）
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農 場 見 学

「ハイ’ハイ，ランチ・ツアーですよ－｡」

ランチ・ツアーって言うんだから，きっと皆

んなでどっかに一緒にお昼ご､はんを食べに行

くのだろうと，いかにも女子大生らしく思っ

てました。でも書いてあるのを見れば，ラン

チのうはlunchのうとは大違い。Raでした。

耳を凝らして聴いても解らなかったんだけど

･･･…。お昼こ､はんのツアーでないとすると何

のツアーかなって，辞書を引くと頻出単語マ

ークがついていて，大農場っていう意味だっ

て。そう言えば，ず一つと前に観た西部劇で

クリント・イーストウッドか誰かがな－んに

もない，ただプッシュが僅かばかり生えてる

だけのような平原を幾日も馬の上で過して，

やっと辿りついたところで見上げるのが，○

xRANCHって書いてあるアーチ形の農場の

入口があったでしよ。

さて，ダラスの郊外の方には，まだまだ，

freeland,つまり1988年の今も，誰の所有

権にも属さない土地で，その土地に10年以上

住めば自分のものになると言うアメリカ大陸

の一部が残っているって知ってましたか。

､free"land……！気分は今だに開拓時代

だね－。とある種の感動の気持を抱きながら

Ranch行きのバスの窓にひつついて外を眺

めていると，ああっ「映画の場面に出てきた

ようなアーチ形の門！」が見えました。

着いたranchは，だけど，大変現代的に経

営されてるようでした。大資本が競走馬を育

成しているそうで，立派なオフィス付きの馬

舎には，イーストウッドのまみれていた挨く

さい雰囲気を捜し出すことは出来ません。ダ

ラスは暑くて，乾燥しているので，植物は育

ちにくいのだけれど，ダラスに住む人たちは

かなり多額の費用をかけて水を撒き，樹を植

え，緑を造り上げているんですよと，何人か

のダラスッ子に教えてもらいました。

小綺麗に整備された馬舎の片隅に，四角い

ファンの取りつけられた，四角く囲い込まれ

たところに，伊勢神宮か上賀茂神社に御丁寧

に縛りつけられている「神馬」のような感じ

のする白い馬がいました。怪我をして気が荒

くなってしまったという、その雌馬の，壁を

強く蹴る音が，馬が好きな私のはしゃいでい

た胸の中に痛く響きました。

外へ出ると，広い牧場はどこまでが柵で囲

まれているのかわからない程にのんびりと草

原が広がっています。ぼ一つと，足の早い大

阪人にもまれながら阪急の梅田駅の辺りを，

そう長くもない脚で，しゃか，しゃか急いで

歩いている自分の姿が頭の中に浮んできまし

た。蝋ところ変われば，品変わる"･人の気

持ちも変わるよね。ダラスで会った人たちは，

住んでるところが，ひたすらopenだからか，

心もやっぱり，ちょっとゆったりサイズだっ

たなあって感じたのは私だけじゃなかったで

しょうね，きっと。 （市川ひろみ）

7月28日，農場見学の後，そこからバスで

｢サークル。R・ランチ｣に向かいました。
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到着して私達に手渡されたのは，テキサス州

の旗の上に「日米学生会議」とう。リントされ

たスカーフでした。皆，思い思いに頭や首に

巻いたりして，早速，大空の下での遊びに励

みました。まず，一番人気のあったのは乗馬

でした。6人ずつのグループ°でランチを一周

するため，他の人々は，バレーボール，プー

ル，ヘイ・ライドのどれかに別れました。ヘ

イとは干し草のことで，ヘイ・ライドは，四

角に固まっているヘイがいくつも乗ったトラ

クターの荷台に乗り込み，そのヘイに腰掛け

ガタガタとランチを一周するという何の変哲

もない遊びなのですが，童心に帰ったように，

皆とてもはしゃいでいました。トラクターは

そのだだっ広い芝生の上だけでなく，砂利道

のような小道や丘の上を走り抜けるので，荷

台から落ちそうになっては，きゃあきやあ騒

いでいました。しばらくすると，食事が用意

できたということで，広くて屋根の高い丸太

小屋に入って，バーベキュー風の食事をいた

だきました。勉強の後の疲れとは違い，遊び

の後の疲れは却って食卓を活気付けていたよ

うでした。食事が終ると，乗馬の順番待ちだ

った人々は，やっと順番が回ってきて，日が

暮れる前にのんびりとした乗馬ができました。

食後のメイン・イベントは，スクェアー・

ダンシングで，日本であるとすれば，キャン

プ・ファイアーの周りでするフォーク・ダン

スといった所です。これは，もっとスピーデ

ィーで，8人グループや全員で列になってや

ったりするので，慣れるまではぎこちないで

すが，覚えてしまうと結構楽しいものでした。

不思議とアメリカの学生達は身についている

ように，ほとんどの人が振りを知っていたの

には感心しました。アメリカ学生の「ノリ」

には，ノリの良さには自負している私でさえ，

全く脱帽してしまいます。帰りのバスで熟睡

していたのは，私だけではないはずです。

（木下 綾）
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アトランタ（7月30日～8月4日）

宿泊地：ジョージアエ科大学

…
＄ 蕊毒’

.＝_‐‐,､苗-輪-込鍔

ふるさとコロキアム

人が生まれたか，或いは幼年時代を過ごした

町のことである。したがって，兎も小鮒もい

ない都会であっても一向に構わない。それど

ころか，日本語の、ふるさと〃とは何である

かということさえ，当コロキアムでは全く省

みられることがなかったことを付記したい。

コロキアム前半は，日米各4カ所の土地の

スライドによる紹介であった。まず，米側は

KendraYoshimotoがハワイ,Michael

WalshとSuzanneKom腱lの2人がコロラ

ド州ボールダー,KimMiloneがニューオー

リンズ,MadeleineAdkinsがサンフランシ

スコを紹介した。次に日本側は，岸道信・鬼

頭三樹恵・服部崇・八木樹の四人が東京，藤

原泰子と市川ひろみが京都，鈴木康弘が長崎，

渋谷惠が山形を紹介した。

KendraYoshimotoの発表は，ハヮイア

ふるさとコロキアムは，7月30日午後，ア

トランタ郊外のジョージアエ科大学に於いて

行われた。

今回の会議で，蛾コロキアム〃と称する

企画はこの「ふるさと」の他，「男女」，

「ヒーロー」の三つがあった。蛾コロキアム〃

の特色は，身近な話題を通して各参加者の個

人的な体験・意見を交換することにある。日

米の学生80人が一堂に会しながら，正装が要

求されない（講演者を招かない）点も,愈分科

会〃や、フォーラム〃とは性格を異にしてい

る。概して蝋コロキアム〃は最も打ち解けた

雰囲気の中で行われ，等身大の日米相互理解

に役立ったようである。また，これらの個人

レベルの理解を通じ，両国の文化・社会とい

ったレベルの理解も大いに深められた。

蛇足ながら，コロキアム当日は午前5時起

床で空路ダラスから当地へ到着したばかりで

あった。参加者の疲労を考えると，こうした

日にコロキアムを企画したことは実に適切で

あったように思われる。

次に，当コロキアムの主題である、ふるさ

と〃について一言触れておこう。日本語かふ

るさと〃は英語に訳しにくい言葉の一つとし

て有名であるが，当コロキアムでいう、ふる

さと”とは英語のhometownに他ならない。

譲識

－26－



被爆者を平和と安全保障フォーラムに招いた

せいか，長崎の発表に対して米側は興味をも

ったようである。山形の紹介では芭蕉の俳句

の英訳をめぐり論議に花が咲いた。

コロキアム後半では，参加者全員が日米の

地図上に自分のふるさとを示す小旗をたて，

ひとりひとり簡単にふるさとを紹介していっ

た。地図が小旗で埋め尽くされて，ふるさと

コロキアムは幕を閉じた。 （奥村茂三郎）

ン音楽で始まり，彼女自身のナレーションも

既にテープに吹き込まれた手の込んだもので

あった。また，ボールダーの2人は発表後名

産のミント・ティーを全員に配布した。米側

の五感に訴える発表には学ぶところが多かっ

た。

日本側では東京の山谷地区の紹介が主とし

て東京居住者の関心を惹いた。また，前回の

会議で長崎を訪問し，今回も長崎から原爆の

ホストファミリーとの夜

アトランタに着いて2日目の夜，私達参加者は2人づつペアーになってアトランタの家

庭に招待された。家でディナーを共にしたり，レストランで食事をごちそうしてもらった

りと，もてなし方はその家庭によって様々であった。

私はアトランタで一番高いタワーの最上階にあるレストランに連れていってもらった。

ホストは弁護士をしているJoeSullivanという紳士で，うまくない私の英語を辛抱強

くきいてくださり，日米文化の違いや政治についてとても興味深い話をすることができた

と思う。食事の後は，アトランタの町のドライブして，あちこち案内していただいた。

たった一晩のことだが全く見知ら

人権フォーラム

世界人権宣言が国連で採択されてから，今

年で40年が経過したことになる。その間，法

の整備，各地における人権運動の高まりによ

り，世界の人権をとりまく環境は，すぐなか

らず前進したといえよう。とはいえ，すべて

の人が人権を享受する状況とはほど遠い，と

いうことも事実である。

以上のようなことを考えたとき，私たちが

今年，アメリカにおける公民権運動の拠点で

あったアトランタ，そしてその中心的指導者
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きない差別や偏見の意識と，どう対時してい

くかが問われたように思う。

以上のような問題意識のもとに，部落，在

日朝鮮人と人権，プライバシー権，外国人労

働者と人権，法の下の平等一定数是正問題を

通して－，男女差別などの問題が各発表者よ

り提示された。

部落に関わる問題については，その歴史的

背景，現在の状況が説明されたあと，発表者

自身がどう思っていたか，また，これからど

のように考えていったらよいのか，が述べら

れた。単に知識を与えるための発表ではなく，

私達一人ひとりの心に訴えかける内容であっ

た。アメリカ側の学生からは，人種，宗教，

性別などによる差別ではないこのような差別

がどこから生じたのか，なぜなくならないの

か，などの質問が多かったようである。在日

朝鮮人と人権問題については，発表者自身の

高校時の体験を通して，偏見がどのように広

がっていくかが語られた。差別の構造を歴史

的，社会的に探ろうとする試みもなされた。

外国人労働者の受け入れの問題を通して，日

であったキング牧師の記念センターにおいて

人権フォーラムを開催できたことは，非常に

意味深いものであったと思う。

フォーラムは，

①日本側からの問題提起

②アメリカ側からの問題提起

③ 講演(NAACP代表）

④ グループ・ディスカッション

⑤M・L・キングセンター見学

によって構成された充実した内容をもってお

り，私たちは，様々な観点から人権について

考えることができた。

午前中は，日本側人権フォーラム担当者に

より，日本における人権状況についての幾つ

かの問題点が指摘された。始めに基調演説が

なされ，人権の理念を知ること，そのうえで

なおも存在する差別を知り，その歴史的，社

会的，文化的背景から差別の本質をえぐりだ

すこと，更に一人の人間として，自らの問題

として考えていくことの必要性を訴えた。き

れいごとを言うのは簡単である。しかし，自

分の心のなかにも巣くっていることを否定で
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本と第三世界との関係，単一民族国家と多民

族複合社会，発展途上国の文化・人々に対す

る私達の蔑視意識が問われたことも印象に残

っている。差別と偏見に関わる日本の状況を

考え，改めて問題の根の深さを感じた。一方，

差別だけが人権侵害ではない，人権はいろい

ろな形で侵されているのだという観点より，

プライバシー権，議員定数の問題が提起され

た。

この後，アメリカ側の発表を前に休憩時間

が持たれたが，あちこちに輪が広がり，白熱

した質疑応答，議論が行われているようであ

った。私も，日本の現状について聞かれたが，

知らないことも多く，自分の意識の低さを改

めて感じた。まず,｢知ること」から始めなけ

ればならないという思いを強くした。

人権が本当に守られるためには，まず私達

一人一人が，人間の尊厳，自他の自由と平等

についての確固たる認識を持ち，学習しあっ

て，身近なところから実行していくことが求

められよう。本フォーラムが，そのひとつの

ステップ°として意義あるものであったことを

うれしく思う。 （渋谷 恵）

の出身の白人学生によって，人種問題をめぐ

る困難な状況や人種的偏見に陥ってしまいが

ちな現実が自分の体験から話されたり，人種

問題解決に向けてのいくつかの可能性が論じ

られたりした。それをうけて，黒人として唯

三人の参加者の学生から，人種問題について

の思いや自分の差別されてきた体験が語られ

たが，終わりになって感情が一気にこみあげ

てきたのか彼女は泣きくずれてしまった。す

かさず，仲間達が彼女のもとに駆け寄り，や

さしく慰めいたわる光景があった。それは，

美しく，強きものであった。

また，全米有色人種発展協会(NAACP)

からシンホースター氏をお招きして，人種問

題の改善運動に実際に取り組む人の立場から，

お話をしていただいた。

その後，キング師の遺品が展示されたキン

グ・センター内を見学し，彼の生家や墓地，

ゆかりの深い教会などを訪れた。

そして締めくくりに，小グループに分かれ

て，卒直に意見を交換する活発なディスカッ

ションがおこなわれた。人権フォーラムはこ

れにおいて，終了した。

我々日本人には，人権問題をあまり身近に

考える機会は少ないが，人権フォーラムは，

準備期間から，そのような我々の態度を反省

することから始まった。そして，人権の問題

米側からもアメリカの人権問題をめぐるい

くつかのテーマについて発表が行われた。公

民権運動について，家なき人々の問題につい

て，同性愛者に対する偏見について，などア

メリカ社会の実情を反映する問題が取り上げ

られた。また，ユダヤ系の学生が反ユダヤ的

感情について，アジア系アメリカ人がアジア

系問題について，インディアンと結婚した娘

さんを持つ学生がアメリカインディアン問題

について発表するというように，当事者意識

が鋭く感じられたのも印象的であった。最後

には，人種問題が深刻であるといわれる南部
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のである。

核兵器の脅威，環境問題と貧困の問題，そ

して社会的差別抑圧の問題は，すべて人権に

対する深刻な脅威である。この，地球的な問

題に対して必要であるのは，国境をこえた市

民の協力による，下からの地球的人権の確立

であるという。

人間が人間らしく生きること－これは，あ

まりに当たり前なことだが，これ程大切で，

そしてこれ程実現が難しいことはない。

◇ ◇ ◇

「人々はそれぞれ違うのだ，それでいてそ

れぞれ尊厳をもつのだ，という単純な命題｡」

「人間的な苦闘に対して共感を抱き，あた

たかい思いやりを寄せることが大事である｡」

地域研究の基本として，ある人が述べたも

のである。加えて我々は，次の点をしっかり

肝に銘じなければなるまい。

「戦争は人の心の中で生まれるものである

から，人の心の中に平和のとりでを築かなけ

ればならない｡」（ユネスコ憲章′45）

（児島芳樹）

を自分達の問題として捕えようとすることｶﾈ

常に考え取り組むべきテーマとなった。キン

グ師が公民権運動を闘ったアトランタの地の

キング・センターにおいてなされた人権フォ

ーラムは，アメリカが戦ってきた，そして今

も戦っている人権問題というものの重みを，

我々の胸に強烈に刻印するものとなったよう

に思う。私は，アメリカを安易に崇拝するよ

うな人間ではないが，次の二点において最大

級に尊敬し感服する。第1に，異質なものに

対して寛容で開かれていること，あるいは，

少なくとも寛容であろうと努めてきた点であ

り，第2に，人権の実現という高き理想を掲

げ，それに向って近づいていこうとする姿勢

である。それは，偉大な伝統である。

坂本義和氏によれば，国連の議論の軸は，

平和から開発へ，そして現代，人権へと移っ

てきたという。何のための平和か，誰のため

の経済開発かということが問われてくると，

人権の実現が究極の目標として前提されてい

ることがわかる。つまり，平和や開発といっ

た価値は，人間が人間らしく生きる権利の実

現の為の必要条件として位置づけられている

JLC(ジャパニーズ・ランゲージ・サークル）

州，ジョージアエ科大学のドミトリーホールb

外の凄まじいスコールにも拘らず，内では80

人もの学生が集まって大騒ぎをしている。そ

う，ここはJLC(ジャパニーズ・ランゲー

ジ・サークル）の会場なのである。日本側の

学生が，アメリカ側に日本の文化体験をして

もらうため，用意した。

ぐるつと会場を見渡してみる。隅の方で浴

衣や袴を着て走り回っている一団がいる。そ

の手前では，慣れない手つきで習字に取り組

8月1日，午後8時頃。場所はアトランタ
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んでいる微笑ましい姿がある。どうやらアル

ファベットで書く自分の名前に漢字をあてて

練習しているらしい。指導にあたっているの

は，かなりの高殿者の様だ。おやつ，中央で

取っ組み合いが始まった。先程迄，空手の基

本練習をしていたはずだが，早速実践に移っ

たのであろうか。近くで，日本茶をすすって

いたアメリカ人も，折り紙を丁寧に教えてい

た日本人も，一瞬のうちに観戦に加わった。

もう，会場中やんややんやの大騒ぎである。

しかし，どんな時でも冷静な人間はいるもの

だ。周りの騒ぎを外に，真剣に討論を交して

いる一群がある。話題の中心は「言語につい

て」。日本語のていねい語の使い分け方から

始まって，その背景となる文化論にまで発展

アトランタ ･ベルサウスの昼食会

8月3日，アトランタで私達日米学生会議参加者は，ベルサウスの昼食会に招待された。

外の暑さが信じられない程の涼しい室内で，次々に運ばれてくる料理に舌つづみをうち，
おしゃべりを楽しんだ。

食事もほぼ終わり最後のコーヒーを

飲むころ，アトランタ市代表のマイケ

ル・ローマックス氏のスピーチが始ま

った。彼自身の人種差別を受けた経験

をもとに，人種差別がどんなにひどい

ことであるか，差別はなくさなければ

ならないということを，ゆっくり，淡

々と彼が語っていくうちに，会場内は

しんと静まりかえっていった。そして

彼のスピーチが終わると拍手の渦。皆

立ち上がり，ある人々は涙をうかべて

拍手をし続けた。

知識としてしか人種差別をしらなか

った私にとって，彼のスピーチは実に

多くのことを教えてくれるものであっ

たと思う。

昼食会の後，握手を求める私達に優

しい笑顔で応じていた彼の姿がとても

印象的だった。 （鬼頭三樹恵）
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張も，ここに来て一気にほぐれたようだ。

JLCで盛り上がりすぎて，その後予定さ

れていたALC(アメリカン・ランゲージ．

サークル）が延期になってしまったのは，失

敗であったが，とにもかくにも，今回のJL

している。

それにしても，もう10時をとっくに回って

いるのに，誰も気にしていない。コマやけん

玉，折り紙,VTR,絵葉書，浴衣，皆自分

の気に入ったところから離れようとしない。

あちらこちらから聞こえる話し声やドタバタ

音の合間を，賑やかな笑い声が走り抜ける。

会場は実に楽しい雰囲気で満たされている。

今迄，何となく残っていた日米の学生間の緊

Cは大成功であった。

(島岡良衣）
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キャンプ（8月4日～8月6日）

宿泊地：ノースカロライナ州ブロー

イングロックキャンフ｡場

キャンプ

Weneedfood1

Weneedfbod! の大合唱。

とは言っても，アフリカ難民救済キャンペー

ンではない。アトランタのジョージアエ科大

学を出て，ノース・カロライナのキャンプ場

に向かう2台目のバスの中での話。

運転手が土地に不慣れなのか，道路標示が

不親切なのか,Uターンしたり，道をきいた

りで，気がついた時には先に出発したバスが

見えなくなっていた。1時。2時。お昼の時

間はとうにすぎたのに，お弁当をつんだ前の

バスに追いつけない。朝から何時間もバスに

のりつづけでお腹のすいた私達は（朝食を食

べ損ねた人も多かったから）かなり不機嫌に

なっていた。そこで突如わきおこったのが，

Weneedfbod!だったのだ。

もちろん，叫んだところでおなかがくちく

なるわけではないが、

「じゃ，これ最後の食糧ね。1人リ6個ずつ

取って。」

なんて言って，小さなクッキーの袋を回し

てくれる人がいたりして，みんなで笑いころ

げるとずいぶん気は軽くなった。1食や2食

ぬいたところで死ぬわけでなし，まったく大
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ツアーの川への往復。キャンプ場を出てワシ

ントンDCにつくまで。合計すると20時間位

になるだろう。日本列島を継断する位の距離

を走ったかもしれない。これだけの大移動を

げさで，陽気で，いかにも、アメリカらしい〃

ストレス解消法だ。Weneedfoodを冗談

にできる裏には,豊富な食べ物と，その食べ物

を手に入れられると信じる余裕がある。わずか

40年前の日本で，いや現在でも食糧事情の逼迫

した場所で，同じ冗談が通じるだろうかと，ち

らっと考えたりした。

キャンプ場ですごした8月4日から6日にか

けての3日間は，バスの座席と水のイメージと

共に思い出すことができる。

実際，バスにはうんざりするほど長時間乗

った。キャンプ場に来るまで。オプショナル
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バスでやる感覚はすごいと思う。

キャンプ場の記憶が水に結びついているの

は，地形と地形から来る気候のせいだろう。

上から照りつける太陽と乾いた空気のダラス

･アトランタで10日間をすごした後では，湿

気と涼風が夏の信州を思い起こさせて，心地

良かつた。

来る途中に，バスの窓を洗うように降った

雨｡(小気味のいいくらい豪快に降った｡）

夕食用のソーセージやハンバーグを焼く横

で静かにふり出した雨。（だんだん薄暗くな

る屋外の屋根の下で，かすかな雨の音が，み

んなで歌ったキャンプ°ソングの合間にきこえ

た。）

屋内プールにこもった生温かい水蒸気｡(雨

のため，計画していたバレーボール大会はお

流れ。1日にできなかったALC(アメリカ

ン・ランゲージ・サークル）として，う。一ル

横の広間で，ダンスを教わったり，ゲームに

興じたりした｡）

山の中で水圧が低いために，ひねってもひ

ねっても全然水の出てこなかったりする蛇口。

（シャワーはともかく，トイレの水が流せな

いのは参った｡）

川下りの際にあがった水しぶき。（1人乗

り又は4人乗りのゴムボートで川を下った。

浅瀬にのりあげたり，オールを流したり，水

をかけあったり大さわぎだった｡）そして，

キャンプファイアーを囲んで話しこんでいる

うちにいつの間にか周りの草の上に落ちてい

た夜露。．..……

朝，顔を洗う時に’「ひょっとすると，この

水は，あの時の夜露かもしれないな｡」とふと

思ったりすることがある○

水はどこにあろうとH20であって，地球上

をいろんな形でめぐっているのだとしたら，ど

んな人間でも60％は水分なのだとしたら，－

ぼくらは確実につながっている。

－もしかしたら’今日’ぼくが顔を洗った水

が,何年か後にアメリカの雨になるかもしれな

い。 － （増田行子）
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ワシントンDC(8月6日～8月11B)

．寺

瀞．

宿泊地：ジョージタウン大学

民主主義フォーラム

あり，成功例として，米国における女性解放

連動を挙げた。大きな政府，小さな政府につ

いての山本晃一の質問に対し，過去において

は貧困層の政治的圧力が小さかったため，富

める者の論理でのみ経済が運営されてきたが，

次の世代においては市民の政治参加を強めた

上で政府の支出を増やすべきだと述べた。

JosephWillemssenは，再分配に軍事支

出分を当てるのはソ連の外圧もあり現実性が

ないのではと質問した。氏は現在のペレスト

ロイカを信じているし，米国においても冷戦

の終結と社会の再構築といった考えが必要で

あると述べた。また，冷戦や，朝鮮・ベトナ

ム戦争における勝者は西独と日本であるとし

米国はもっと再構築を目ざし，オゾン層など

より地球的規模のものに目を向けるべきだ

と述べた。斉藤尚は米国が利己的になり，日

本にのみ軍事支出を望むのでは，と質問する

と，氏は日本の政府に外圧に屈しない事を望

むし，日本が軍備を強化すれば，アジア人の

反感をあおり，ソ連に対し脅威になるばかり

だと述べた。最後に氏は，米国民として原爆

の事を申し訳なく思っているので，日本人も

中国，韓国などに対し，そのような気持ちを

持って，過去の歴史を乗り越えることを望む

と述べた。

民主主義フォーラムは，8月7日，上空を

飛行機が頻繁に飛び交う，ワシントン郊外の

設備のいいジョージタウン大学で行われた。

午前中はまず，政策研究学会の共設立者であ

るマーカス・ラスキン氏を招いて始められた。

研究学会では，特定の領域にこだわらず，国

際紛争，国際経済，軍国主義や軍縮，政治シ

ステムなど，様々なテーマについて研究を行

い，議会でのロビー活動や議員の質問や発言

を助けている。政権に対しては批判的な立場

に立っている。氏は研究所の概略を簡単に述

べた後，すぐ質疑応答に入った。

経済的立場からのKevinWheltonの質問に対

し，氏は軍事支出は長期的には経済活動に悪影

響を及ぼすもので，日米両国ともインフラストラ

クチュアに力を入れ，軍事費は削減していく

べきだと述べた｡ConstanceChenの人権，

人種問題政治参加の均等化について質問に

対し，氏は，我々が科学技術の分野で既に体

験しているように，次の一世代の間に社会構

造の大きな変革が起こり得ると述べた。また

軍事支出を切りつめれば，所得の再分配も可

能であるし，資本主義も社会主義も超越され

るべきエピソードとして語られるであろうと

述べた。上からの押しつけでなく，話し合い

によって個人の意識を変革することが重要で
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続いて，小堀貴子の司会で，日本側タスク

フォースの発表が行われ，はじめに本田雅俊

が民主主義の起源，歴史について発表した。

次に新田陽子が天皇制と日本の民主主義につ

いての発表を行い，国事行為のみを行う現在

の天皇についてとその権限を強めようとする力

があることなどを説明した｡続いて豊田牧子が，

一見一党独裁的に見える自民党支配も，国民の

選挙ごとの判断が民主的に反映された結果で

あると述べた。原秀樹は文部省の教科書問題

について触れ，憲法に反する検定制度が，戦

争や核,原発などの問題と著者が相対する機会

を奪っていると述べた。島岡良衣は，大学を

中心とした学問の領域における封建主義的体

質について，利根川進博士の例をあげ，頭脳

流出の危機について説いた。出口真紀子は民

主主義におけるある程度の妥協の重要性につ

いて述べた。次に鬼頭三樹恵，塚本亜希子，

斉藤尚が先にダラスにおいてなされた民主主

義についてのアンケートの分析結果について

発表した。両国とも国内の差別の存在をほぼ

全員が認めており，選挙に毎回行くかについ

ても同じ70％がYesと答えたが，特定の政

党の支持については日本側が18％，米国側

43％がYesと答え，その差が顕著だったが，

これには大統領選を間近に控えていることや

米国では二大政党制があることが原因として

考えられた。裁判官を選挙で選ぶべきかとい

う問いについては，日本側41%,米国側26

％がYesであった。また両国とも,60%の

参加者が，自国を民主的だと思っていること

もわかった。このアンケートは両国語におけ

る定義の違いや，政治制度の違いによって解

釈の違いもあり，集計も困難であったが興味

深いものとなった。午前中のラスキン氏との

質疑応答において,MorleyRobertsonが通

訳を務めてくれたことによって，日米間の言

葉の問題を度外視して内容に集中できたこと

は非常に評価されるべきことだと思う。

午後はアメリカ側タスクフォースによる発

表だったが，民主主義の制度における危険性

についても鋭い視点を示した。発表は劇の形

式で行われ，、Dem"racy〃という言葉はギ

リシャ語の人民と統治という言葉から来てい
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傾向といえる。

このように民キネ義フォーラムの一日は過

ぎたわけだが，この一日の会議を通し，日米

両国の参加者とも，普段何気なく口にしてい

る民主主義という言葉，また，何気なくつか

っているその社会制度について様々な角度か

らの見方があることを学び，新しい視野を開

いていけそうなことは確実である。一人一人

の意見は異なって当然のことであるし，いき

づまった時の新しい突破口はいつも多様性の

中から生まれてくるものと私は信じている。

高い理想をかかげてその実現を目ざして進も

うとする人，あくまで現実というものを追求

していこうとする人，そんな人々が混然一体

となって織りなす民主主義という一反のもの

を私は信じている。それには個人の自覚と正

しく理解しようとする努力が何よりも大切で

あるし，自分に絶えずつきまとう権利と大き

な責任について強く意識する必要がある。既

に科学は，人的な環境破壊の結果，人類の生

存が今後20年ほどの間に困難なものになる可

能性を示唆している。このような状況は何と

か人類の英智を結集して回避していきたいも

のである。一世代のうちに大きな変革がある

というラスキン氏の言葉を我々は信じたい。

そのためには，我々一人一人の成すべき大き

な責任がある。私は民主主義的な社会の運営

こそが，既に背水の陣に立たされている人類

にとっての選択肢であると思うし，個々の国

家レベルにとどまらず，世界的な視野に立っ

て考えていく事が急務であると思う。

（斉藤 尚）

るということがはじめに述べられた。現在の

民主主義においては，バスに乗り遅れた人と

その横をハイヤーで通り過ぎる人が同等に扱

われる反面，バカボンのパパでも政治参加が

できるため，専門家にあやつられながら自分

で政治参加していると思っている人もいて，

多数のゴジラが少数のバンビを襲うような事

も起こり得ることを説いた。また米国におけ

る民主主義の象徴として，憲法の言葉や歌に

ついて紹介がなされた。次に劇中のABCス

ープ。とマッシュルームスープを例にとり，大

衆操作を通してABCスープ°だけを買わせて

しまうような状況を演じた。

発表が終了すると参加者をランダムに8人

ずつにふり分けてディスカッションを行なっ

た。女性解放連動などについて述べる者もい

たが，ここでアメリカ側に私達とは全く異な

る、democracy"という言葉の認識の仕方

があることがわかった。すなわち，政治的な

尺度と経済的な尺度を混同し，民主主義と共

産主義を対立概念としてとらえているのであ

る。このような人々はアメリカ側の参加者の

中にかなり見られ，日本側の参加者で熱心に

説明する者もいたが，強固に理論的に学んだ

らしくあまり譲ろうとはしなかった。日本側

にも少数はこの考えを持つ人もいるかもしれ

ないが，これはアメリカ側のかなり目立った

子子託
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クリプトン・バーベキューパーティー

8月7日の夕方，私達はクリプトンのライオンズクラブからディナーに招待された。場

所はジョージタウン大学からバスで1時間程いった森林の中である。屋外でバーベキュー

をごちそうになったが，空気のせいか雰囲気のせいか，いつもにも増しておいしく感じら

れた。

お腹をいっぱいにした後は，バレーボール。ヘイライド，カヌーと思い思いに遊びまわ

り，中でもカヌーは狭い池で4そうのカヌーがぶつかりあったため，最後はみんな転覆し

アレキサンドリア・レセプション

8月8日の夕方,分科会の野外研修を終えた我々は，少し斜めに傾きかけた夏の日が照る小

粋なワシントンの街並を楽しみながら，レセプション会場であるスティーブン．サンダース．

アンド・アソシエイツに向かった。

白い扉を開くと，そこでは既にレセプションが始まっていた。机の周りのイスは，ビールを

手にした日米の学生が陣取っていて，その日の各々の分科会での成果を交換しあっていた。会

議が始まってから，既に我々には当然の事となってしまっていた独得のなこ､やかさ，熱気，そ

して若干の胄臭さがそこらいつぱいに漂っていた。白い壁にはたぶんオランダで作られた，世

界最初の日本地図が飾られていた。ふと’かつてその地図を作ったオランダ人達は今日の日本

の経済的な発展を想像し得ただろうか，という問いと，日本中いたる所に林立している高層建

築のなかった当時の日本はさぞや美しかっただろうとの思いが同時にわきあがり，にがい思い

がこみ上げてきた。

周りを見渡すと，机の周りにはさらに多くの学生力集まり，熱心に意見を交換しあっていた。

（鈴木康弘）
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国 務省

8月9日，この日は一日を費やし，政府関

係の全体研修の日ということになっていた。

この日最初に足を運んだのが国務省である。

ワシントン入りしてからすっかり政治都市と

しての雰囲気に魅了されていた私としては，

非常に楽しみな企画であった。講演者として

選ばれたのはグレン・フクシマ氏，フィル・

ジョーンズ氏，ジム・ドゥルハム氏の三者で

あり，この日のテーマは、日米貿易問題への

視角〃と設定されていた。フクシマ氏は22，

23回の当会議の参加者であり，現在米国通商

代表部(USTR)で日米間の貿易摩擦交渉

を手がけている。日本に進出する米国企業が

何故容易に市場参入できないのかを考える際

に，三段階の障壁が存在する。まず日本政府

との摩擦だが，これは近年余り問題とならな

くなってきている。次に直面するのが国内の

流通機構などの構造的障壁，そして最後に日

本人が自国の独自性に固執する態度が問題と

なる。フクシマ氏は特に最後の点を取上げ，

貿易問題を文化問題にすり替えてしまうのは

危険であると指摘した。

ドゥルハム氏は国務省で対日関係を担当し

ており，今後の見通しを短期的，長期的に分

けて述べた。目下問題となっているのは日本

の特許制度と流通機構であり，いずれもすぐ

には解決できないであろうと述べ，今後は，

米国の経済的安全保障政策の強化という観点

から，スーパーコンピューター等のハイテク

部門での両国の競争が熾烈となるだろうとの

ことだった。

ジョーンズ氏はエバンス下院議員の立法ス

タッフであり，最近の立法動向にも触れなが

ら日米問題を分析していた。最近可決された

新貿易法案の焦点はやはり301条の内容であ

り，この規定によりUSTRが不公正貿易に

対する報復措置決定の際大きな力を持てるよ

うになったのである。

－40－



プレゼンテーション終了後，質疑応答の時間

となった。日本に進出する米国企業は何をすべ

きか,ITC(国際貿易委員会）の役割は，日

米貿易摩擦問題に取り組むときに米国政府は日

本の立場に立って問題を検討することはあるの

か，デルモンテケチャップがカゴメと消費者団

体からの圧力でその市場進出を阻まれた事例を

どう考えるか,東芝ココム事件で何故日本だけ

叩かれたのかといった質問が出され，三者各々

の立場からの意見を聞くことができ興味深かっ

た。

最後にフクシマ氏の,「日本は自分の国際的

立場を考えて行動すべきで，外国からの圧力

で被害妄想を抱きすぎるのは良くない」との

指摘は心に留めておくべきであろう。

（岸 道信）

40回記念レセプション

その後，ロココ調の豪華な部屋で日

米学生会議40回記念レセフ°ション

がもたれた。国務省のオコーナー氏，

米国公使渡辺氏の挨拶の後，先程の講

演者，国務省，日本大使館の方を始め

会議参加者OBの姿も見えた。私は戦

前の会議に参加した老夫婦と話す機会

に恵まれたが，日米学生会議が，そし

て同時に日米両国がこの約半世紀の間に辿って来た歴史の重みを感じた瞬間でもあった。

日米関係，そして当会議の意義・重要性を考えていく上で，非常に刺激的な時間を過ごせたと

思う。 （岸 道信）
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海外プレスセンター

たお話があった。日米の報道磯関は互いに，

相手国での自分の国に対する批判的な動きに

敏感で，日本で話題になっている，アメリカ

によるジャパンバッシングは日本側の情報選

択の仕方から過度に強調されているという。

また逆に，アメリカでも日本によるアメリカ

バッシングが誇張されて報道されているとい

う。このことは，私の分科会でも話題になっ

たことで，現実を知ることの難しさを改めて

知った。

ジャパンタイムスの土井氏は，小西氏と同

じテーマについて異なる視点から述べた。氏

は日本の大学を卒業後，日本，アメリカ，ヨ

ーロッパそれぞれの地でジャーナリストとし

て活動した経験をもつ。日米双方の事情を知

る者として，両国における相手国についての

情報のギャップの大きさを感じるという。そ

こから誤解が生じ，相互理解も難しくなる。

日本の報道の特殊事情，経済力と報道の関係

について話された。

最後に，外国人ジャーナリストセンターの

クリムスキー氏から，新聞全般についてのお

話があった。日本と異なり，アメリカには全

国紙がほとんどなく，多種多様な新聞が存在

する。このことは，「人種のるつぼ」とよば

れるアメリカの多様な社会を映しだしている

という。政府の規制を受けず，また多様性を

映しだす鏡としての新聞の役割の重要性を強

調された。

続いて学生側から，マスメディアを通さず，

個人どうしで知り合うという当会議の経験

と比較して，新聞の責任を問う質問があった。

また，メディアの影響力や政府との結びつき，

会議のほぼ折り返し地点，8月9日に私た

ちは，午前中に行った国務省での興奮も冷め

ないまま，海外プレスセンターを訪れた。

､ForeignPressCenter〃と書かれた扉か

ら入ると同時に，カシャッカシャツとFAX

で次々と情報が打ちだされる音が聞こえた。

外国人記者に提供される，そのFAXから打

ちだされたばかりの長い紙をみて，世界は刻

々と動いていることを感じた。皆それぞれに

壁にびっしりと貼られた様々な情報や置いて

ある雑誌を見たり，記者の方が何人かおられ

る部屋をちらりとのぞいたりしていた。

次に4人のパネリストの方を迎えてパネル

ディスカッションが行われた。まずパネリス

トの方が，自己紹介に続いて，「報道と日米

関係」についてそれぞれの視点から話された。

まずはワシントンポストで建築を中心に芸

術評論を担当しているフォーギー氏が文化に

おける誤解について話された。氏自身，日本

への留学経験もあり，アメリカ内でも東海岸，

西海岸両方での生活経験を持ち，御自分の実

体験に基づいたお話は大変興味深かった。｢世

界のほとんどの問題は人間に共通する普遍的

なものであるが，その解決はそれぞれの文化

・伝統に応じた自分たちにとって最も良い方

法で行われるべきである。」という。世界の

一体化，国際化などと言われる現在に，それ

ぞれの独自の文化を強調することは時代に逆

行するように思えるかもしれないが，普遍化

されていく今だからこそ必要であるという気

がした。

次に毎日新聞の小西氏から，日本のメディ

アにおける誤解について幾つかの事例をひい
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日本の片寄った情報源と経済摩擦の関係につ

いての質問があった。時間の関係で質問は数

人に限られた。現在の社会とマスメディアの

関係は大変興味ある問題であり，多くの人が

質問をしたいと思っていたようだ。

「早くバスに乗って！」という声にもかか

わらず，それぞれのパネリストの方の周りに

は輪ができて皆さかんに質問を浴びせていた。

2時間ほどの訪問は，あっという間に過ぎて

しまったが，情報の最先端に触れ，貴重な御

意見を聞くことができた。最後に，お忙しい

中，参加して下さったパネリストの方と海外

プレスセンターの方に深く感謝したい。

（塚本亜希子）

日本大使館

同日夕方，一行はワシントン全体研修の一

環として日本大使館を訪れた。西山氏は歓迎

スピーチの後，早速日米関係の問題に入られ

た。

テーマは，日米の相互理解であり，経済面

での米国との協調の重要性を，貿易摩擦を例

にとり考察した。円高による貿易不均衡・日

本企業の米国進出上の問題点が取り上げられ

たが，日米関係だけではなく日加関係，日米

とNIESとの関係についても話題が及んだ。

日本の最大貿易相手国は米国とカナダであ

り，日米関係は経済的見地から日加関係と類

似している。食糧や資材の輸入を考えると，

三国の協調は日本の将来に不可欠である。し

かし米国では，日本企業が特に自動車やエレ

14斗31
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てか，私は落ち着いてお話をうかがうことが

できた。

クトロニクス産業の面で，円高で不利な立場

にいる米国企業を圧倒し，米国市場を独占し

ている。西山氏はこの点に着目，交渉に交渉

を重ねた日米の話し合い，しかも日米双方の

企業間の協議だけでなく政府レベルでの協議

の機会をもっと増やすことを協調された。日

本企業の米国市場独占は，米国議会を混乱さ

せるという政治レベルの問題に達したが，米

国側が自国の経済危機を乗り切ろうと保護貿

易政策に出た事実にも氏は言及され，日本製

コンピューター・ミクロ装置売り込みの激化，

日本の電気製品と米国のそれの相手国での特

許手続の不均衡が現在の米国企業が抱える主

な問題であると指摘された。輸出不振に苦し

む米国には，日本の同意・共通の将来への展

望が必要である。氏はまた，日米とNIES

の関連にも触れ，新興産業国との貿易上の協

力，赤字貿易を避けて貿易のバランスを保つ

ことが今後の課題であると述べられた。

これらの問題は即座には解決できない。少

なくとも今後2年間は為替相場の変化を見つ

め，その特徴からどのような政策をとるかを

判断せねばならない。こうした円高の差益か

ら来る問題は，私には難しかったが，氏の具

体的な例を出しての説明は大学の講義のよう

な堅苦しさがなく，ここは日本的雰囲気のあ

る日本大使館なんだ，という安心感も手伝っ

レセプションでは，日本料理（寿司・天プ

ラ。なぜか焼売！）が出され，200個ほど山

積みされた焼売はほんの15分位で全部一行の

冑の中へ。私はエビ天をあまり食べられなか

ったくやしさから，日本酒オンザロックを流

しこみ，真赤な顔で大使館員の方々とおはな

ししたことが，今思い出せばはずかしくもあ

り，なつかしくもある。英語という言葉の壁

にぶつかり，アメリカという異国で緊張の連

続であった日本側参加者にとっては，この日

本大使館は，まるで自分達の家に戻ったよう

な安らぎを提供してくれる場であったことだ

ろう。 （窪田美穂子）
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フィラデルフィア（8月11日～8月18B)

宿泊地：プリン・マー大学

ベル・アトランティックの昼食会…
？

8月12日正午，それぞれに分科会活動を終えた私達は，リバ

ティーベルを眺めながらレセプション会場のベル・アトランテ
ィックに向かった。

会場のある市内南東部は，いかにも古都らしい街並をつくっ

蝋鱒蛎董漁蹴靴瞭｜
オフィスビルなど比較にならない，抜群の居住性を持っている。

レセフ°ションはまず,18世紀の衣装をまとった「フランクリ

ン」氏が登場，ユーモラスなスピーチと親切な忠告（？）で場

ロ妙■』

内に笑いを振りまく。おいしくごちそうをいただいた後は，ジャンセン博士から日米間の個別の

問題もグローバルな視点から解決していくことが大事である，との講演を伺った。

最初から最後まで洗練されたもてなしを受けて,大満足のお昼を過ごした私達は，足取りも
軽く，次の研修に向かった。 （岡田治）
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ヒーローコロキアム

ること，そしてその理由をいくつか掲げなが

ら47士が「大衆の中の英雄像」に他ならない

という考えを発表した。

これに対してアメリカ側は，各自の持つヒ

ーロー観を比較するというテーマに基づいて

5人のタスクフォースがそれぞれ自分なりの

ヒーローについて語った。「忠臣蔵」一本に

絞った日本側の発表に比べて，こちらはスー

パーマンからマンスフィールド駐日大使まで

バラエティーに富んでおり，皆思い思いに工

夫を凝らした発表が実に興味深かった。

次に8人ずつのグループに分れてディスカ

ッションを行ない，あちこちで活発な意見の

交換がなされた。私のグループでは主に，日

米間でのヒーローに求める条件の違いについ

て話し合いが進められた。

第3部では，あらかじめ参加者に配付した

アンケートの結果をもとに，ぐっとくだけた

ヒーロー・ヒロインコロキアムは，最終地

フィラデルフィアでスケジュール終了も近づ

いた8月12日の夜，行なわれた。このコロキ

アムは今年初めて試みられたもので，発表及

びディスカッションを通じて各自の持つヒー

ロー観を比較することが目的であった。

日本側タスクフォースは日本の伝統的ヒー

ローとして「忠臣蔵」を選び，これが200年

以上経った現在でもなお人気を博し続けてい

る理由を考えてみた。まず「忠臣蔵」を知ら

ない人達のために，だいたいのあらすじをも

とにしたスキットを演じたが，前夜，初めて

全員での通し稽古を行なったばかりな上に本

番の緊張もあって，うち合わせ通りにはいか

なかった。しかし，タスクフォースは勿論，

直前に頼んだ助っ人達も皆みごとな熱演で，

観客側も異様な程の盛り上がりであった。そ

の後で「忠臣蔵」の人気がいまだに続いてい
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－の職業などについて解答数の多かったもの

を当てるクイズであったが，歓声と拍手で何

も聞こえなくなる程の熱狂ぶりとなった。

最後におまけのお楽しみとして，アンケー

トで選ばれた執BestSleeper〃、BestDri-

nker〃及び、会議中に配偶者を見つけようと

している人〃の発表があり，興奮のうちに無

事コロキアムは終了した。

くだけた雰囲気でやりたい，というのが当

初から我々タスクフォースの考えであったの

で，その点では大成功を収めたと言っていい。

また，そうした雰囲気は，各自の持つヒーロ

ー観，あるいはそれをまとめて日米間でのヒ

ーロー観の相違についての話し合いを容易に

したように思う。将来，このコロキアムが再

び行なわれるとしたら，今度はどんな発表に

なるか楽しみである。

（八木 樹）雰囲気でゲームを行なった。これは，分科会

対抗でヒーローに求める性格・能力，ヒーロ

宗教フォーラム

アメリカでの20日間の生活を共にした我々

80名が持った最後のフォーラムは，一人一人

の内面に深くかかわる宗教についてのフォー

ラムであった。8月13日，フィラデルフィア

で行われたこのフォーラムは，仏教・キリス

ト教を中心として，日米における宗教・宗教

観を検討し，「私たちにとって宗教とは何な

のか」を考えることをその目的とした。

日本での準備段階では，一般に日本人は宗

教を持っているかという疑問が出発点となっ

た。そこで，日本人は日本人なりの宗教を持

っており，それは幾つかの宗教が，個人の中

で入り混った雑居的なものである，という仮

説を基に調査し，日本人の宗教観について考

えた。

フォーラム当日，午前の部では，日本仏教

についての講演を聞き，キリスト教会のビデ

オを見た。まず，アメリカで仏教を研究して

おられる町田ソーホー氏に，日本仏教の原理

主義について，わかりやすく講演をしていた

だいた。日本仏教においては，経典・教義・

僧は中心的役割を果たさない。人々が「人倫

組織」を重視するため，寺院が崇拝の対象と

なり，日本仏教の根源であると述べられた。

氏は，日本仏教の歴史や特徴についても言及

された。統治者によって日本に導入された仏

教は，次第に一般大衆へと広がっていったが，

宗教が政治より優位に立つことはなかった。
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ともすれば，キリスト教に対して画一的イメ

ージを抱きがちであるが，キリスト教も実に

多様であるということを認識した。

宗教フォーラムの当日のみならず，準備期

間，本会議を通じて，参加者と語り合うにつ

れて，宗教が個人個人の考えや生活に，様々

な影響を与えているということを実感した。

宗教は個人的なものであると同時に，社会的

・文化的なものであるがゆえに，我々の思想

・人生そのものに，直接的・間接的影響を及

ぼす。宗教は，信じる，信じないにかかわら

ず，我々が真剣に考え続けねばならないテー

マだと言える。 （町田光弘）

そして，日本仏教は，宗派主義・階層性・尚

古性・形式主義といった言葉で特徴づけられ

ると述べられた。最後に，無我や実践を重視

する日本仏教は，アイデンティティの考察や，

我々の日常生活において，大きな意味を持ち

得ると締めくくられた。

その後の質疑応答では，予定時間を越えて

活発な質問がなされたが，氏は一つ一つ丁寧

に答えて下さった。アメリカにおける禅仏教

の広がりについての質問に対しては,｢仏教東

漸」すなわち，仏教は次第に東方へと伝わっ

てきたと指摘された。実感主義への傾斜が言

われている昨今，瞑想を手段とし，実践を重

んじる禅仏教は，アメリカで広がっていく可

能性を秘めていると思った。 午後の部は，クエーカーについてのビデオ

から始まった。う。ロテスタントの一派である

クエーカーは，ウィリアム・ペンによって宗

教フォーラムの開催地であるペンシルヴェニ

ア州で広まった。ビデオではクエーカーの歴

史や活動が紹介され，この地の出身である，

RebeccaPayneが解説をしてくれた。

つづいて，アメリカ側の発表がなされた。

この発表はアメリカにおける多様な宗教を紹

介するとともに，その共通テーマとして「相

互理解」をかかげ，各宗教における「相互理

解」の意味をさぐった。MarkHall,Vao-

nicaBrakusが，それぞれカトリックとう。ロ

テスタントを説明し,Rebeccaがクエーカー

とアーミッシュについて述べた。Alisa

GoldbergとKendraYoshimotoは人形と

身近なたとえ話を用いて，ユダヤ教について

愉快な紹介をしてくれた。またZachary

Raleyによるアメリカン・インディアン，

ConstanceChenによるバハイ(Baha'i･

バーブ教から転化した宗教で，欧米でも少数

の信者をもつ）についての指摘は，忘れがち

”

次に，3種類のキリスト教会に関するビデ

オを見た。最初は，福音派プロテスタント教

会であった。福音派は，聖書の無謬性を厳格

に信じる宗派である。ビデオでは，人は猿と

親戚ではないという内容の歌を，2人の女性

歌手がポップに歌い。進化論を否定していた

のが印象的であった。2番目は，メイン・ス

トリーム教会であり，信者が広がりすぎたた

めに，一体性を取り戻すことが課題となって

いた。最後のビデオは，黒人の教会であった。

そこでは，牧師と信者が一体となり，一種の

陶酔状態の中で独特な礼拝が行われていた。
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な少数者の視点を紹介してくれて貴重だった

と思う。MadeleineAdkinsは無宗教の立場

を話してくれた。

これに対して日本側は，まず長谷川智可と

鈴木康弘によって日本の宗教状況の説明がな

された。そこでは，日本人によく見られる，

神社におまいりし，教会で結婚式をあげ，寺

で葬式を行うという，外国人から見れば不可

解に思われるであろう，宗教の「雑居性」が

指摘された。これを受けて町田光弘・渡辺祐

貴・宇野重規が，そのような「雑居性」の説

明をこころみた。日本社会をモンスーン地域

における農耕社会とし，それに由来する無限

包容性と相対的価値観によって「雑居性」を

理由づけようとチャートを用いて悪戦苦闘し

た。このような文化的説明の後，岡田治は逆

に真理はそのような民族・文化を超えて普遍

的に存在するはずだとし，そのような真理探

求の重要性を訴えた。最後に窪田美穂子・八

木樹・服部直也によってキリスト教に対する

疑問が提示された｡キリスト教が人種差別や

戦争の口実に用いられたことはなかったか，

非キリスト教徒への差別意識があるのではな

いか，またそれは危険ではないか，などであ

る。これはいたずらに議論をふっかけるため

のいいがかりではなく，より深い話しあいの

ための導入のためであった。

その後の小グループ°ディスカッションでは

「私達にとって宗教とは何か」の総合テーマ

の下，各自の宗教観など話しあった。日頃，

個人の宗教観などあまり話すことのない日本

側，長い宗教的対立・差別の歴史のあるアメ

リカ側，双方にとって宗教というテーマは語

りにくいものであったかもしれない。しかし

グループによっては，「心のよりどころ」と

いった意味で宗教をとらえ，宗教と個人の内

面の問題を，宗教と哲学・思想・科学等との

比較を用いて考えるところもあった。一方，

宗教の社会的役割に注目して，宗教は何をな

してきたか，あるいは何をなしうるかを考え

たグループもあった。

私達にとって宗教とは何か。それを絶対の

価値ととらえ，宗教なしの生活など考えられ

ないという人から，宗教は非合理なもの，宗

教にすがるのは，その人が弱いから，とする

人まで多様な考え方がある。しかし，人間は

自分とはいったい何なのか，自分はなぜ生き

ているのかを考える生き物である。伝統的価

値観がゆさぶられている現代では，特にそう

である。その意味で，自分がいかなる考えを

持っているにせよ，他人の宗教観を聞き，話

しあう機会を持ったことは有意義であったと

思う。

最後に，すばらしい講演をして下さり，質

問にも親切に答えて下さった町田氏，準備期

間・本会議を通じてフォーラムに尽力した，

MarkHallと，病気になるまでがんばった

近藤夏の両コーディネーターに深く感謝した

い。 （宇野重規）
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男女コロキアム

プに分かれ，簡単なゲームが行われた。この

ゲームは，事前に行なったアンケート中の質

問をカードにし，自分に配られたカードの質

問に答えるというものだ。質問にはYESか

NOで答えなければならず，その意味から本

音の議論への第一歩となったのではないかと

思う。そしてゲームが終わると，全員にアン

ケート結果が配られ，それについてのプレゼ

ンテーションを行い，さらにアンケート結果

をふまえた上でグループ討論を行なった。

男女に関する諸問題，実は案外分かってい

そうで分かっていないものである。それに加

えて，現在では男女関係も急速に変化してい

る。例えば，かなり以前から女性解放が叫ば

れているが，今ではいわゆる蝋日本の伝統的

な女性〃とは様々な面で異なった女性が少な

くない。そのような女性達に「結婚したら食

事，洗濯は女性にやってほしい」などと冗談

にでも言えば，そう言った男性は軽蔑と失望

男女コロキアムは，第40回の会議の最後の

企画として，プリン・マー大学において行わ

れた。男女に関する企画は今回に始まったわ

けではなく，以前にも何度となく行われてき

た。それだけ私達一人一人にとって重要なト

ピックであるのだ。今回はコロキアムという

性格上，フォーラムほど堅苦しくなく，むし

ろ和やかなムードの中で，日米両国の男女が

各自の実体験等に基づいて異性観，結婚観な

どについて話し合った。

当コロキアムにおいては，「男女の平等は

ありうるか」というテーマを設定した。そし

て，様々な問題に取り組むべく「男女は異な

っているか」，さらに異なっているという前

提で「男女の様々な相違は何を意味するか」

という二つの問いかけをし，両国の係による

プレゼンテーションを前者は生物学，心理学，

社会学（社会調整),後者は歴史，人類学,法，

言語の面から行なった。その後，少数グルー
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の眼差しで女性から見られるだろう。

では何が問題なのか。まず問題の多くは男

性側にあると思う。現在の社会は様々な面に

おいて男性本位な部分が少なくないが，その

ためか，男性には女性を理解しようとする姿

勢が少し欠けているような気がする。中には

女性の言う事に全く耳を貸さない者さえいる。

しかし，女性が何を考え，何を訴えたいのか

に男性が耳を傾けることで初めて男女の相互

理解が成し遂げられると思う。ただ，現状で

は，女性は能動的に，その反面男性は受動的

に男女の問題に取り組んでおり，このような

一方的な取り組みでは不十分である。やはり，

男女両方が男女問題を真剣に自分の問題とし

て受けとめ，積極的に取り組むべきだ。そし

て，互いに自分達の言い分を押しつけあうと

いうのではなく，むしろ男女が相互の価値観

を尊重しつつ，互いに自分達の価値観にとら

われない男女を超越した「ヒトとヒトの関係」

を共に作り上げていくことが，これからの課

題なのではないだろうか。

（吉田篤史）

総括会議(ReflectionMeeting)

最も印象深かった日を1日挙げよと言われ

たら，まず私は，この総括会議を候補にする

であろう。

本来の、RefleCtion"の意義とは，会議を

振り返り，その欠陥を再考することであるが，

第40回日米学生会議におけるこの言葉は異な

る性質を持つことになった。

8月15日午後7時，プリン・マー大学のト

マス・ライブラリーに集まった80人の参加者

は，その予期しなかったホールの緊張感と共

にRenectionMeetingを迎えていた｡導入

として3人の実行委員が話し終えると，日本

側十米国側参加者が順々に立ち上がって各々

の会議での経験を話し始めた。一人一人の話

を皆が熱心に耳を傾けていた。言葉を探して

涙をこぼす者もいた。約1ケ月分の感動を要

約することは，あまりに難しすぎたのである。

全員の頭の中で一つ一つの場面が走馬燈のご

とく駆け巡ったにちがいない。

80人の中80種の、相互理解〃はReflection

と同時に結集されようとしていた。価値判断

の基準の異なる79人との出会いで始まった40

回日米学生会議は，各々に相互啓発を与え，

最終的に高い付加価値を創り出し，長い1ケ

月を終えようとしていた。その新たなる価値

観は今後，全員が社会に還元していくことに

なるだろう。会議での両国参加者の理解度を

見る限り，国際社会において極めて重要な立

場を担う両国の関係の協調的発展を確信した

のは，私だけではないと思う。このReflec-

tionMeetingは会議の成果をより一層明確

にしたことで，一番心に残るものであったと

言っても過言ではないだろう。

他の何物でも代替することのできない日米

学生会議の良さがそこにはあった。
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Retlectionは有意義であった。画竜点晴の

意味では十分すぎる程，有意義であった。私

がそこで得たものは，第40回日米学生会議に

おける感動が80人に均等に分配されたという

実感だったのである。

時代は変容していくだろう。しかし,､相互

理解”のコンセプトは変わらないのである。

いま私は，この感動が次の時代においても継

続することを願ってやまない。

（豊田牧子）

－ ニューヨークツアー

次回日米学生会議実行委員の選挙の翌日の8月16日，希望者はニューヨークへ半日遊び

に行った。

フィラデルフィアのプリン・マー大学から，ニューヨークまでは4時間のドライブ。私

たちは貸し切りのグレイハウンドに午前9時乗りこみ，ゆられていった。

ニューヨーク着は正午過ぎ。ミッドタウンで解散し思い思いにグループを作って，また

は個人で博物館めぐり，買い物，観劇，散策，友人の訪問等に出かけていった。その後，

ほとんどの人は夕食を共にし，そろっ
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閉 会 式

1988年8月17日，約1カ月にわたって開

かれた第40回日米学生会議が幕を閉じようと

していた。日本人学生40名とアメリカ人学生

38名（2名は会議日程途中，やむをえない事

情のため帰宅）は，4週間の感動を胸に閉会

式のため用意されたスミスクライン・ベック

マン社本社の会場に通された。

この時の部屋が明るく美しかった事は，今

後の日米学生会議の将来を暗示しているかの

ように思えて，私はさわやかな気持ちになっ

た。

閉会式が始まるまでのあいだ，78名はあっ

ちこつちと忙しく動きまわりながら写真を撮

り，話をかわし，手をとりあるいは抱き合い

……まさに離れ難いムードであった。この時，

自分が日本へ帰り，今まで同様の生活が待っ

ているという実感はなく，アメリカ人学生と

の共同生活がまだこれからも続いていくよう

にさえ思えた。ましてこの場で会議が終って

しまうという事は，私には到底信じられなか

った。

閉会式で私たちは，学生代表4人（第40回

及び41回日米両実行委員長）を含む7名のス

ピーチを聴いた。どのスピーチも今回の会議

を評価し，今後の日米学生会議への期待を独

自の言葉で語っていた。、7人7色（?!）"－

7つのスピーチをここで一言にまとめること

は決して容易な事ではないが－共通してい

た事は，会議がこの場で終ってしまっても，

日本とアメリカという異文化を背景にした相

互理解への努力は続けていく必要がある事，

第40回会議の参加者である私たち一人一人が

日米のより良い関係づくりを担っている事，

また，この会議を通じて結ばれた友情は今ま

さにこれから始まろうとしているという二点

であると思う。

最後に，この報告書に目を通される全ての

方々に第40回日米学生会議が無事終了した事

を告げると共に，この会議の成功のために援

助して下さった事を参加者の一人として心よ

り感謝致します。

（青木麻喜子）

必
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分 科

《云

科学と社会

(Science,TeclmologyandSociety)

すべての技術は開発から改良に向かい，後者

が会社の利益の点で重要である。だから日本

は競争の中でリーダーだという。さらに日本

を成功に導いた要素を挙げた。チームワーク

が発達している事。強い競争心が研究を進め

ている事。国を挙げて他の会社や外国の技術

を学んだ事。効率の良い生涯雇用制度。しか

し，日本が世界に猿まねと映ると問題は大き

い，という。

3． 「たばこ問題」

斎藤 尚

医学的にたばこは有害だと，まず説明した。

がん発生率は喫煙者と非喫煙者のあいだに有

意な差があり，受動的喫煙者も悪影響を受け

る。又，電車の中では窓を完全に開けないと

換気されない等。このように実際に害がある

のに行政的対応が日本では遅れていることを

指摘した。日本では堂々とたばこが宣伝され

ているが，欧米では以前から禁止されている。

また，アメリカで売れなくなったたばこを日

本に輸出しようとしたレーガンの話も出た。

日本人のたばこに関する意識の遅れが浮き彫

りとなった。

4． 「ガン告知」

鈴木康弘

日本では半数以上の人がガンの告知を求め

ているが，医者の75％は告知しない。それ

に対してアメリカでは100%近く告知され

ている。告知賛成の理由として余生の充実が

あり，反対側は，患者は告知に耐えられない

科学技術が高度に発達した現在，その社会

に及ぼす影響は計り知れない程大きくなって

いる。そこで，これからの科学はどうあるべ

きなのかを歴史を振りかえりつつ考えようとい

うのが当分科会の目的であった。結果的には

生と死を考える分科会といわれる程，科学の

影響力を話し合うことができ．問題の多さ，

難しさを再考させられた。

＜分科会討論＞

1．「動物観再考」

HillaryGreene

アメリカでは一億の動物が実験に使われて

いる。しかし，人間間だけでなく人間動物間

の搾取非搾取の関係を変えねばならない。研

究者は時々自分達の利益のみを考えてしまう。

また，現行の動物福祉法もうまく働いていな

い。市民に研究者からの正確な情報が少ない。

動物に知能がないという人もあるが，それは

程度問題で人間と同じように痛みを感じる。

さらに動物実験は意義深く止められないとす

る人が多いが，実際は無駄で残酷な実験が多

い。使う動物を少なくできる方法があり，研

究者の見栄や実験産業の利己主義を捨てこぞ

って動物観を見直す必要がある。

2．「日本とアメリカの研究姿勢」

Patrick McEuen

日本は製品の改良に焦点をあて，アメリカ

は全く新しい製品の開発に力を注ぐ傾向にあ

る。スタンフォード大学教授リグ氏によると
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という。日本とアメリカの違いについて日本

では患者の知る権利が弱いという。それは人

権の意識が弱く医者の位置が今でも高いから

である。また日本では末期患者の世話をする

ソーシャルワーカーや痛み止めの使用が少な

い。患者の立場に立った医者と患者の人間的

関係が必要だと結論づけている。

5． 「芸術におけるコンピューター」

AnnTakata

初めは計算だけに使われていたコンピュー

ターも今はその用途は広い。コンピュータグ

ラフィックスも大集積回路などの技術の進歩

によってより実物に近いものが表現できるよ

うに，かつ親しみやすくなった。音楽合成は

ベルに始まったが，音色の研究・ハードウェ

アの発達とともに普及し，美しい音色をリア

ルタイムで合成できるようになった。これら

の芸術はコンピューターによってより創造的

になったが，今以上の発展のためには，人の

三次元の知覚・音色のさらなる研究が必要で

将来は何が芸術で何が人間たらしめているの

かを問われるだろう。

6. ｢DNA組み換え」

KenUchino

まず，遺伝子組み換えの操作の説明をし，

最も困難なのは欲しいDNA配列を作る事だ

という。それもアミノ配列が分かれば自動D

NA合成器で合成可能になった。しかし，実

験で使う発ガン性ウィルスの伝染・異種間の

遺伝子組み換えといった倫理的問題，遺伝子

の多様性が保てなくなる不安から，遺伝子操

作反対の動きもある。が，ホルモン等の大量

合成といった画期的側面を考えると，安全に

注意しつつ進めていく必要があるという。

7． 「原子力世代の問題」

八木 樹

日本で原子力発電は今世紀末には1万キロ

ワットに達すると言われるが，その危険はあ

まり知られていない。原子力燃料サイクル・

死の灰とともに放射能や有毒ガスが漏れる危

険性があり，発電量総量の10億分の一が漏れ

ただけで人体に害がある。そして年に一度世

界のどこかの原発で大事故が起きる確率で，

実際に例は見られる。原発抜きでも電力は年

唖
梯
毎
詩
猷
卦

篭

霧
斉藤尚,HillaryJ.GreenPatricB・McEuen足立望

KenUchino,八木 樹AzumiAnnTakata,鈴木康弘
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17％余っており，原発の余熱を排水として捨

て続けると生態系に悪影響を及ぼす。放射能

が消せないことを考えると原発を避け，省エ

ネを目指すべきだと結んでいる。

8． 「ストレス」

足立 望

ストレスは心の歪みであり，4つの段階が

ある。ストレスは我々に疲労のサインを示す

等利点もあるが，身体病，神経症等の弊害も

もたらす。フロイトはストレスによる外傷神

症の原因は何か恐ろしい事が起きるという不

安が拭えなくなる自信喪失だとする。また，

人によってストレスの強さは異なり，興奮性

やうつ的性格の人はストレスが強い。ストレ

ス解消法としては，飲酒等の逃避や，昇華・

補償・神経症を含む発散がある。ストレスが

強い時が問題でカウンセリング，自分の状態

を知る事，自律法等が助けとなる。

＜野外研修＞

野外研修としては論文に関連のある場所を

6ケ所選んだ。

① テキサスインストルメンッ

世界的に有名な半導体会社であるが，我々

はその工場を訪ねた。ほこりを除く工夫が綿

密で，日本でも上ばきを履くべきだと面白い

ことを言われた。

② ベル・ヘリコプター

主に軍用ヘリを作っている会社である。そ

のためかカメラ持ち込み禁止・説明も多くな

かった。格納庫には最新鋭のヘリがあり，機

銃掃射がやけに生々しかった。また，日本の

商社が買い付けに来ていたのが，印象的だっ

た。

③ センター・フォー・ディジーズ・コン

トロール

エイズの研究と政策に関わっている。話に

よるとまだ確実なエイズ対策はなく，口調か

らも深刻さをうかがい知れた。

④ NASA(ゴダード・スペースセンター）

メインイベントともいえるこの研修はすば

らしかった。たくさんの研究者に直に人工衛

星その他の説明を受け，光栄だった。実験工

場を巡り，人工衛星組み立て，実物大のスペ

ースシャトルを使っての実験場等を見た。中

で働く科学者の落ち着いたやる気には目を見

張るものがあったが，この中の技術の多くが

軍事用と考えると悲しくもなった。

⑤ スミスクライン・ベックマン株式会社

世界でお馴じみのこの薬品会社の工場を訪

ねた。遺伝子操作等も行っており，研究室の

まわりには放射能マーク入りのドラム缶もあ

った。図書館その他の設備もさすがであった。

⑥ ナショナル・サイエンス・ファンデーショ

ン

科学研究費を分配するアメリカの役所であ

る。日本へ送るアメリカ人研究者のプロジェ

クトの話を聞いたが，残念ながら突っ込んだ

話はできなかった。

このようにたくさんの場所を訪れて実際に

研究に携わる科学者に会えて，良い意味でも

悪い意味でも現実に少しでも触れることがで

きたと思う。 （足立 望）
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教 育

(Education)

当分科会の論文発表全てにほぼ共通してい

たのは，日米の教育問題の違い，互いの長所

をふまえて今後の展望を考察することであっ

た。

う機会を失わせることも論議の中心となった。

3． 「校則から見た日本の教育の管理体制」

豊川 輝

日本では高校中退者が毎年増加中である。

また高3の半数が学校は嫌いだと言う。豊川

輝はこの事実から，校則にみられる学校の管

理体制が，生徒の個性を抑圧し，おちこぼれ

の生徒を生むと論じた。学校は教育工場と化

し，脱落者は無視する。生徒同様教師も画一

化され，教えるだけの役割しかない。いい大

学や会社に入るための訂||練でなく，校則の抑

圧やいじめのない，生徒を信頼する教育のあ

り方が活発に論議された。

4．「教育目標に関する日米問の相違_l

Kevin Whelton

日本人は連繋プレー，米国人は個人プレー

が得意といわれるが,Kevinはこの教育面で

の集団行動・個人行動に着目，特に日本の，

「組」にみられる一つの目標にむかって全員

が協力して作業するグループ°活動を論じた。

教育制度は米国では州により異なるが，日本

は文部省により全国的に統一され，等しい機

会とカリキュラムを通して，全員が協力して

学習や課外活動を行う。個人能力を養う米国

と，集団の結集力を養う日本の教育の長所が

見直された。

5． 「学校での体罰について」

窪田美穂子

校則の他，教師が生徒に課す体罰も，日本

の教育の問題であり，人権にも関わる。窪田

美穂子は，生徒との話し合いをせず暴力を加

える教師に着目，教師は力でなく生徒の意見

を聞き，双方の意見交換による理解をすべき

＜分科会討論＞

1． 「多民族国家教育・二カ国語教育上の

問題」

CarolLee

「人種のるつぼ」米国では，英語を解せな

い移民に集中的な英語教育を実施しているが，

英語を通しての米文化はおろか，移民の出身

国の文化への理解に欠ける，単なる暗記型の

教育のままである。Carolは彼女自身の体験，

つまり中国語を習得しきれぬまま英語学習を

始め，英語が理解できぬためクラスで疎外感

を味わった体験から，母国語と母国の文化を

尊重し，共通語である英語を通して全ての民

族が互いに理解しあえる社会の実現を主張し

た。それには英語を話せる子供を話せない子

供から離すのではなく，同じ条件・環境で互

いに学べる機会を与えるべきとした。

2．「小学校における独創性を養うオープ

ン・エデュケイション」

木下 綾

日本の教育界における最大の課題は「個性

の尊重」である。この観点から，木下綾は米

国のオープンスクール制の普及を論じ，初等

教育における個人活動や自由な意見交換の場

の必要性を日本の教育に求めた。厳密なカリ

キュラムはなく，生徒は自由に活動し，創造

力をのばす。個性を許さず，右にならえの受

験体制型の日本の教育の現状が，創造力を養

〆 旬
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KevinC.Whelton,窪田美穂子，豊川 輝

木下綾,CarolL・Lee,服部崇,JoyceG.Wegner

に疑問を投げた。大学合格の為の知識を吸収

する学生たちは「大学で何を学ぶか」を考え

ることを忘れている。学歴社会のこうした弊

害と学習塾ブームの関係が取りあげられた。

8．「入試からみた日本の教育改革への理

解をめざして」

JoyceWegner

入試改革にみられる日本の教育制度の改革

は，まだ大きな効果を生んでいない。Joyce

は服部崇と同様，日本の学習塾のブームに着

目，将来の高い社会的地位，豊かな経済力を

求めて小学校や幼稚園の頃から競争する学生

の姿を論じ，個人の生活を楽しみ，自分のた

めアルバイトをする米国の学生との価値観の

違いを話し合った。学校等が原因で自殺する

日米の学生や，日本の低い自殺率なども，低

い高校中退率（米と比べて）と共に話題の中

にとり入れられた。 （窪田美穂子）

＜野外研修＞

野外研修は，普段，大学寮にこもっての会

議が多い中，アメリカを目で見る良い機会と

だと考え，教師は，生徒にとって人生の先輩

そして友人となり，暴力でなく言葉のコミュ

ニケーションが教育現場に必要であるとした。

6． 「教育方針の管理政策と影響力・国家

のねらいと傾向」

Natalie Mutz

Natalieは日米の教育制度を政府レベルの

見地から考え，日本の文部省により中央集権

化された教育制度，共通一次制度の特色とそ

の改革の歴史，社会で高い地位につくためと

いう目的と受験戦争の関係を論じた。米国は

州政府の権限が教育に及び，システムは州ご

とに異なるが，移民や黒人の教育に統一性が

欠けることを指摘し，全米に共通な教育機会

の均等を説いた。

7．「塾・日本の教育の外観と実質」

服部 崇

何故日本の児童は塾に通うのか。服部崇は

おけいこ塾と進学塾を区別し，後者は学歴重

視の波に乗った教育産業の繁栄と共通一次が

原因であるとし，大学が最終目的の教育体制
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なった。私達，教育の分科会では，全部で7

ケ所の学校の施設を訪ねた。

① 7月28日，マグネット・スクール。こ

れはダラスだけではなく，アメリカ各地にも

広がりつつある学校である。特徴は，ダラス

だけでも9校あり，各々が，各々の専門分野

を持っていることだ。芸術・ビジネス・教育

・人文・社会福祉・医療・科学など。中学と

高校が主で，生徒の意志で自由に分野が選べ

る。諸設備も充実していて，理論だけでなく

実践の練習もできる。まるで，私立の専門学

校のようだが，これは公立の中学・高校なの

である。予算も普通の高校の2倍近く，その

分開放的で，全日制の学生以外にも昼間他の

学校で勉強してからマグネット・スクールに

通うというパート・タイムの制度も取り入れ

ている。この学校に対して，私達の中では，

否定的な意見が多かった。というのば，まだ

小学校を出たばかりの学生に，将来のコース

を決めさせるのは早すぎるというわけである。

また，私達が見学したのは医療コースの高校

で，設備は，病室から大きな調理室まであり

整っていたが，職業訓練学校のイメージが強

く残った。

② 8月3日，ハーパー高校。アトランタ

から車で1時間足らずの所にある，普通の公

立高校に行った。車から見た限りでは，かな

り荒れた印象のある，殺風景な地域だった。

黒人の多い地区で，人種隔離政策に反対の立

場を推進した高校。夏体み中だったのだが，

サマー・セッションという夏期講習を行って

いる最中で，生徒達で溢れていた。私達は，

2人づつ組みになって様々な教室に入れても

らい，生徒達と直接話す時間を持った。校長

先生の話では，生徒達が自主的に参加してい

ると強調していたのだが，実際に生徒達の声

を聞いてみると，成績が足りないから来いと

言われているんだとか，親が行けというから，

とか，せっかくの夏休みをいやいや来ている

のがよくわかった。また，私達が日本から来

たというので，生徒達が大変興味を持ってい

ろいろ質問してきた。おかしかったのは，日

本では，コカ・コーラを売っているか，とい

う質問。また，校則の話で，化粧はダメ，ア

クセサリーはダメ，と言うと，聞いているだ

けでもう不満げな顔をしている女生徒がいた。

日本がどこにあるかも正確にはわかっていな

いような生徒達が多かったけれど，「無関心」

とは程遠く，「好寄心」旺盛な，純粋な良い

印象を持つことができた。

③ 8月9日，ゴルデット大学。これは聴

覚障害者の大学で，長年の経験から、設備や

カリキュラムがうまく調整されている。ここ

では手話を通してコミュニケーションをする。

この大学は，初めて聴覚障害者が大学長にな

ったということで，最近注目を集めたのだが，

その学長のアシスタントをしている方のスピ

ーチ（これも手話であったため，通訳を介し

た）で，聴覚障害者は，手話を使う世界で生

活をするか，できる範囲で健常者と共同の生

活をするかの選択に迫られるという話しがあ

った。手話とは，英語や日本語のように，一

つの独立した言葉であって，他の言語と同じ

ように，背景にはその手話の文化もあるのだ

そうである。それは，私達には理解のできな

い，一つの尊い文化であり，守っていくべき

ものであろう。しかし，障害を持った人達が

私達と同じ様に大学で勉強し，生活している

ように見える奥には，このように2つに1つ

の決定的な選択をしている。もっと多くの選

択肢を持って，自由になれる道を模索できな

いものかと疑問を抱かされた。
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テーマに関連した場所も多く，質問は活発に

出され，現場の生の声は現実的で刺激的であ

った。 （木下 綾）

その他，④教育番組のテレビ局や，⑤日本

大使館，⑥国会図書館，⑦体罰の研究者を訪

ねてテンプル大学を訪問した。各自の論文の

言語とコミュニケーション

(LanglngeandCo汀mmication)

言語は人間の思考の基本であり，文化的価

値の反映でもある。言語とコミュニケーショ

ン分科会では，多様な話題をもりこみ，社会

問題，文化的相似と相違点，言語そのものの

特質について議論した。また，研修旅行では

著名な言語学者，作家を訪問し，興味深いお

話をうかがった。

分科会は8人の発表に加え，個人と社会分

科会との合同ディスカッションも行った。

条件，また言語が人間の思考や論理に与える

影響について話しあった。

2．3．7月31日には,SumieOkazakiと

渡辺祐貴がそれぞれ「女性語と女性差別語」

「女性語」の題で報告を行った。そして言語，

特に差別語の存在が人々の認識・世界像の形

成に大きく影響していることを確認した。

4．8月3日には,BrittonWatkins が

「Don'ttouchmymustache,y'all(比

較言語学への新たな視点）」という題でアメ

リカ英語の南部方言を紹介した。そのもって

まわった表現の数々を知り，私達は，日本語

と南部の英語との間に意外なほど類似点があ

ることに気がついた。

5．8月8日には，三岡朋子が「日本語の

＜分科会討論＞

1．7月26日。渡辺幸一郎が，「コミュニ

ケーションのための人工語」という題でエス

ペラント語の国際語としての可能性を発表し

た。それをうけて私たちは，国際語としての

MiryamB.Silverman,W.BrittonWatkins,三岡朋子,SmnieOkazaki

出口真紀子，渡辺祐貴,MadeleineJ.Adkins,渡辺幸一郎
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あいまいさ」という題で発表。それをうけて，

日本式コミュニケーションについて，英語に

よるそれとの比較において議論した。

6．8月11日には,MiryamSilverman

が，記号論や象徴の研究である，非言語コミ

ニケーション（言語外コミュニケーションを

含む）について発表した。私たちは，より完

全なコミュニケーションのためには，文化ご

とに非言語コミュニケーションの理解に努め

る必要があることを話しあった。

7．同日，出口真紀子も「漫画にみる『甘

え』と日本の非言語コミュニケーション」と

いう題で，日本の少女雑誌を資料として用い

ながら発表した。登場人物の心理状態一例え

ば絶望一などが，黒ぬりの背景として表現さ

れていることで読者に端的にアピールしてい

ることが，言葉で表現する以前に「察して」

ほしい，という『甘え』の概念に通じている。

日本側代表には，見なれたものが新鮮に感じ

られた。

8．翌8月12日のミーティングでは,Ma-

deleineAdkinsが「文法とまちがい－日米

間での誤解とミスコミュニケーション」とい

う題で，第2外国語にみられる典型的な言語

の誤用について発表した。外国語を使う時に

は，文法的には正しくとも「正しくない」文

を作ってしまうことがある。母国語の語感が

異文化で通用しないためである。この発表に

続いて，私たちは個人と社会分科会との討論

の機会をもった。テーマは「バイリンガル教

育」。特に政府は2ケ国語（以上）の言語に

よる教育を行う義務があるかどうか，という

点について，活発な討論が行われた。

＜野外研修＞

また，分科会コーディネーターのM.Silv-

ermanと出口両氏のおかげで,5回の野外研

修をすることができた。

① 7月26日，ダラスでは国際語学センタ

ー／国際文化博物館を訪れた。書き言葉をも

たない，第三世界の国々に言語学者を送り，

現地での約10年間の生活を通して，音声言語

を修得，記録し，後に，文字（書き言葉）を

創って提供する，という同センターの仕事を

所長のKenPike博士直々にうかがった。

②8月3日には，アトランタで言語リサ

ーチセンターを訪問し，チンパンジーに文字

を教えているMaryannRomski氏にお会い

した。チンパンジーに文字を教える研究は，

知恵遅れの子供の教育に応用されるというこ

とだ。

③8月8日には教育分科会と共に，米国

唯一の耳の不自由な人専用の大学，ガラデッ

ト大学を訪問した。私たちは校長補佐のD正

MervinGarnsonさんからデフ・カルチャ

ー，手話，また，ガラデット大学の目的等に

ついてお話をう力かつた。

④ 8月12日は，フィラデルフィアにおい

て，テンプル大学を訪れ，黒人婦人運動家，

詩人，作家であるDr.SoriaSanchezさん

にお会いし，黒人文学の歴史のお話をうかが

い，自作の詩をご披露していただいた。

⑤ 最後に私達はMs.MarionMooreと

いう心理療法の研究家にお会いした。私達は，

第6の感覚一「気」－を使ってお互いにコミ

ュニケートすることを教えられ，体験した。

私達の分科会において，言語が個人の思考

に与える影響の大きさを確認し，また言語外

コミュニケーション，手話を学んだことは充

分に意義があった。しかし，それ以上に誇れ

るものがあるとすれば，それは，私たちの分

科会では全員が日米両国語を理解した，とい
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というのはすばらしいことであった。渡辺祐

貴の発表は，日本語で行なった。これは，第

40回目にして，日米学生会議史上，初めての

ことであった。 （渡辺祐貴）

うことである。話し合い，討論の途中でわか

らない術語があったときには，誰でも気軽に

話を止めて，説明を求めることができた。分

科会のメンバーとは日本語でも英語でも，自

由に話ができ，納得のいくまで話ができる

国際関係

(IntemationalRelations)

両国が今日までの長い友好関係の歴史を振り

返り，柔軟に対応する努力をすることが積極

的な協力体勢をつくり，双方にとって益にな

るという意見を述べた。

2．「宇宙における国際協力」

LaraManzione

ブラウン大学で東アジア研究を専攻する，

LaraManzioneは宇宙の開発という新しい

テーマをとりあげ，複数の国による協同開発

はそれを通じて地球の抱える問題を再考し，

協力関係を築くカギとなり得ると考えた。討

論は宇宙開発の意義，実現の可能性という議

論から模擬草案作りという形まで進んだ。

3．「(パレスチナ問題の）解決を求めて」

原秀樹

大阪外語大学で英語学を専攻する原は，パ

レスチナ問題の解決のためには当事国以外の

人々がユダヤ人に対する偏見を失くし，同時

に現在の民族国家システムそのものを見直す

必要があると発表した。討論ではアメリカ国

内のユダヤ人の立場，また少数派問題などに

も触れた。

4． 「今後の中日米関係」

'IYoyMiller

テキサスエ科大学で経済を専攻するTroy

Millerは，中国のこれからの国際社会での可

能性に注目し，今後のアメリカの対アジア関

係は，日本，中国との三国関係が重要になっ

＜はじめに＞

国際関係の分科会では，各自が用意した英

文レポートの報告，それを基にしての討論を

中心に行なった。参加者8人は会議期間の半

分近くを共に過ごし，それぞれの個性を出し

つつ共に討論を進めた。

日本側からは，生粋の蝋大阪人〃と自他共

に認める原，コーディネーターとして常にグ

ループ全体の雰囲気に気を使った長谷川，英

文科を卒業後更に法律の勉強を続ける市川，

慣れない英語での討論に苦労しながらも健闘

した奥村の4人。アメリカ側からは，会議の

オフィシャルフォトグラファーとしても大活

躍したWendyJohnson,参加者中最年少

で常に元気と明るさを失わないLaraMan-

zIone,大らかな笑顔の一方で精力的に野外

研修の準備に奔走したコーディネーターの，

TroyMiller,そして会議終了後日本の大学

へ留学しているJoeWillemssenの4人で

ある。

＜分科会討論＞（発表順）

1.「日米関係：相互理解に向けての協力

の重要性」

WmdyJohnson

ポモナ大学で国際関係を専攻するWendy

Johnsonは,現在日米間で深刻な問題となっ

ている政治，経済，軍事的摩擦を考える時，
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TroyDMiller,奥村茂三郎,JosephT.Willemssen

WendyMJoImson,LaraL.Manzione,長谷川智可，市川ひろみ，原秀樹

てくるだろうと主張した。同時に同日午後に

予定されていた台湾領事館への研修に備え，

台湾の歴史についても説明し，その後全員で

予備討論を行なった。

5．「日米貿易交渉における力の均衡問題」

JoeWillemssen

デューク大学で東アジア研究を専攻する，

JosephWillems"nは近年の日米間の貿易

摩擦は，日本とアメリカ両国の政府及び社会

全体の構造の違いに原因があると述べた。具

体的には，アメリカ側にとっては日本語の習

得，国内の様々な世論の調整の必要性などが

交渉を行なう際障害となっている点などを挙

げた。討論では初めて経済問題がとりあげら

れ，日本の海外の不動産市場への進出，コメ

の輸入自由化の問題などについて意見の交換

がなされた。

6．「第2次冷戦におけるアメリカの、衰

退〃の影響」

長谷川智可

上智大学で社会学を専攻する長谷川は，近

年注目されてきているアメリカの「衰退」と

呼ばれる現象を軍事面，経済面で統計をあげ

て検証した。その後，アメリカは「衰退」或

いは変化しているのか，について全員で討論

し，アメリカの国際政治への影響力の変化，

それに伴う日米両国の今後の役割などに議論

は発展した。

7． 「北方領土問題」

奥村茂三郎

東京大学でアメリカ研究を専攻する奥村は，

アメリカ人には比較的なじみの薄いj坊領土

問題をとりあげ，地図や条約条文等を用いて

解説的な報告を行なった。アメリカ側参加者

からは「日本人は何故そのように北方領土に

執着するのか。日本にとって得るところは何

か。」などの質問が出された。また，先に報

告されたパレスチナ問題とも関連させ，一国

にとっての領土問題の重大さ，奥の深さにつ

いても考えさせられた。

8． 「東西対立の前線における独自の連動」

市川ひろみ
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た午前中行なわれた東欧渚国についての報告に

関連してギリシャの東欧での政治的役割は何か，

など幅広く質問が出された。

④ 台湾領事館

ギリシャ領事館に続いて同じ建物の中にあ

る台湾領事館に総領事のMr.'Ibun-Hsien

Linを訪ねた。氏は日本へ留学経験があり，

日本語も話されるということで，最近の日本

の国内事情についての雑談も交じえ，なごや

かに話が進んだ。アメリカ側からは対米貿易

について，日本側からは台湾での反日連動に

ついて等の質問が出された。アメリカで聞く

日本に対するアジアからの見方は一層印象深

いものがあった。

⑤ 米国平和協会(U.SInstituteof

Peace)

米国平和協会はアメリカ議会により，1984

年に設立された非営利団体である。団体の顧

問を務めるMrJohnRichardsonが私達を

迎えて下さり，口の字型のテーブルを囲み自

由な質疑応答が行なわれた。氏は高校生の留

学機関YFUの代表を務めた経験もあり，主

に私達の側からの意見に興味を持たれている

ようだった。日本の女性の地位はアメリカ女

性のそれと比べてどうか，と質問され日本側

の男性参加者が答えに苦しむ，などの場面も

みられ，笑いをさそった。

⑥ 世界銀行

8月12日，早朝8時半から国際ビジネスと

経済の分科会と合同で，ワシントンDCの世

界銀行へMr.RobertAyerを訪問した。多

忙なスケジュールの中時間を割いて会議室に

現れた氏は，時計を気にしながらも世界銀行

の機構，運営方法についてわかりやすく説明

をして下さり，私達は皆，眠気も忘れ熱心に

聞き入った。「世界銀行は非政治的組織であ

大阪大学で国際法を専攻する市川は，東欧

諸国の国際関係に関心が強く，長年東西対立

の舞台となってきたそれらの地域での住民に

よる独自の平和運動が，東西関係を変化させ，

国際関係全体に影響を与える，と述べた。

＜野外研修＞

① Dr.RichardRubbotom

当分科会最初の野外研修は，7月26日ダラ

ス市街のサンクスギビング・スクェアにDr.

Rubbotomをお招きして行なわれた。氏はそ

の経歴の前半を前在アルゼンチン米国大使を

始めとする外交任務にあたり，後半を大学で

の国際関係教育に費しておられ，アメリカの

外交，大統領選挙などについて見解を述べら

れた。秋に選挙を控え，参加者からも活発に

質問が出され，氏は日々変化する国際情勢に

対応するためには大統領は国内でより堅固な

超党派政策を進めること，議会は積極的に大

統領に協力することが望まれる等，答えられ

た。

② カーターセンター

7月31日，アトランタのカーターセンター

を訪れた。センターはカーター前大統領の事

務所に併設されており，内部は資料館になっ

ている。カーター前大統領の生いたち，キャ

ンペーンの記録，また大統領就任時他の中東

政策での手腕，キャンプデービッドでの成果

等がパネルで展示され，午前中に報告が行な

われた中東問題をさらに目で見て理解を深め

るよい機会となった。

③ ギリシャ領事館

8月3日，アトランタにあるギリシャ領事

館を訪ね，総領事のMr.Darasにお話を伺

った。主に質疑応答形式で進められ，オリン

ピック発生の地としての立場から，今秋行なわ

れるソウル･オリンピックについての見解ま
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り，その活動は全く経済的なものである」と

表向きはうたわれていても，実際は，援助金

の分配方法などで多分に政治的要素も関係し

てくる，とのことだ。世界銀行は「開発」と

は何か，を勉強するにはいい場所だ，と話を

しめくくられたのが印象的であった。

たろうか。

上のような問題がなかった訳ではない。学

問的レベルにおいても必ずしも十分ではなく，

その点に不満を持った参加者も居たことと思

う。コーディネーターが適切に議論を方向づ

け，発展的な結論に導くことが十分出来なか

ったという点もあり，反省している。ただ，

終始なごやかで明るく自由な雰囲気をつくっ

たという点では分科会として成功だったと思

っている。この分科会での経験が各参加者に

とって，幅広い分野に目を向け，興味と問題

意識を持ち，更に深く，広く，自分なりに国

際関係を考えていくひとつの踏み台になれば，

と期待している。 （長谷川智可）

＜終わりに＞

学生が国際関係を議論するのは難しい。話

が国家単位になるため，個人の経験に基づく

というよりは，単なる受け売りの知識の応酬

といったものにどうしてもなりがちである。

そして結論を出そうとすると，それはとかく

悲観論であったり，無味乾燥な一般論になっ

てしまったりする。私達の場合はどうであっ

国際ビジネスと経済

(IntemationalBusinessandGlml

EconomicDevelopment)

日米関係を考える時に，避けて通れない問

題の1つが，経済であるということは誰も否

定しないであろう。また「国境なき経済」と

いう言葉に表されるように，世界が相互依存

を深めている現在，日本とアメリカという世

界に強い影響を持つ両国に存在する問題一貿

易摩擦，対外投資摩擦等一を考えることは重

要であろう。同時に両国が世界経済に対して

なしえる貢献とは何かということも考えてい

く必要がある。そこで，当分科会では，日米

のみならず，世界全体に存在する問題に幅広

く考えていくことにした。

レポートの作成は各個人の問題意識に応じ

てなされた。以下，各人のレポート，また野

外研修の内容について簡単に振り返ってみた

い。

多国籍化する日本企業の経営について」

RobertSigler

アラバマ大学で経済，政治学を専攻する，

BobSiglerは，日本の経済発展の要因とし

て，日本のユニークな経営のスタイルをあげ，

その経営の主要な要素を分析し，またアメリ

カの経営スタイルとの比較，そして海外にお

ける日本的経営について述べ，日本の経営ス

タイルとアメリカの経営スタイルの融合の可

能性について発表した。主要な経営の要素を

雇用，意思決定プロセス，社会的な要素から，

上記の問題について考察し，国際化する日本

企業がどうあるべきかについて，討論された。

2．「日本の流通機構の克服について」

Veronica Brakus

ワシントン大学で国際関係を専攻するVe-

ronicaBrakusは，しばしば「非関税障壁」

として取り上げられる日本の流通機構につい

＜分科会討論＞

1． 「日本の外国における経営について－
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と同時に，日本の市場の未熟さをも批判し，

その成熟化の必要性を訴えた。また，日米両

国が親密な関係を保ち，共に繁栄すべきであ

るとした。

4． 「第三世界諸国に対する合衆国の政策

の在り方についての分析」

JamesTakami

カーネギーメロン大学で経営学を専攻する

JamesTakamiは，第三世界諸国に対する

日米の政策の在り方について，またこれら発

展途卜国に対する援助の必要性について発表

した。特にアメリカの海外援助の政策につい

て，その果たしてきた役割，歴史を分析し，

軍事援助のみに重点がおかれている現状を批

判し，経済的援助の必要性を訴えた。また，

世界全体の援助政策として，アメリカがラテ

ンアメリカ諸国の援助を，ヨーロッパがアフ

リカおよび中東を，日本が東南アジアの援助

を担当してはどうかとの提案も投げかけられ

た。

て発表した。このレポートにおいては3つの

点を指摘している。1つは，日本の流通機構

は日本人のニーズに合ったものであり，外国

企業の参入を拒むために政府によって設けら

れたものでないこと。2つめに，日本企業と

外国企業の取り扱われ方に特に違いのないこ

と。3つめに，外国企業が参入するためには，

日本企業との友好な関係が必要である，とし

た。

3．「企業の合併および買収について」

町田光弘

大阪大学経済学部で経済学を専攻する町田

光弘は,M&A(企業の合併および買収）に

注目した。M&Aの歴史,M&Aが起こる背

景,M&Aの理論，日本におけるM&Aの性

格,M&Aの現状について，グラフやチャー

トを用いて発表した。このレポートによると

M&Aは，日本において正当化されるべきで

あり，また日本の外国におけるM&Aが，人

種的偏見によって阻まれていることへの批判

岡崎厚，豊田牧子，町田光弘,RobertM・Sigler,VeronicaR.Brakus,吉田篤史

SuzanneMKounkel,JamesKTakami
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5． 「累積債務問題」

岡崎 淳

大阪大学経済学部で経済学を專攻している

岡崎は，現在国際金融市場において不安な要

素となっているラテンアメリカ諸国の累積債

務について発表した。累積債務問題が重要な

問題にもかかわらず，日本ではあまり認識さ

れていないのではないかという疑問を投げか

け，問題の重要性を訴え，現在の世界経済の

中での日米の果たすべき役割を，特に日本の

役割の拡大が必要であることを述べた。また，

先進国の努力と共に債務国の努力も必要であ

ると主張した。

6． 「貿易不均衡について」

SuzanneM.Kounkel

コロラド大学ボールダ一校で商学を専攻す

るSuzyKounkelは，貿易問題を分析した。

日米間に起った様々な問題の具体例をあげ，

それぞれの国に存在する問題を指摘した。レ

ポートにおいて，日本は非関税障壁を取り除

き，規制を緩和し，そして大国としての責任

を持つべきであると主張する一方で，アメリ

カも日本のシステムを理解すべきであり，ま

た教育制度等国内の問題を解決し，生産性の

向上に努めるべきであると主張した。

7． 「国際通貨制度改革」

豊田牧子

慶応大学経済学部で経済学を専攻する豊田

牧子は，現在の国際通貨制度の有効性に疑問

を投げかけ，その改革の必要性を主張した。

またその改革の案として，米ドル，円，マル

クの3ブロック制について，またターゲット

ゾーン制について述べ，国際協力の必要性を

訴えた。そして日本の役割は，金融市場を急

ぎ，また円の国際化を推し進め，円の使用圏

をもっと広めるべきであるとした。

8． 「太平洋の時代」

吉田篤史

早稲田大学政治経済学部で経済学を専攻す

る吉田篤史は，世界経済の中で太平洋地域に

スポットを当て，その経済の現状について図

や数値を用いて分析した。中でも日米のアジ

ア諸国に対する直接投資について述べた。そ

して最後に，アジアにおける日本の役割を増

やしていくべきであることを主張し，将来の

アジア地域の経済発展の可能性について述べ

た。

＜野外研修＞

① 日本長期信用銀行

ダラス駐在員事務所所長の武中秋一氏より

日本長期信用銀行の業務内容，その役割等に

ついてのお話を頂いた。お忙しいのにわざわ

ざサザンメソジスト大学まで来て下さった。

② カルテックス

B.F.クロスマン氏よりカルテックス社の

日本における操業等についてお話して頂い

た。クロスマン氏もサザンメソジスト大学ま

でお越し頂いた。

③ コカ・コーラ

コカ・コーラ社の経営方針，戦略等につい

て，お話を頂いた。

④ 国際復興開発銀行

ロバート・アイヤー氏より，世界銀行の歴

史，また現状についてこ説明を頂いた。この

野外研修は国際関係分科会と合同であった。

時間が短いのが残念であった。

⑤ ハース。アンド・マクブライド・イン

ターナショナル

当会議のOBであり委員長もつとめられた

ことのあるハース氏に，日本人をヘッドハン

トすることの難しさについてお話を頂いた。
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楽しくかつ充実した一時であった。 が，かといってなれ合いでもなかったように

思う。アメリカ人が予想以上に日本の事を知

っていたことには驚かされた。

最後に，野外研修をコーディネートしてく

れたBob,そして頼りない日本側コーディネ

ータを助けてくれた，分科会のメンバー達に

感謝の意を表したい。 （岡崎淳）

以上，全ての研修は有意義なものであった。

お忙しい中をさいて，お話をして下さった

方に心より御礼を申し上げる。

全体として，議論はリラックスした雰囲気

で行われた。迫熱した議論とはいい難かった

個人と社会

(RolesandResponsibilitiesfor

SocietyandOurselves)

＜はじめに＞

国際化がいっそう進み，国家間の問題が複

雑化している中，他の社会のシステムを理解

し，その上で国家間の問題に取組むべきであ

るとの観点から，当分科会では次の様なアプ

ローチを試みた。即ち，社会に対する個人の

責任と役割がその社会を特徴づける重要な要

素であるとの考えに基づき，ある社会が個人

に与える制約や自由に注目することによって

その社会の持つ概念や価値観を明らかにしよ

うとした。また，普遍的問題とも言える社会

や国家と個人の関係に関する諸問題を論じ，

各人の社会観の交換も行なうこととした。

はアメリカに比べて豊富なサービスが受けら

れるが，それを断る自由は無いのではないか

との指摘が為された。

2．「代理母問題とアメリカ社会の対応策」

Kendra YOshimoto

アメリカにおいて代理母問題は非常に新し

く，社会としてどのような判断を下すか決断

が迫られている。ここではBabyMをケー

ススタディとして取上げ，代理母に関する問

題をあらい直した後，各人がどのようにして

対処すべきか意見を述べあった。焦点は妊娠

期間を経ないことによる母親の子供に対する

愛情の欠如や法の問題では解決しきれない人

情にどのような原則を設けて制度を確立する

か，等であった。また，この討論を通じて社

会にはある事柄に対して，全く認めない禁止

的態度，判断を避ける傍観者的態度，社会に

受入れられたものとして認め，制度化する容

認的態度のいずれかを取るのではないかとの

指摘が為された。

3． 「日本の国際化論について」

北郷美由紀

この討論では，国際化論を媒介として日本

が国際社会の中で自らをどの様に位置付けて

いるかを概観する試みがなされた。オイルシ

ョック後，台頭してきた経済力と共に国際化

＜分科会討論＞

1． 「日本社会に於けるサービスについて」

岡田 治

各種職業，特に客相手のものではどこまで

気を配るかが日本では重要な点である。各人

のアルバイトの経験からの意見が出され，日

本では「お客様は神様」なのに対し，アメリ

カではある一線を越えた場合必ずしも客の要

求に答えなくてもよいと指導するなど，違い

を見せた。また，日本では教師が生徒の進学

指導に時には親よりも大きな役割を持つこと

にアメリカ人は驚きを示した。更に，日本で
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論は盛んになってきたが，今日の国際化論は

ナショナリズムと密接なつながりがあるとの

批判が経済，民族，歴史の3つのアブ｡ローチ

をとり，加えられた。これに対し，日本は自

分の色を出しているに過ぎず，それは批判さ

れるべきでは無い，との意見や日米両国に於

ける国際化とナショナリズムについての話し

合いがもたれた。

4． 「日米の裁判に対する意識の違い」

島岡良衣

このところアメリカでは過剰な訴訟が大き

な社会問題と成っている。一方，日本では一

般に人々の権利意識が低く，あまり訴えるこ

とが無いといわれている。ここでは，2，3

の具体的ケースについて日米の各メンバーが

訴えるか，またなぜそうするのか意見を述べ

比較検討した。その結果，どのような社会に

住んでいるかで意見を変えるメンバーも数名

見うけられ，大変興味深いものとなった。ま

た，法をめぐり，社会，政府，個人の関係な

ど，より一般的な議論も行われた。

5． 「日本社会一アメリカが見習うべき点」

RebeccaPayne

グループでの作業が重んじられる日本社会

に，時として個人が自分の意見を主張しすぎ

てしまうアメリカは学ぶべきものがある，と

して相手の気持ちを思いやる日本人的な人間

関係等が論文には記されていた。しかし，討

論の場ではそれを認めつつも，日本では大勢

に反した行動は認められず，その様な行動を

取った場合には社会は排他的な性格を持つこ

とが強調された。更に一歩進み，大多数のあ

る意見を支持するなかで少数の者の意見はど

の様に扱われるべきかについても論じた。

6． 「社会的偽善」

DavidThomas

社会の中には習慣や倫理による理由から法

的に禁止されてしまうものが存在する。ここ

では同性愛と麻薬を例にとって，なぜこれら

がアメリカ（少なくともその一部）で法的に

禁じられているかを話し合った。同性愛に関

してはキリスト教倫理が大きな影響を与えて

JonathanMarkH.Hall,DavidL.Thomas,毛利陽一郎，岡田治

KendraKYoshirmto,北郷美由紀,RebeccaE.Payne,島岡良衣
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ないか等の意見が見られた。

＜合同分科会＞（「言語とコミュニケーショ

ン」分科会と）

加州南部では，最近スペイン語系の住民の

増加により，2種，3種の言語を使用し，授

業を進める公立小学校が現われ，その是非を

めぐって新たな論争が起きている。これを例

にとった，国家はその国の使用言語を母国語

としない人々にどのような処置を施したらよ

いのかについての議論は大きな盛上がりを見

せた。日米に関係なく，どの程度方策を講じ

るべきかは各人微妙な違いを見せ，税金と国

家出費の問題や，人口移動に伴う問題等が絡

まり，一筋縄では解決のつかない問題である

ことを痛感させられた。

＜野外研修＞

野外研修先としては，先ず,@NECダラ

スプラントを訪れ，日本人とアメリカ人が共

に働く場でどのようなルールが用いられてい

るかを伺った。ワシントンでは，②スミソニ

アン博物館見学の後，③死刑反対運動連盟で

社会が個人に最も大きな影響を及ぼす死刑を

どのように眺めているかについて非常に興味

深いお話に触れることができた。フィラデル

フィアでは，下町に広がる麻薬や暴力から少

年達を守る団体，④ハウス・オブ・ウモジャ

の方々にお話を伺った。麻薬問題の深刻さを

語る姿は大変リアルで，一同大きなショック

を受けた。最後は，⑤クエイカーフレンドセ

ンターにおいて，平和主義を貫く彼等の社会

観に触れる機会に恵まれた。末筆ながら野外

研修の希望を受け入れて下さった各団体の方

々に厚く御礼を述べたいと思う。

（岡田 治）

いること，医学界では同性愛は決して｢病気」

では無いとされていることが指摘され，その

偽善性が問われた。麻薬については，アメリ

カ側からなぜ酒は良くて，麻薬はいけないの

かという問が日本側に出され，答えに詰まる

という場面もあった。総合的には社会は個人

の自由をどの様な理由でどこまで制限出来る

かに焦点が当てられた。

7． 画家による自由の配分と個人の自由

について」

MarkHall

ペンシルバニア州にあるアーミッシュの学

校教育制度を例にとって個人の自由とは何か

を話し合った。独特の教育理念を持つアーミ

ッシュの人々を理解し，同州は彼等の理念に

沿った教育を公立の学校で行うことを認めた。

一見，自由を尊重するアメリカらしいと見え

るこの処置は，実は国家から－集団に選択の

自由が与えられただけであり，決して個人に

自由が与えられたわけでは無い。ここでは，

国家の中で個人がどのように自由を得ること

が出来るかが議題の中心となった。

8． 「社会，そして私達にとって幸福とは」

毛利陽一郎

近代以降，生活圏の拡大，複雑化により利

益を主張する局面を人々はより多く持つよう

になってきた。よって，人々の間の利益を調

整する際にも只，近代社会の前提とされる自

然権を基準とする事は出来なくなってきてい

る。これをどのように解決してゆけばよいか

との問には，多くの資料を参考にし，バラン

ス感覚を保つことや起こった「事象」で判断

するのではなく，当事者がどの様にそれを解

釈しているかを考慮することが必要なのでは
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政治と社会

(PoliticalSystemsandPublicPolicv)

かで進められて行くものと感じられがちであ

る。私達にとって政治とはなにか，を問うこ

とは私達の分科会に課せられた課題の一つで

あったと思う。以下，各論文の内容とそれに

ついての討論をふりかえってみたい。現在日

米間の最大の懸案である貿易摩擦，その背後

にある文化摩擦や日米の政治制度や民主主義

「若者と時代」の分科会との合同ディスカ

ッションで議論になったことの一つに次の問

いがあった。「私達若者にとって，政治に参

加するということはどういうことか，また，

政治学を学ぶということはいかなる意味をも

つのか。」今日，ともすれば「政治」は私達

にとって縁遠いもの，私達とは無関係にどこ

報礎雫灘蕊筆》、蝿罐蕊蕊

》
恥藤篭郵鴬鶴《》電謹鱈露蕊韓謬

母

織

§ #
…鱗‘腎露…“’爵

; #;'f!
蕊

岸道信,MichaelF.Walsh,本田雅俊,TracyP.Lenard

小堀貴子,DeniseE.Banner,AlisaB.Goldberg,宇野重規

の問題の解決を探り，日本の内需拡大の方策

を考える一方，国際援助や防衛負担の増加を

提案している。

2．「無国境化した経済一日本政治のイン

パクトー」

小堀貴子

今日経済は国境の壁を越え，ますますグロ

ーバル化していくのに対して，政治は相変わ

らず国内の論理にしたがっている。このこと

は貿易摩擦などの問題を生じさせている。小

の違いといったテーマに関心が集まった。

＜分科会討論＞

1．「日米両国の直面する経済問題」

Michael Walsh

戦後，アメリカは自由貿易体制をリードし，

日本はその体制の中で，輸出中心の新重商主

義政策をおしすすめ，経済発展を遂げた。し

かしそのような関係は今日アメリカ側からの

批判を受けるようになっている。Mikeは,こ
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堀は，政治もまた無国境化して行くのか，も

しそうなら，その問題点は何かを問い，その

ような状況の下での日本政治のあり方を問い

かけている。

3． 「日本は民主主義国家か－日本式民主

主義について－」

本田雅俊

日本は真の民主主義国家ではないという批

判がよくある。本田はその理由としてよく挙

げられる自民党の一党優位体制や官僚支配の

批判を二大政党制信仰によるステレオタイプ。

とし，日本政治はその中で民主的な自由競争

が行われていて，タイプこそ違うがれっきと

した民主主義であるとする。

4． 「日本型政治制度の機能不全と外圧」

宇野重規

逆に宇野は，日本の政治を真に民主的でな

いとする。議員は「地元の面倒｣，「業界の面

倒」をみれば，組織票で当選できる。国会は

国民の声を反映せず，国民的コンセンサスを

作る場としては機能していない。外国との様

々な摩擦の増えるなか，国際社会における舵

取を国民の手で決めていくシステムづくりの

必要をうったえる。

5． 「現代日本の官僚制」

岸 道信

日本の官僚は優秀であると言われることが

あるが，岸はこれに疑問をなげかける。日本

人は自らを閉鎖的な単一社会と考え，調和を

貴び，権威に盲従する傾向があり，これが官

僚制を支えているとする。また，官僚の決定

作成過程やその意識や行動を批判し、これら

の問題をj日米半導体協定・東芝ココム事件

において探り，あるべき官僚制の姿を考える。

6． 「自民党における政治の特徴」

TracyLenard

Tracyは，日本政治を理解するために自民

党に注目する。自民党の派閥・金権政治・内

部組織の起源をその前身である政友会・民政

党にさかのぼって考える一方，総裁・役員会

・幹事長・総務会・政務調査会などの決定機

関の役割を探っている。

7． 「大統領を生み出すまで」

Denise Banner

アメリカの大統領選挙においては，その政

策よりむしろ候補者の（マスメディアを通じ

て有権者の目にうつった）パーソナリティや

スタイルのほうが重要な役割をはたすことが

多い。Deniseは，この傾向をケネディ・カ

ーターなどの選挙戦を例に説明し，やや個性

に乏しいといわれる今年の選挙戦の両候補，

ブッシュとデュカキスの場合はどうか，述べ

ている。

8． 「エイズ患者政策」

AlisaGoldberg

Alisaは以上の諸論文とはややおもむきを

かえ，両国に共通の問題であるエイズについ

て考察した。エイズは現在のところ治療法が

ない。そのためにエイズ患者への差別，エイ

ズテストをめぐる人権侵害などエイズ患者の

人権とその他のまだ感染していない人の人権

の衝突が生じている。その治療法確立までの

最大のキーは教育であると結論付けている。

以上の論文について様々な討論がなされた

が，興味深かったのは貿易摩擦や日本の農産

物の自由化についてディベートをおこなった

ことである。日本の見地から主張する組とア

メリカの見地からする組に分かれたが，それ

は必ずしも日本側代表とアメリカ側代表に一

致せず，中には日ご､ろの主張と逆の主張をし

なくてはならない人もいた。これは，相手の
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立場に立って考えるという意味でとても勉強

になったと思う。

＜野外研修＞

野外研修として以下の場所・人を訪ねた。

① Mr.ForrestSmith(ダラス・フォー

トワース国際貿易協会）

スミス氏はその経験をふまえ，日米の貿易

関係についてお話して下さった。その後，

ワールド・トレード・センターでのﾉf－ティ

ーに招いていただいたが，そこには経済関係

の様々な人々がいて，色々な話ができた。

② Ms.MableThomas(ジョージア州

議会議員）

黒人女性政治家のトーマス氏は，私達の宿

泊先のジョージアエ科大学の学生センターに

まで自ら宣伝カーを運転して来て下さり，州

議会の活動についてきさくにお話して下さ

った。連邦制度をとるアメリカでの州の果た

す役割の大きさ，氏の若々しさとエネルギッ

シュな態度が印象的だった。

③ Mr.ThomasLeonard(センター・

フォー・ディジーズ・コントロール）

「科学と社会」のテーブルと，合同ディス

カッションでエイズについてのテレビ討論の

ビデオを見た後，同センターを訪ね，エイズ

について説明を受けた。

④Mr.JosephMassey(米国通商代表

部）

日本でも最近非常に有名になった米国通商

代表部でマーシー氏に同代表部の活動，日米

貿易摩擦についてお話していただいた。氏

は非常な日本通で，日本についての理解も深

く，おもしろい方だった。

⑤Mr.ChuckAllen(ナショナル・リ

パブリカン・コングレッショナル・コミティ）

アレン氏はアメリカにおける政治宣伝の実

際をビデオを用いて紹介して下さった。民主

党・共和党の互いを批判するテレビ宣伝など

は見ていてなかなかおもしろかった。．

⑥Mr.PhilBurgEs(U.S.ウエスト）

バージェス氏は私達を私邸のガーRデン・パ

ーティに招いて下さった。そこではヒスパニ

ックの学生や南米の国の留学生の人達とも話

す機会があった。また氏は，日米を頻繁に行

き来している方で，その経験を踏まえたお話

はとても興味深かった。

以上，色々な方々のこ､協力とご親切によっ

て，私達は多くのことを学び，考えることが

できた。研修先の皆様にこの場を借りて感謝

の意を表したい。

政治とは何か，容易に答はだせない。し

かし，私は異なった意見・思想・利益を持つ

ものが共存して行くために欠かせないもQ垂

あると思う。独裁者の支配する全く多様性の

ないところでは政治はいらない。異質なもの

との接触なしには進歩はない。この分科会に

おいても様々な異なる意見がかわされた。こ

れを通じて自分のそれまで考えていたことを

再検討することができたと思う。

（宇野重規）
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哲学と芸術

(PhilosophyandtheArts)

ついて論文を書いたからである。

藤原は，例を見せながら東西の庭園を比較

し，更に相違の原因となる西洋人と日本人の

自然に対する考え方について，議論を展開さ

せた。自然の移りゆく様相が明確で，しかも

台風や津波などの要素を持つ日本では，＜変

化＞は当然のことであり，それは万物流転，

輪廻転生といった言葉にも表される。独特の

縮景法により，自然の風景を理想化し，象徴

化に努めようとしたところに大きな特色があ

る。これに対し，単調で変化に乏しい気候の

ヨーロッパはく変化＞を否定し，自然を人工

的パターンの中にとりこもうとするような印

象を与える。

環境の影響を多大に受けることにより生じ

るこのような違いは，そのままそれぞれの国

民性の違いを生む異なる土壌に通じると藤原

は指摘し，互いのバックグラウンドを理解し

ようとする姿勢の重要さを，改めて私達に認

芸術というのは,｢想い」の結晶であるとい

う考え方の上に，私達はこの分科会での討論

を進めた。意識的であれ，潜在的であれ，形

となって表現される芸術の背後には，ほとば

しるような思想と感情の流出が見い出され，

しかもそれは国境を超え，我々人間の胸に普

遍的な共感を呼ぶものなのだ。

言葉の壁にぶつかったり，抽象概念をうま

く伝えられないもどかしさを感じながらも，

私達はとらえようもなく大きな，言い表わす

ことは難しい「宝庫」を探りあてようとして

いた。以下はその経緯である。

＜分科会討論及び野外研修＞

7月26日（火）

1．陽炎がアスファルトからたちのぼるよ

うな猛暑のダラスで，私達はフォートワース

にある日本庭園へ足を運んだ。同志社大学の

藤原泰子が「庭園にみられる自然の概念」に

韓騨:

児島芳樹，増田行子,J.DavidMariscatti,GregoryHKalfas,藤原泰子

ConstanceMChen,新田陽子,KimL.Milone
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識させた。

2．藤原の次には，マックギル大学のDa-

vidManscottiが，日本映画についての発表

を行った。

Davidは，日本映画の歴史を大きく明治か

ら戦前，そして戦後から今日までに分けた。

前者は，体制に基づいたアイデンティティー

が映画という手段を通じて，国民に伝えられ

た時代であり，後者は，終戦によってもたら

された自由と解放の中で，新しいアイデンテ

ィティーの在り方をもとめる映画の時代であ

る。これらの共通点は，日本においては映画

が価値観や社会観念といった極めて思想的な

事柄をアピールする役割を果しており，観客

の欲求に答える娯楽としてのアメリカ映画と

は対照的である。日本において映画の社会に

与える影響は，他に類を見ないと彼は結論づ

け，アメリカのマス・メディアと同等に近い

精神的権威を持つものとした。日本映画に関

する彼の深い造詣は，驚くべきものだったと

いえよう。

7月28日（木）

①最初の野外研修先である，ダラス黒人

舞踊劇団のアン・ウイリアムス美術監督は，

豊かな身振り手振りを交えて，黒人だけで創

設された劇団の成り立つ経緯や，将来へと抱

えている主題について，熱っぽく語って下さ

った。鋼のバネと，生きた彫刻のような美し

い身体を持つ劇団員の案内してくれた稽古場

やオフィスは，明日への希望を感じさせるエ

ネルギーに満ちていて，私達は皆強く魅きつ

けられた。

7月30日（土）

② ウッドラフ・アートセンターにて，劇

、ファウスト～米国大統領編～〃・文豪ゲー

テのファウストを下敷きに，次期大統領選を

痛烈に皮肉ったこの舞台は，上演禁止の命を

受け，私達の訪れたのはその最後の公演日だ

った。簡素なセットと数名の役者ながら，そ

の質の高さと娯楽度はかなりのものであった。

7月31日（日）

3．ジョージアエ科大学の一室で開かれた

この日のディスカッションは，非常に活気に

溢れた刺激的なものとなった。ハーバード大

学から来たConstanceChenは,東洋と西洋

の絵画を比較しながら，それぞれの芸術表現

に対する考え方の違いを明らかにした。社会

や既成の事実を見つめる，いわば客観者とし

ての役割を画家に期待する西洋と異なり，日

本絵画の基盤には,「見えないもの，聰こえな

いもの」を画家の感性でとらえようとする姿

勢がある。視る者にある程度以上の知識を要

求する西洋に比べると，日本絵画を理解する

には，ただ鋭い直覚が必要なのだ。画布が額

縁を境として，描く者と視る者を区別してゆ

く西洋，逆に空間を重んじることによって視

る者を絵の一部としていく東洋。これらの事

柄はそのまま私達の文化の違いにあてはまり，

身近な話題を通して，熱っぽい議論が展開さ

れた。

8月3日（水）

③キャランウォード美術館の見学。

4．昼食をはさんで早稲田大学の新田陽子

が，日本人の神観念について発表した。彼女

は主に古代から仏教伝来までの宗教美術をと

りあげ，例を示しながら,､八百万〃ともいわ

れる神々と日本人の特有な関係を説明した。

太陽神アマテラスをはじめとする日本人の

自然崇拝は、目に見えない神々〃の系譜であ

る原始神道となって，今も各地に影響を残すb

一方で伝えられた仏教は，仏像建立という神

々の偶像化を日本人に教えた。ちょうど、目
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に見える神々”であったギリシャ神話の神々

が、目に見えない神”を父とするキリスト教

にとってかわられたのと逆の現象がおきたの

である。また，日本独特の神仏習合思想は，

米国人にとっても興味深いものであり，各々

が体験に基いた宗教論を披露し，話に花を咲

かせた。

8月8日（月）

④ 「歴史と文化」の分科会と共に訪れた

数々の東洋美術の名品を展示するフリーア．

ギャラリーは，日本美術の海外流出を考えさ

せ，また改めてその素晴らしさを認識させる

きっかけとなった。明るい陽射しをうけて輝

くスミソニアンの博物館群は，米国の持つ途

方もない文化に対する関心の大きさと，その

許容度の豊かさを日本人達におしえた。

5．午後，青山学院大学の増田行子による

プレゼンテーションが行われた。「感情表現

と洗練性～都市を通して～」と題された彼女

の論文は，感情，洗練，知脳，芸術，都市の

5項目についてそれぞれ意見が述べられ，全

体を通して人間とは何か，芸術とは何か，と

いう問いが投げかけられていた。このような

答えにくい問いを，情緒と知性という対立し

た概念からとらえようとした彼女の試みは，

抽象的ではあるがユニークで，関心をそそら

れた。情緒と知性の均衡の結果として生れる

洗練された感情表現が芸術なのだ。としたら

現代における東京のような大都会は，その中

で暮らす人間や，社会機構など全てを含む都

市として，そのものが巨大な芸術作品ではな

いかという彼女の考えは新鮮で，熱心に耳を

傾ける者が多かった。

8月11日（木）

6．ミシガン大学のGregoryKalfasの発

表は，ブロードウェイミュージカルをモチー

フとしたが，当人が演劇に関わっているだけ

あって詳しく，有名ミュージカルのテーマソ

ングを流しながらの軽快でリズム感に溢れた

ものとなった。彼の知識が群を抜いているた

め，討論には殆ど発展せず，質疑応答に終始

したが,20世紀のミュージカルの歴史をたど

ることは，次の週にN.Y.へ行く事も手伝

って和気あいあいとした雰囲気の中楽しかっ

た。究極のエンターテイメントとしての存在

を追究しつづけるブロードウェイミュージカ

ルも，その時代と人々を反映した存在理由が

あり，今日，従来のミュージカル形式と異な

るブロードウェイオペラー「エビータ｣，「し

・ミゼラブル」，「オペラ座の怪人」等一の大

成功もそのひとつである。また「キャッツ」

等，アメリカを原点としないミュージカルの

普及にみられる国際化も，近年のトレンドの

ひとつだと指摘した。

7．午後は，折よく催されていたフランク

・ロイド・ライトの展覧会を見学後，ロヨラ

大学のKimMiloneを中心にライトについ

て語り合った。アメリカの生んだこの偉大な

建築家は，有機的建築を標傍したが，それは

材料の本質を生かし，敷地となる環境の特性

の止揚をはかり，その結果，建物の構造と機

能は一如となって，いささかも人間の自由な

意志の発露を阻むことのない存在となる。諸

空間の自由な移動と，調和，そして開かれた

自然に重点を置いた彼の建築物は，日本の美

学や道教も影響を受けている。限りない精神

性と個人の自由なインスピレーションを追究

した作品群に，感銘を受けた者は多かった。

充分な討論時間の割けなかったことが心残り

である。

8月12日（金）

⑤ 芸術の世界における女性の地位と役割

－76－



の認識のため，独自の運動を続けているメリ

ー・ホプキンス氏に興味深いお話を伺った後，

ペンシルバニア美術館へモダンアートの見学

に出かけた。五感を強く刺激し，作用する作

品群に，大きな感動を受けた者，嫌悪をしめ

す者と様々だった。

8月14日（日）

8.Davidの広い家で，爽かな緑風に吹か

れながら，最後のプレゼンテイターである東

京大学の児島芳樹が，近代の基本的な世界観

についての分析をおこなった。彼は私達一般

市民の価値観，世界観を考察し，近代という

言葉で総括されるこの時代についての多くの

言説から，その基底にある共通する考え方の

特徴を抽出した。他のメンバーに較べ，思想

を中心とした発表は個性豊かで，分科会にお

ける討論の在り方そのものにまで，議論が発

展した事は，ラストを飾るにふさわしい幕切

れだったのではないだろうか。

8人ではとてもカバーしきれない広大な芸

術という名の王国を，僅かずつながら私達は

確実に歩んだと思う。たとえ小さくとも，何

らかの足跡になれば，この分科会の意義はあ

ったのかもしれない。 （新田陽子）

歴史と文化

(HistoryandCulture)

題意識で，討議に臨んだ。日米文化摩擦とも言われるように，近年の

日米間の経済・政治上の摩擦は，文化の分野

にまで波及しつつある。今こそ私達は文化の

相互理解に努めるべきであり，その際歴史

的観点が不可欠である。私達はこのような問

＜分科会討論＞

1． BrianFoote

「ステレオタイプ」と題して，日米両国民

趣唾羅燕蝉錘一垂一己一蕊召鴛壼一一、慰蕊蕊》一ｍ》議騒慰感

驚蕊

LisaMShaver,ZacharyWRaley,BrianL.Foote,近藤 夏

渋谷恵，山本晃一，塚本亜希子,SusanC.Shin
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が互いに対して抱いてきたステレオタイプ°的

イメージを歴史的に概観し，我々は異文化に

ついて不正確または不十分な知識しか持たな

いときにステレオタイプを作りがちである，

と指摘した。ステレオタイプの功罪やマス・

メディアの責任などについて話し合い，興味

深い発表となった。

2．塚本亜希子

「日本人の自己像の変化」を扱った論文で

は，明治以降の日本人の手による日本人論を

取り上げ，それらの多くの基底にある西洋へ

の劣等感を指摘し，経済大国となって目標を

喪失したかに見える日本は，新たな自己像を

持つことを迫られているが，その際，誤った

優越感を抱くべきでない，と主張した。

3. SusanShin

「差別の歴史：日系米国人強制収容」と題

し､た論文で，この不幸な出来事の歴史的経緯

を示しつつ，その背景には人種偏見のみなら

ず，経済的・政治的要因が存在したことを述

べた。

4． Lisa Shaver

「すべての者へ正義をもって」と題した論

文で,Susan同様に日系アメリカ人の強制収

容問題に焦点を当て，歴史を見る際に熟Why"

を、How〃との関連で理解することの重要性

を述べた。

偶然ではあるが，2人のアメリカ人学生が

「日系米国人収容」をトピックにしたことは

大変興味深いことであった。

5.ZacharyRaley

「アメリカ人にとって禅とは何か」と題す

る論文は，なぜアメリカに於て禅がこれほど

までに受けいれられたのかを分析するもので

あった。各人の宗教観を混じえて，日本の｢宗

教的寛容性」の理由や，新興宗教についてな

ど，興味深い議論が行われた。

6．近藤 夏

「日本における、恥”の歴史と文化」と題

する論文では，ベネディクトが「菊と刀」で

展開した議論に代表される「恥」・「罪」の

観念に関する諸説を検討し，日本における，

「恥」の概念や歴史等を論じた。また参加者

全員に対してアンケートを行い，日米の学生

の間で「恥」・「罪」の感覚について対照的

な結果が得られた。

7．渋谷 恵

「近代国家への移行：明治期の生活習慣に

ついて」と題して，明治政府の近代化政策が

国民の生活習慣の西洋化の強制にまで及んで

いたことを示した。「西洋化」＝「近代化」

なのであろうか，日本では西洋化の程度を尺

度に文明に優劣をつける傾向があるのではな

いか、などの点が挙げられた。

8 山本晃一

「敬語の考察」と題する論文発表では，日

本語の特徴としてしばしば取り上げられる敵

語」の国語史における変化，その社会的背景，

英語との対比などを述べた。敬語の簡略化・

腕曲化は支持されるべき方向である，と主張

した。

ユニークな個性をまとめ，分科会を成功に

導いてくれたコーディネーター,Natsuと

Brianに感謝したい。

最後に熟TheHistoryandCUltureis

TheBestTable!"

（山本晃一）

＜野外研修＞

① オールドシティパーク（ダラス）

かつてアメリカ系住民自身の力でメキシコ

から独立をかちとり，後に州として合衆国に

編入したテキサスは，現在でも50州唯一，州
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旗を国旗と同じ高さに掲げることを許されて

いる州である。その独立・編入当時，19世紀

の民家，商店，教会などを一同に移築した歴

史公園を訪れた。教会では当時の衣装を着た

テキサス出身の英雄たちが，彼らのフロンテ

ィアスピリットあふれる生き方，テキサスの

歴史を語ってくれた。千年以上の歴史をもつ

日本の古い木造建築などに比べれば，まだわ

ずか百数十年前の建物ばかりで，この国の歴

史の浅さを感じずにはいられなかった。しか

し，背後に立ち並ぶダウンタウンの摩天楼と

広い芝生の中に点々と並ぶ木造の小屋を見な

がら，彼らがアイデンティティの源泉として

自分たちのアメリカへの第一歩目の足跡をど

れだけ大切にしているのかを感じた。

② ハイ・ミュージアム・オブ・アート

（アトランタ）

1983年に建てられたこの美術館は，その

建物自体，真白なタイル張りで現代的．かつ

外観や内部の構造には曲線が使われ，自然光

をいつぱいに採り入れた，明るく美しい美術

館である。美術館はもはや単に過去の作品の

陳列会場ではなく，新しい文化・芸術を生み

だす場でなくてはならないことを十分に意識

し，そのための企画を意欲的に行なっている

ようだった。日本でも，このような活動が最

近見られるが，ますます必要ではないかと思

う。

③ CNNセンター（アトランタ）

見学ツアーで,CNNのスタジオや番組の

裏で働く人々の様子をみた。テレビで見てい

るCNNのニュースが放映されているのを目

の前にしても，なかなか実感がわかなかった。

また，これだけの情報の中心が，首都でもな

い南部のアトランタに本拠を置いていること

は，今の日本の東京集中の状況では考えられ

ないことである。

④ スミソニアン美術館（ワシントンD.C)

数ある美術館，博物館群の中で，フリーア

美術館とアジア芸術を集めたサクラーギャラ

リー，国立アメリカ歴史博物館を訪れた。サ

クラーギャラリーの隣にはアフリカ芸術の美

術館があり，共に新しく，アメリカがアジア，

アフリカに強い関心を持ち始めたことを感じ

させるものであった。また，日本という風土

から切り離されて，単に美術作品として展示

されている仏教画や仏像を見て，文化と風土

の密接な結びつきを改めて感じた。

⑤ フィラデルフィア史跡ツアー

リバティベルをはじめ，建国当時の重要な

建築物が残されている一帯をテープの案内に

従って歩いて回るツァーを行なった。昼のレ

セプション帰りで，それぞれワンピース，背

広姿のまま，照りつける太陽のもと3時間以

上歩き回るという苛酷な野外研修であった。

が，勝手にしゃべりまくるテープに加えて，

アメリカ人学生が一つ一つ詳しく説明してく

れた。テキサス，オールドシティパークで見

た建物と，建国時の政治，経緕の中心として

働いたレンガ造りの建物との対照は印象的で

あった。

「歴史と文化」をテーマとする私たちにと

っては，アメリカで見るもの間<ものすべて

が,｢歴史と文化」の体験であった。野外研修

では同じものを見ても，日米あるいは個人に

よって大きく異なる見方，考え方を知ること

ができた。一人で，あるものを一面から見る

より，8人がそれぞれの視点から見ることに

よって，そのものの立体的な姿が多少なりと

もつかめた。「歴史と文化」という身近なテ

ーマを考えるとき，私たちは近視眼的な見方
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の見方というものを忘れてはならないだろう。

（塚本亜希子）

に陥りやすい。が，分科会の討論，野外研修，

また会議全体を通じて学んだ，立体的なもの

若者と時代

(YoungerGenerations:

Past,Present,andFuture)

当分科会は，会議全体をとおして，徐々に

ひとつの強烈なメッセージを形づくることと

なり，最後には当会議のカウンターカルチャ

ーを自負するまでに至った。そのメッセージ

とは，「だが，お前はどうなんだ?!」という

問いかけに始まる。私達は，スケジュールで

充てられた分科会討論の時間のほかに，ジョ

ージアエ科大のカフェテリアやジョージタウ

ンのレストラン，プリン・マーからフィラデ

ルフィアのダウンタウンに向かう列車のなか

など，あらゆる場所で延々と討論を続けた。

話題は多岐にわたったが，いづれの場合もそ

れぞれが自分自身について語る語り口を求め

ていた。私達にとって,蝋若者〃とは、自分〃

のことであり，､時代〃とは‘今〃をおいて他

にないという認識が，議論のなかから自然に

培われていったからであろう。以下は当分科

会の討論及び野外研修内容の概略である。

が考えられるか，等の討論に及んだ。討論の

なかで各人は自身や自分の身の回りの人々の

麻薬体験を披露し，日米の違いがくっきりと

浮き彫りにされた。

2． 「現代日本のいじめ」

服部直也

服部直也は，日本の学校で問題となってい

る「いじめ」を取り上げ，その原因について

論じた。彼は特に，最近では劣っている者だ

けではなく，秀でている者もがいじめに遭っ

ている現状に注目し，これは日本社会の同質

化が進む兆候であり，ますます日本からは優

秀な人物が生まれなくなるとの見解を示した。

討論では，日本側が各自の学校生活を振り返

り，今のいじめ現象への移り変りを考察し，

アメリカ側も自身の学校での問題と比較検討

した。

① ダラス少年感化院

少年犯罪と呼ばれる青少年の逸脱行動の実

際に触れるため，私達はダラス市郊外の少年

感化院を訪れた。質疑応答を中心に行ったス

タッフの話では，テキサス州の社会政策の

弱さや少年更生制度の歴史的変遷，多様化し

ている更生プロク,ラムの一週間単位での概観，

少年犯罪の種類の移り変り，人種間での犯罪

率の違い等が語られた。また，スタッフの案

内で設備を見学することができ，独房の広さ

などについても話が及んだ。麻薬が少年犯

罪の隅々にまで浸透しているという話が，や

はり私達の注目を浴びた。

② アトランタ・サバイバル・ゲーム

＜分科会討論及び野外研修＞

1． 「麻薬の蔓延：日本とアメリカ」

CraigSherman

CraigShennanは今アメリカで大問題に

なっている麻薬に着目した。最近ではクラッ

クという新種が中高生はおろかﾉl学生をも脅

かしつつあるという。各種の麻薬の違いの説

明から始まった発表は，何故麻薬がアメリカ

でこれほどまでに蔓延しているのか，何故日

本ではそうならないのか，現状と歴史的背景，

現在アメリカで麻薬を合法化しようとする動

きがあるが，これが実現されたらどんな影響
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敵味方に分かれて林のなかに入り，当たる

とペンキが飛び散る弾を撃つ玩具のピストル

を使い，敵陣の中央にある旗を取り合うとい

う，子供の遊びを応用したゲームが大人の間

ではやっている。プレーヤーは迷彩服を身に

まとい，用具は洗練され，専門雑誌や全米選

手権もある。私達はこのゲームに実際に参加

し，弾を撃ち合い,蝋殺され",戦場に極似した

状況を人工的に作り出しているプレーヤーが，

実は平和主義者であるというパラドックスを

共体験を通じて理解することができた。

③ グレイディ病院：十代妊娠相談所

アトランタのダウンタウンの一角にあるこ

のセンターで，カウンセラーや実際に妊娠・

出産を体験した十代のボランティアと話し合

いの機会をもった。彼らの仕事は，家庭や公

立学校に出向いて性についての情報を与える

ことや，クリニックでの妊娠チェックやガイ

ダンスである。話し合いのなかでは，セック

スへの様々なプレッシャーを断るテクニック，

中絶するかどうかの決断の問題，男性側の役

割，宗教との関係等が話題にのぼったが，な

かでもカウンセラーが教育の重要性をしきり

に説いていたことと，思春期から結婚まで約

10年間まったくセックスをしないことが現実

的であろうかというコメントが印象的だった。

3．「教育の力」

Willamarie Moore

WillamarieMooreは昨今アメリカで論議

を呼んでいる「教育の荒廃｣(いわゆるCultu-

ralLiteracyissue)をテーマに選んだ。発

表では今や教師は生徒に、指針"を与えるこ

とができず，結果として若い世代は「いかに

物事を思考するか」の訓練ができていないこ

とが指摘された。つづく討論では，その原因

が探られ，何らかの指針があったとされる60

年代と80年代が比較検討された。60年代が，

執失敗した〃ことによる失望感，敵の不在，

画一化傾向等が話し合われ，自分達や身の回

りの学生生活を紹介しあったが，帥年代に，

「学生」であることをあまり心地良く思って

いないメンバーが多いことに驚かされた。

④ ナショナル・エンダウメント・フォー・

ヒューマニティーズ

ヮシントンDCにある連邦レベルの教育諮

問機関で1965年に設立された。主に初等及

び中等教育で言語・歴史・文学の基礎知識を

教え込むよう指導しており，最近の教育論争

で注目もされている。私達はここを訪れ，能

力別クラス編成の是非，創造性教育と記憶中

心の教育の理想的バランスの問題や，昨今の

論争の火付け役であるAブルームやEヒルシ

ュについて意見を交わした。さらに高等教育

機関の諸問題にまで発展し，教授の業績主義

や一般教養科目の教授法などについても話し

あった。

4． 「文学における若者像の変遷と今日の

若者」

鬼頭三樹恵

鬼頭三樹恵は「太陽の季節」「赤頭巾ちゃ

ん気をつけて」「なんとなくクリスタル」の

三点をそれぞれ,60年代,70年代,80年代の

若者を描いた文学作品として選び出し，主人

公を中心とした若者像について比較検討を行

なった。討論では，特に70年代とはどういう

時代であったかに関して，ミーイズム。やさ

しさ・深夜放送・疎外感・暴走族・ラブホテ

ルなどのキーワードを抽出して意見を交換し，

さらにホテル・カリフォルニアの歌詞分析を

試みた。メンバーのなかでの若干の世代の差

が，70年代に非常に思い入れがある者と70年

代がまったくの空白という者をくっきりと二
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分したのが興味深かった。

⑤ ジェイムス・ギルバート氏

（メリーランド大学教授）

ジョージタウン大にギルバート教授を招い

て，アメリカにおけるマンガ雑誌の特徴や人

気の盛衰について1930年頃から現代までを

通観した。スーパーマンから始まって，人気

が出るとともに反対運動も盛り上がった50年

代，一時衰退の一途を辿った60年代等々・討

論のなかで日本におけるマンガ雑誌事情との

比較も試み，アメリカのマンガの伝統がサク

セスストーリーやスーパーヒーローを描くの

に対し，日本では人間性や協調性を訴えるも

のが多いなどの意見が出された。氏の，80年

代は新ピューリタニズム的傾向が見られる点

で50年代と似ているという指摘が私達の興味

をひいた。

5． 「パンクロック・サブカルチャー／対

抗文化創造の物語」

MorleyRobertson

MorleyRobertsonは,1950年代以降画

一化の進む一方であるアメリカ，そして日本

において，対抗文化というものはどこから，

そしていかにして生まれ得るかを検討し，そ

の題材としてパンクロック，特にセックスピ

ストルズを取り上げた。彼の持参した数々の

テープを聞き（彼自身のバンドも含め),パン

クの型破りなメッセージの伝え方に親しんだ。

討論では，8膵代＝今，若者＝私達にとって

の対抗文化の必要性や可能性について話しあ

った。Morleyの、自己の内側からの出発〃

という思想と実践は，私達の胸に確かな刻印

を残した。

＜合同分科会討論＞

（「政治と社会」分科会と）

「政治と社会」の分科会と，若者の政治参

加について話し合いの機会をもった。

6．「若者と日本の国際化」

青木麻喜子

青木麻喜子は，現在「帰国子女」と呼ばれ

る日本の若者が増加していることを念頭に，

彼らが日本の国際化に果たす役割の大きいこ

とをいくつかのデータをもとに発表し，日本

はこれらの人々のもつ属性を充分に活かして

いくことが肝要であると主張した。討論では，

文化摩擦の問題や各人のいわゆるカルチャー

ショック体験の有無などが話しあわれ，さら

には，この会議が各人に及ぼしつつある影響

などについても話しが及んだ。「関西人は東

京よりもアメリカの方が違和感を感じない」

とのコメントはとても興味深かった。

7． 「『ライ麦畑でつかまえて』50年代ア

メリカと80年代日本」

ElissaLeif

ElissaLeifはサリンジャーの小説「ライ

麦畑でつかまえて」が50年代のアメリカと80

年代の日本で同様に人気を博していることに

注目し，その共通性を考察した。印年代のア

メリカは親子関係に大きなきしみが見られた

時代であり，子供の、反逆〃の象徴としてこ

の書物が売れた一同様のことが新人類"

世代の日本にもあてはまらないか等々・討論

では，これと関連して日本での村上春樹人気

や，アメリカでの「ブライト・ライツ・ビッ

グ・シティ」の成功などが紹介され，そのト

ーンの共通性の理由を探ってみた。

8．「消費社会と現代日本の若者」

今田克司

今田克司は現代日本の若者の政治的保守化

傾向，行列を楽しむ現象，ファミコンブーム

を端緒に，日本社会がここ30年来の生産志向

型社会から消費志向型社会に変化しつつある
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ことを論じた。彼にとってはこの象徴的存在

が東京ディズニーランドであり，日本全体が

、ディズニーランド化〃しつつあると憂慮し

た。討論では，日本における諸々のブーム現

象にスポットを当て，アメリカでそれほどの

全国的現象が起こらない理由，アメリカの消

費性向の変化などについて考慮した。

て当初からの確固とした目的ではなかった。

8名の参力暗が討論を重ねるに連れ，精徴な

理論や崇高な理想もコミットメントなしには

ただの脆弱な建造物であることを訴えかけあ

うスタイルが私達のなかにできあがっていっ

たのである。この意味において，この分科会

は大成功であった。確かに私達はトピックに

恵まれていた。しかし以上のような認識は，

トピックの相違に拘らず常に追求されるべき

態度ではないだろうか。私達が会議に向けて

投げた石は既に波紋を作り，次回以降の会議

に生かされるはずである。そうなることを切

に願いたい。 （今田克司）

この分科会はひとつの実験であったと思う。

天下国家や日米関係，平和，経済，教育等を

議論する会議の伝統に，、自分〃というもの

を前面に押し出す視点をもつことで一石を投

じてみたのだから。しかしこれは結果であっ

灘

服部直也今田克司,MorlyE・Robertson,CraigD.Sherman

鬼頭三樹恵ElissaLeif,Willamarieハわore,胄木麻喜子
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第3部 準備活動報告・エッセイ

準備活動報

生目

第40回日米学生会議日本側実行委員会活動記録

当会議は「学生の，学生による，学生のための会議」として，その準備活動のほとんど一切を，

前回の会議の参加者から選出された実行委員が担う伝統を持っている。実行委員会の活動内容は

日米で多少の違いがあるが，日本側についていえば，財務・経理活動，広報活動及び選考，アメ

リカ側との各レベルでの通信に大きく分けられる。以下はその活動内容をまとめたものである。

全 体 1米側との通信i財務・経理 広 報 選 考

87.8 新実行委員会ミーティング

及び長崎合意書作成（39回会議終了時）

87.9 新旧引き継ぎ

定例ミーティン

グ開始

10

理念合宿

テーマ・タイト

ル和訳

公式通信l

（米日）受取

公式通信1

（日米）発送

｜ポスター発注 1

参加費決定 ｜東京講演会講演1応募資格討議
｜者決定

担当別予算提出｜パンフレット発｜
｜注
’広報戦略討議｜選考の理念討議
；ポスター完成,i

配布開始！

第1回選考合宿

39回事業報告書

完成

公式通信2

（日米）発送

11

鉛回ビデオ完成1公式通信2

!(米日）受取

｜公式通信3

第2回選考合宿i(日米）発送

｜公式通信3
1（米日）受取

｜公式通信4
1（日米）発送

パンフレット完

成，配布開始

|大学説明会開始I方法討議

旧程・場所・受験

｜料等決定

12 |東京講演会・説I選考コミティ発足

|明会1＃公式通信4

1（米日）受取
代理店決定 ；費用負担電話交

外務省後援依頼：渉

!予算書作成 I実施要領案作成1会場予約

|財務活動戦略討I ｜方法決定
i議
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全 体 i米側との通信I 財務・経理 広 報

実施要領発注

選 考

I公式通信5

1（米日）受取
|公式通信5

1（日米）発送

12

88．1 地方大学等ヘポ｜
スターとパンフ｜

発送

東京講演会講演｜
者決定

実施要領完成，｜
配布

ダイレクトメー!OB面接官依頼
ル発送

メディア曄鵬目始I

外務省後援決定

公式通信6

（米日）受取

ワ
ロ

I問題作成合宿

東京講演会・説｜

明会 I受験案内等作成

関西講演会・説｜
明会

3 ｜公式通信6
1（日米）発送

｜公式通信7
1（日米）発送

長崎より被爆者｜公式通信7
招待決定 ！（米日）受取

応募締切

1次試験

採点

1次合否通知発送

2次試験

参加者決定

合否通知発送

4 第3回選考合宿i公式通信8

1（米日）受取

1公式通信8
1（日米）発送

I公式通信9

39回報告書完成I（米日）受取
5 全体合宿

東京．関西定例|公式通信10
会開始 ！（米日）受取

｜公式通信9
1（日米）発送

財務活動開始

6 i公式通信11 !
’（米日）受取 i

l公式通信10 ’
1（日米）発送 1
1公式通信12 1

1（米日）受取I

71直前合宿
i目標金額達成 ｜

※l.米側との通信には，上記の公式通信（日米委員長間）の他，委員長間非公式通信，分科会

・フォーラム・コロキアム・開催地等のコーディネイタ一間通信が存在する。

2．会議が日本で開催される際には，上記の項目に，実際の会議日程作成のための「う°ログラ
ミング」が加わる。
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スカッションと，そのフォーラムの担当でな

い者に新たな知識を，そして，そのフォーラ

ム・タスクフォースには新しい視点を与える

というようなミーティングであり，それが本

会議においてもよく反映されていたと思う。

日米学生会議の参加者とはいえ元をただせ

ばこの会議の名が示すように学生であり，参

加者のそれぞれが学業，就職活動，大学院入

試，クラブ活動，アルバイト等，時間を割か

なくてはならない事を抱えており，又遠方か

ら四谷に毎回通わなくてはならない参加者も

いて，皆時間のやりくりに苦労しながら定例

会に集まってきた。本会議までの2ケ月半と

いう短い期間の中，とにかくできるだけ多く

<の資料を集め，それを発表できる形にして

アメリカに出発するというのが理想ではあっ

たが，やはり資料は多く集まり，それらにつ

いてのディスカッションはできても，実際の

会議でそれをどのような形で発表するのかと

いうところまでは到らず，結局，大量の資料

をスーツケースにつめ渡米，本会議中にそれ

を形にするという結果になった。フォーラム

やコロキアム等の前はその担当になっている

者が徹夜して準備する姿がよく見られた。

定例会はその本会議自体の準備という目的

もさることながら，参加者にお互いをよく知

る機会を与えるという意味もあった。定例会

準備期間～関東編～

5月3日から5日の3日間の全体合宿を終

え，参加者の各人がそれぞれのフォーラム，

コロキアム，ジャパンナイト，分科会等の準

備を始めることになった。日米学生会議への

参加が決まったものの，前年の会議を知らな

い新参加者にとってまさに暗中模索といった

感じの中で，けれども前年の参加者である実

行委員の助言のもとに，本会議へ向けての準

備がすすめられた。場所は四谷の国際教育振

興会の教室を使い，基本的に毎週土曜日2時

から5時に定例会がもたれた。内容は主に実

行委員から会議全般についてのインフォメー

ション，フォーラムのためのディスカッショ

ン及びその中間発表，テーマディスカッショ

ン，ジャパンナイト,JLCの打ち合わせ、

分科会のミーティング，英語でのディスカッ

ション等で，限られた時間の中，毎回，毎回

実行委員の1人がレジュメを切り，参加者が

自分の担当のフォーラム，ディスカッション

等の準備をし，定例会に臨むという形で進め

られた。例えば，フォーラムの中間発表では

そのフォーラムのタスクフォース（担当者）

が今までに調べたことをまとめて発表するの

だが，その後参加者による質疑応答又はデイ
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る様になったのは5月に行われた全体合宿か

らだ。この時初めて，これから一緒にやって

いく40名のJASCer達と顔を合わせたのだ

が，自己紹介の時から人材の多様さにショッ

クを受けた。第2のショックは40回の実行委

員の前年の夏から春までの活動報告を読んだ

時で，この時初めて,JASCは学生によっ

て運営されている，という言葉の意味を理解

した。実際に参加費から選考のやり方を実行

委員が決定していく様子がわかり，本当に毎

年ゼロから創り上げられるのだという事を実

感した。第3のショックは空き時間の雑談か

ら引き起こされた。それまで安穏と暮らして

きた私は，国際情勢から笑いの文化に至るま

で皆の知識の広さ，考えの深さに唯々圧倒さ

れるばかりであった。また各フォーラムの係

も決められ，本会議の進行の仕方についてな

ど白熱した討論が繰り広げられたが，その際

に反対意見に耳を傾け，その意味するところ

をくみとろうとする態度が殆ど全員にあるこ

とに気付いた。この態度が互いの信頼関係を

築き，意義ある本会議を作る土台となるのだ

ろう，と思った。

定例会は5月14日から本会議まで10回行わ

れた。関西ではまず定例会を始める前に，そ

の時最も話し合わなければならない事をリス

トアップしてから話し合いを進めた。東京と

の決められた時間の中ではすべての予定を消

化しきれず，5時以降は四谷近辺の喫茶店で

定例会の続きをすることもしばしばだった。

時にはコーヒーをビールに変え，夜中まで準

備をしたこともあった。議論を通してその人

の意外な一面を知るということもたびたびあ

った。会議が終わってそれぞれが多くの知識

と経験，たくさんの想い出を胸に刻んだけれ

ども，本会議の準備期間である定例会でも，

本会議という一つの目標に向かい，みんなが

力を合わせて協力した。準備を進めていくと

いう中には，確かにすべてを投げ出したくな

るほどの多くのやらなくてはならないことか

らの重圧やいらだちなどもあったが，それを

乗り越えたからこそ，本会議と同じくらいの

想い出をみんなが得たのだと思う。

最後に，定例会をスムーズに進めるため，

多くの努力をし，又，新参加者の大きな助け

となってくれた第40回JASCの実行委員の

みんなに感謝し，そしてすべての参加者にご、

くろうさまといって報告を終わりたい。

（渡辺幸一郎）

準備期間～関西編～

私が実際に自分をJASCerとして意識す
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ものは社会の理解なしには成立しないものな

ので，社会への還元というのは大きな課題だ

と思った。そういった事をJASCの歴史を

ふまえて考える為にOBの方々に集まって頂

き話し合う機会が設けられた。炎天下でのジ

ャパンナイトの練習，英文レポートの締め切

りに追われた事など，書けばきりのない苦労

だったが，今は充実した思い出となっている。

そして最後は，やる，やらないの物議をか

もし，やっとのことで実現した直前合宿，全

体合宿以来3カ月振りに関東と長崎のJAS

Cer達と再会した時の嬉しさはとても口では

言い表わせないものだった。そこで最後の詰

めをしていよいよアメリカへ……。

（三岡朋子）

の情報交換の困難さのため思うように会が進

まず，あせる場面もあったが，全体としては

なごやかな雰囲気の中で活発な話し合いで，

私個人としては満足のいくものだった。自由

討論は原則として英語で行うことになってい

た。内容は，人権，核抑止論の脆弱性，安保

問題，平和とは何か，自衛官合杷，なぜ原爆

が落とされたのか，などの問題に関しての全

くの自由意志によるう°レゼンテーションの後

討論を行った。また本会議に入ってしまう前

にぜひ40回日米学生会議の意義を話し合う必

要があるという事で，40回参加者としてJA

SCに何を求めるか，社会に還元すると言っ

ても何が出来るか，どうすべきか，という事

も話し合われた。実際JASCの活動という

§
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エッセイ れてその度合いは増した。いろいろな所で板

挾みとなり，自分の言動に自信が全く無くな

った。実行委員のくせに右件存往した。ため

に，周りにはひどく迷惑をかけた。IT'S ALL RIGHT

岡田 治

出発の前夜，壮行会の席で参加者が抱負を

一言ずつ述べる機会があった。半数の者が言

い終え，僕の順番が回って来た。

「今年は実行委員として参加し，会議の嫌

な面もたくさん見ると思いますが，なおかつ

帰国した後，会議が好きだと言えたら良いな

と思っています。」

しかし，なぜか他の参加者の様子は，よく

目に入った。前回は周辺の10人がやっとだっ

たけれど，今回は，少なくともその3倍は視

野の中にあったと思う。特に自分達で選んだ

日本側の新参加者はよく見えた。目を見るだ

けで，彼が落込んでいるのが分かる。だが，

アメリカ側の実行委員との打合せの時間は迫

っている。それに，こちらにも精神的な余裕

はない。僕は彼と話し込むこともなく，一声

かけただけで約束の場所に向かった。

前回の会議は僕にとって人生最良の時だっ

た。一週目こそ暗中模索の毎日だったが，ふ

とした事で感触をつかんだ後は，精力的に，

しかものびのびと会議に参加した。過去にあ

れだけ自由に振舞えた時があっただろうかと

思う。僕は僕自身を生きていた。真に心の欲

するほとんどそのままを行動に移す事ができ

た。39回の会議中，特にやり残した事は今で

もあまり見当たらない。

中間反省会では，痛い様な言葉がいくつも

飛交った。自分を欺くことのできない正直な

人ほど，苦しさや悔しさがほとばしるように

口をつく。ここでも，また別の所でも，話し

ているうちに涙してしまった人がいた。

､WhenlspeakinEnglish,Iamfool-

ishthanachild...〃でも，彼等は圧倒

的に素敵だった。物事を正面から見据え，自

分の弱さを知り，人の弱さを知る。その時は

ブザマかも知れないが，人が自分を偽らず，

生身で悩み，考える姿に勝るものはないので

一転して，40回の会議が迷いと混乱に満ち

たものになることは，会議が始まる2か月以

上前から，直感的に分かっていた。果たして

その通りになった。しかも，会議が進むに連
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オサム君，どうなんですか？

「きっとさ’どっちでもいいんだよ。そん

なこと。」

はないかと，僕は，今，思う。

ようやく長かった会議の最終日が訪れた。

僕は自分と会議に失望して帰国した。やり残

した事は数知れず，また，悩んだ人に劣らず；

安直に感動している人がいるようにも思えた。

僕は疲れていた。5日間，毎日10時間横にな

ってもまだ体がだるかった。あの忌わしい1

か月を早く忘れたかった。と，同時にそこに

しかすがるものがないような気もしていた。

私にとってのJASC

長谷川智可

第40回JASC(日米学生会議）を終えて

直後は，自分がまつ白になり，脱け殻になっ

たような気がした。体の中の熱が残らず出尽

くしてしまって，しばらくはもうJASCの

ことも，何も，考えたくない，考える力がな

い，そんな状態だった。2ケ月が過ぎ，3ケ

月が過ぎた。空っぽだった体の中に，また少

しづつエネルギーがたまっていくのを感じて

いた。そして今,JASCを思う時，私をと

らえるのは,｢あの時何故もっとああしなかっ

たのか……′」という，時には耐え難い程の

後悔であったり，またある時はもっと隠やか

な懐しさであったりする。JASCとは私に

とって何だったのだろう？まだはっきりと

は言えない段階だが,JASCがなければ今

の私はもっと違った人間になっていただろう

ことは確かだ。

私にとってのJASC,といっても一口に

は言えない。私が参加した39回と40回は，私

にとって全くといっていい程違うものだった

秋になった。夏に言えなかった分を取返す

べく，僅かではあるが，手紙を書き，人と会

った。ある日，僕はすでに会議は終わってい

るのに，幾人かとは付合いが続いていること

に今さらのように気付いた。前の夏は｢会議」

に感動したのだが，その会議は「人」が集ま

ってできている事を，その時僕は深く理解し

た。10月に合宿見舞に行き，新実行委員の顔

を見た僕は，ただ彼等が実行委員であるとい

うことだけで．彼等一人一人に言いようのな

い愛情を感じている自分を発見して驚いた。

それまで，そんな気持ちを抱いたことは一度

もなかった。

さて，果たして僕はこの会議が好きなのだ

ろうか。それとも…･『･…。

餓魂
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からだ。39回のJASCは私にとって不完全

燃焼だった。これは大部分，私自身のせいな

のだが。決められた責任はそれなりに果たし

たと思う。あれ程望んで参加した初めてのJ

ASCだった。しかし私はいつも及び腰だっ

た。恐かったからだろうか。

私は，一見社交家にみえるらしいが，実は

案外人とつき合うのは下手だった。「殻にと

じこもる」とはよく言ったもので，外側は一

見するとツルツルなのに，実は固くてなかな

か割れない。人となじむのに時間がかかるの

で，気づかぬ内に自分にとってなるべく居心

地のよい，安全な場を選ぶようになっていた。

新しいもの，異質なものを遠ざけることでバ

ランスを保つような所があった。私は結局，

39回ではこの殻を破れなかったのだろう。そ

んな私がJEC(実行委員）になろうと決意

したのは，自分とJASCとの出会いをこれ

で終わらせたくなかったからだ。殼の中で，

JASCを求める声がしたからだった。そし

て幸運にも，場が与えられた。

新参加者の選考は私に変化をもたらした最

初の経験だった。選考，及びその方法の是非

は別として，全く個人的なところから言わせ

て頂くなら，私はこの経験に本当に感謝して

いる｡10人という限られた目ではあったが，

人間とは，見方によっていかに輝くものかを

学んだ。世の中には，私の気づかないところ

で素晴らしいものが沢山存在する。構えずに

心を開けば見つかるものが多くある，と知っ

た。

40回のJASCは，大げさかもしれないが，

私にとっては大冒険だった。どんな会議にな

るのか，見当もつかず不安だった。出発の日

は期末テストの翌日で，数日間の徹夜明け。

ふらふらしながら乗った，ダラス行きの飛行

機の上で考えたこと－．あらかじめ決めら

れたう°ログラムを，きれいに消化するためで

なく，他からの期待に応えるためでなく，後

で人に土産話をするためでなく，自分の好き

なこと，大切に思えるものに出会うために，

この会議を使おう，と決めた。傷つき，時に

傷つけることを恐れずに，色々なものに心を

開いてみよう。何がどうなっているのか，自

分から確かめに行こう。自分の気持ちに正直

であろう。未熟で，片寄ったやり方であった

と反省もする。夢中であったり，無謀であっ

たり，無知であったり、無神経であったり，

無責任であったりした。でも，かつてあれ程

までに，自分から，他人に拘わろうとしたこ

とは，私にはなかった。失ったものもあった

が，ああせずには決して得られなかったもの

もきっとあった。

JASCが終わり，元の生活に戻った時，
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々にピリオドを打つ意味もこめて，書きたい

気持ちは募るのに，どこから書いていいのか

わからない。書きたい事は山のようにありそ

うなのに，手をのばすと逃げていってしまう。

「JASC」についてきちんと語れる日は，

まだ少し先のことだろう。したがってこれは，

思いの馳せるままに書いた，私のJASCぐ

ちゃぐちゃ記である。

私はとまどった。「JASCで自分が変わっ

たといっても，所詮それは現実離れした，温

室での出来事だ。外の世界では同じことは通

用しないのだ」ということを思い知らされた。

現実はいや応なく，元の自分に押し戻そうと

するかのようだ。私はおちこんだ。JASC

は夢だったのだろうか……。

でも気がつくと，私の手許には小さな，で

も確かな，自分への自信と，私が拘わった仲

間，が残っていた。JASCは夢ではなかっ

たのだ。それらを持って，次に私が向かって

いるのはどこだろう，と思う。まだわからず

にいる。行きづまっていても，写真の中のJ

ASCをながめていると,、きっと出来る〃と

思えてくるから不思議だ。JASCは，現実

に挑戦する私達のビタミン剤なのだ。

勝手なことを書き連ね，恥ずかしいが，最

後に，私にJASCを与えてくれた39回のメ

ンバー，そして私を受け入れてくれた40回の

仲間達，親愛なるJECの皆に，心から，あ

りがとう。

私の大学生活はJASCと共に始まった。

1987年4月，入ったばかりの大学で，何が何

だかわからないままウロウロしている時に，

第胡回日米学生会議合格通知なるものを受け

とった。すぐに開かれた全体合宿，毎土曜の

定例会。春から夏へ季節は瞬く間に過ぎ，や

がて会議が始まった。

今振り返ってみると，やや早過ぎた感はあ

るにせよ,JASCとの出会いは恵まれたも

のだったと思う。私にとって学生生活は，最

初から全国様々な大学からあつまった人間に

よって構成される多面体であり，ひとつ所に

とどまることはなかった。先輩・後輩の区別

なく，幅広い年齢層の学生達の中で，ごく当

然のように名前で呼びあっていた。知識の無

さや幼さを必死で隠して背伸びしていた自分

は，見苦しかったし，しんどかつたけれど，

眼前の世界は新鮮な魅力に溢れていた。東京，

MeandMyJASC

新田陽子

書きかけてはやめ，ボツにし，こうして紙

に向かうのは何度目のことだろう。1年間，

JASC(日米学生会議）を主軸に回った日
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ない愛着を感じた。

すべてが人間の渦の中に巻き込まれていた。

1年を通して見たのは，学んだのは,JAS

Cという絆につながれて私のまわりにいた何

十人もの人達の姿だった。これほど人と深く

関って，人にもまれて暮らした1年はなかっ

た。嫌でもその中で生きるうちに，色々な事

が見えてきた。気のせいかもしれないが…人

間について前より深く考えるようになった。

言葉と気持ちの間の距離の遠さや，一つや二

つの切り口では判断できない人間性の奥行き

に気づくようになった。総じて言えば，いか

に人間が面白く，哀しく，かつ愛すべき生き

物であるかをおしえてもらったのかもしれな

い。そしてそれは,JASCのもたらしてく

れた，私にとって最も貴重な財産なのかもし

れない。

和歌山，京都，長崎と未知に等しい場所へ移

動しながら行なわれた会議が終わりに近づく

と,「これが終っちゃうの，イヤだ！」という

至極単純な理由（あとから色々くっつけたが

何といってもメインはこれ）で，私は40回の

実行委員になった。

正直言って1年間のJEC(実行委員）生

活は与えられっぱなしの日々で，自分から寄

与したものなど無に等しいのではないかと思

う。「皆で力を合わせて一生懸命やって，充

実感みなぎってます！」とか清々しく書けれ

ば幸せだけど，実際は目の前の仕事を片づけ

ていくことに追われ，全体を見わたす視点に

欠けていた。隣の芝生は何とやらで，大学で

の面白そうに見えることや友達づきあいとバ

ランスをとるため，いかに楽に仕事をこなす

か考えていた時もあったし，知らず知らず他

の委員達に甘え，できない事への言い訳をつ

くっていた時もあった。考えると，全く自分

に頭のくることばかりだ。自分の情けなさ，

弱さを見せつけられた日々だった。

そして，ようようたどりついた新参加者の

選考，全体合宿。合宿地に1人また1人新し

いJASCerがやって来るのを見て,涙が溢

れそうになったのを鮮やかに覚えている。こ

こ迄，会議を共に創ってきた委員達にも限り

今年のJASCが終って日本へ帰ってきて

から，私は長いことわけのわからない不安に

苛まれていた。夏の体験は新たに様々の問い

を投げかけ，押しよせてくるいろんな考え’こ

れからの自分について一等々，どうすればい

いのかわからないことが多すぎて，パニック

していた。暗あく，学校にも行かず，うろち

ょろしていた。

「いろんなことを一度に考えると，頭がﾌﾟ
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ツツンしてしまう。」いちいち思いつめがち

な自分に気づいて，私は今，考えを小出しに
● ● ● ●

しながら，なるべく行動も伴うようにしてソ

ロソロ歩いているoJASCも段々遠くなっ

て（これも若さというものだろうか？？）,残

るのは今は懐しい想い出ばかりだ。そして，

育まれた友情。心と心が，ほんのたまにでも

触れあって，まっすぐ話せる人達を発見する

喜びは今も続いている。大切にしたい人達が

いる。JASCは過去になっても，もらった

ものは大事に温めてゆきたい。そう思う。

ていたかもしれない。それでも，やっぱり続

けてほしい。沢山の矛盾を抱えながらも,J

ASCはそこにいてほしい。

だから。次の会議を支える実行委員達を始

めとする，これからの数限りないJASCers

へ心からの励ましと思いをこめて－．

Thanks,JASC!

早すぎた朝

鈴木康弘

その日の朝はあまりに唐突に，そしてすばや

く訪れた。

一週間程前から感じはじめていた，その瞬間

への不安,同時に，その日までに経過した道程

を振り返り，その瞬間の訪れは，ずっと先のこ

とだと自分に言い聞かせて感じた，かすかな安

心感

そう，その瞬間の事は,JASCが始まる時

からもわかっていた。しかし，あまりにも楽し

い日々が過ぎていくうちに，いつの間にか，そ

の日がゆっくりとかすかに訪れると信じこんで

しまっていた。

だのに，別れの瞬間はあまりにも突然に出現

した。理屈も原因もなく突然に犯人がわれてし

まう三流の推理小説のように。

ちょうどフィラデルフィアについた日の夜か

ら僕はいいしれぬ不安感に取り-”〕れていた。

JASCはきっかけに過ぎないと思う。国

際親善や相互理解といった理念もさることな

がら，誰にも共通して云えるのは，長い人生

の中でひょんなことからめぐり逢ったひとつ

の機会だということだ。だから,JASCは

こうあるべきという形に縛られる必要もない

し，人によってとりどりの色に彩られるJA

SCでいい。

「たかがJASC,されどJASC｡」

私がJASCに入った時の実行委員に聞い

た言葉が胸に響く。JASCの持つ可能性と

限界を両方見すえながら，各々にとってのJ

ASCを考えていけばいい。

最高！と手放しで言える1年ではなかった。

喜怒哀楽でいうと，真中の二つが他より勝つ
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友人達と共有しあった，あれ程楽しかった日々

が，もう残り少なくなっているという現実が突

然襲って来たからだった。フィラデルフィアに

着いたその夜は,JASCが始まってからはじ

めて過ごす，エアコンのついていない大学寮で

のむしあつい夜に，こりやしばらく寝れないや

と，外で夕涼みをしようとして繰り出して来た

JASCersが何人もいた。

アンがホールの入口で座っていたので隣りに

腰を下ろして,僕を襲ってきた不安について口

にした。アンは「そうね」と言って，“ね”の

部分で静かに笑った。笑い声はたちまちのうち

に闇に吸い込まれていった。

道路に面した所ではヒサシ，アキコ，コウが

地面に座りこんで色々な事を話し合っていた。

ヒサシがヨーロッパ旅行の時の思い出を語って

いるときに，僕は話に加わった。道路にじかに

座ると，昼間のうちに陽の光で暖められてい

た地面からは熱がジーパンを通して感じられた。

ふっと気づくと話題はいつの間にかアメリカ

の食文化の事に変っていて，それがいかにも心

臓に悪そうな物ばかりだという様な事でヒサシ

と意見が一致した。隣りにはスミエが座ってい

て,静かに聞き耳を立てていた。

そして,寮の周りを走っているザックの荒い

息が定期的に暗闇の中から聞こえてきた｡周り

をみわたすと僕らと同じような三～四人のグル

一う。がいくつも出来ていて，いろいろな事を話

していた。

眼の前の四人をみつめたとき，皆の心が一つ

につながっているのを感じた。日本だとかアメ

リカだとか国の違いに関係なく心が一体化して

いるのを感じ，この時が永久に続く様な気分に

なり安心した。

なのにその瞬間はわれわれを訪れてしまった。

その瞬間の事を，みんなも恐れていたのだろ

うか，テーラーホールでは不安を掻き消そうと

するかの様に，わざとらしく大きな音でステレ

オが鳴り響いていた。いつもは，みな音楽に合

わせて陽気に踊り出すというのに数人を除いて

さすがに誰も音楽に合わせて踊ろうとしなかっ

た。ホールの隅の方では肩を寄せ合って座り，

最後の時間を静かにわかちあっている人達もい

れば,友人からたのまれた寄せ書きを一生懸命

書いている人かいた。明日からは今までの様に，

この周りをうめつくす友人達に会えないんだ，

と考えたときに，目頭が突然熱くなり，ホール

のオレンジ色のライトの中に浮び上がっている

人影がゆらいだ。

朝，三時近くになると，出発のため荷物のパ

ッケージをする人,疲れて眠りに行く人が増え

て，さすがにテーラーホールもがらんとして来

て，スクール警察の人達の指導もあり，宴は場

所をパームブロックイーストの一室に移して続

－95－



けられることとなった。

疲れきっていた僕はうとうとと微睡みながら，

周りの声を耳にしていた。いつの間にか眠って

いたのだろう，辺りのざわめきで目がさめた。

時計をみると五時，冑がしぼられる様な気がし

た。出発のときだ。

まだ,朝の光がみえない，うす暗い空の下で

80名の学生達は身体で友情を確かめ合った。

抱擁抱擁，……。

手を振っているアメリカ側の学生達に見送ら

れてバスは出発した。皆の目に涙が光っていた。

大学の建物が見えなくなって，しばらくした

時に，真紅の朝日が窓からバスの中にさし込ん

できた。

そのとき僕は悟った，別れの瞬間がこの様に

して僕等を，唐突にすばやく訪れていたのを。

さようなら，黄金に輝いていた日々，そして

何よりも，僕のすばらしき友人達。

バンザイ JASC//
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第40回日米学生会議：主催，後援，賛助団体

催
援

主
後 財団法人 国際教育振興会

外務省

国際教育交換協議会(CIEE)

日米文化センター

賛助団体・賛助者

住 友 信 託 銀 行

住 友スリーエム

西 武 百 貨 店

全国農業協同組合中央会

ソ

大 成 建 設

第 一 勧 業 銀 行

第 一 工 業 製 薬

台糖ファイ ザー

ダ ｲ ﾅ ﾜ ｰ ﾄ

大 日 本 製 薬

ダ イ ハ ツ エ 業

太 陽 神 戸 銀 行

大 扣 銀 行

大 和 證 券

高 島 屋

武 田 薬 品 工業

田 辺 製 薬

中 外 製 薬

中 部 電 カ

テ亘ボン・ジャパン・リミテッド

電 通

東京海上火災保険

東 京 急 行 電 鉄

東 京 銀 行

東 京 電 力

陶 好 堂

東 芝

東 燃 石 油 化 学

アイビーインターナショナル

旭 硝 子

味 の 素

石 橋 財 団

伊 勢 丹

伊 藤 忠 商 事

イ ン テ ツ ク

エ シ ソ 石 油

大 阪 ガ ス

鹿 島 建 設

関 西 電 カ

キ ツ コ － マ ン

協 栄 生 命 保 険

京都中央信用金庫

京都日産自動車

神戸国際交流協会

神 戸 製 鋼 所

神 戸 日 米 協 会

埼 玉 銀 行

サイマル・インターナショナル

三 共 ア ル ミ

三 洋 証 券

三 洋 電 機

三 和 銀 行

ジャノfンタイムス

信 託 協 会

新 日 本 製 鐵

住 友 銀 行

住 友 商 事

凸 版 印 刷

卜 ナ ミ 運 輸

卜 ヨ タ 自 動 車

トヨタ東京教育センター

ニッカウヰスキー

日 興 證 券

日 産 自 動 車

日本アイ・ビー・エム

日 本 医 師 会

日 本 興 業 銀 行

日 本 航 空

日本証券業協会

日 本 信 販

日 本 生 命 保 険

日本長期信用銀行

日 本 電 気

野 村 證 券

阪 急一百 貨 店

富士火災海上保険

富 士 銀 行

藤 沢 薬 品 工 業

本 田 技 研 工 業

前 田 薬 品 工 業

松 下 電 器 産 業

松 下 電 エ

マ シ ダ

丸 紅

御 影 買：易 商 事

三， 井 銀 行

－97－



菱

一一二ロ

ー
澤
勝
室
印

横
吉
吉
リ
ワ

産
産
行
所
業
事

三
宮
山
山
雪

不

動
物
銀
地
工
商

託
喜
真
勇
乳

銀 行 浜 銀 行

田国際教育基金

三

二

井
井
菱
菱
菱
菱

晴
卜
ド

珠
臣
業

田 正

ク ル ー

三

三

三

三

菫 ﾉレ

－98－



第41回日米学生会議のお知らせ

第41回日米学生会議は1989年7月24日から8月19日までの4週間にわたり，東京・富山・京都・

広島を移動して行われる予定です。今回は会議の総合テーマを「変容する時代の自己と社会一相互

理解への新たな一歩」("AnEraofChange-SeekingUnderstandingforSocietyandSelf'7

と設定しました。経済大国化した日本が国際化を叫ぶ一方，国際化するために何を具体的にしたら

よいのかを簡単に論じることはできません。日米学生会議はその創設以来「相互埋解」を国境を越

えた友好関係の，そして世界の平和のための欠くべからざる要素であると考えてきました。会議を

通じて自分なりに相互理解とはどういうものか，そして自分自身の，或いは人間社会のあるべき姿

は何かを以前とは違った視点で考えていくことができればと思い，このテーマを選びました。

この会議は実行委員と新参加者の手で作り上げられるものです。会議中のプログラム，或いはそ

れ以外の時間でも，帥人もの学生の各人各様の個性がぶつかり会うことで非常に密度の濃い体験が

得られることと思います。総合テーマは一見とつつきにくい，拙象的な語句の羅ﾀl｣に映ることもあ

るかもしれません。しかし4週間の会議で，まず79名の他の参加者の名前と顔を一致させることか

ら始まり，次第に打ち解け合ってからありとあらゆる話題を話し合っていくうちに相互理解とは，

そして平和とは何かといった問題にごく自然にアプローチ出来るのではないかと考えます。

第41回会議の分科会・フォーラム・コロキアムは以下のものを予定しています。

分科会：法と政治，国際ビジネスと経済，社会変化と私達，第三世界，環境，教育，芸術と精神，

若者と時代，ユートピア，人間－その思想と行動

フォーラム：平和と安全保障 人権都市問題貿易問題

コロキアム:Love,ReligionandPersonalPhilosodly,SOcialCustoms

その他外務省，アメリカ大使館への全体研修や，富山でのキャンプ，ホームステイなども予定し

ています。会議を共に作りあげていく熱意溢れる方の参加をお待ちしています。

第41回日米学生会議実行委員長

岸 道 信

会議の詳しい内容を記載した実施要領がありますので下記までお問い合わせ下さい。

〒160東京都新宿区四谷1-21

財団法人 国際教育振興会内

日米学生会議事桧局

電話 03-359-0弱3（直通）
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編 集 後 記

「感動を言葉で表すのは難しい」報告書を書いてみてつくづく感じたことです。言葉で表す

にはあまりにたくさんのことをこの日米学生会議で体験したのは私一人ではないでしょう。日

本側参加者40人のそんな想いがぎっしりつまった報告書がようやくできあがりました。

長い日米学生会議の歴史の1ページの中で，参加者にとっては大切な思い出の品として，そ
して賛助していただいた皆様にとっては良き報告書として，この一冊は残っていくことと思い
ます。

編集がなかなか進まず出来上がりが随分遅れてしまったことを編集委員一同深くおわび致し

ます。そして最後になりましたが，この会議を援助して下さったすべての皆様に心より御礼を

申し上げます。本当にありがとつございました。 （鬼頭三樹恵）

第40回日米学年会議

一和文報告書一

編集者 足 立 望

今 田 克 司

岡 田 治

鬼 頭 三樹惠

増 田 行 子

鬼 頭 三樹恵

〒160東京都新宿区四谷1-21

財団法人国際教育振興会内

日米学生会議事務局

（掬実業公報社
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